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金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）調査区全景〔南から撮影〕

鍋島色絵皿片（１‐①南区SX０１出土 第３０図１３）



舟底板（１‐①中区SE０３井戸枠に転用 第４６図・第４７図）
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例 言

１．本書は、石川県金沢市兼六元町７番１５号に所在する金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）の発掘

調査報告書である。

２．金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）は、金沢市土木局内水整備課による準用河川源太郎川雨水

貯留施設整備工事に伴い、平成２３年度に金沢市が発掘調査を実施したものである。

３．発掘調査の期間、面積は次のとおりである。

期間：平成２３年１１月１２日～平成２４年２月９日 調査面積：７２３㎡）

４．発掘調査は、金沢市埋蔵文化財調査委員会（当時：委員長 橋本澄夫氏、谷内尾晋司氏、垣田修

児氏、横山方子氏）の指導の下で、前田雪恵（当時：文化財保護課主任主事）が担当した。

５．本書の編集・執筆は、前田の補佐を受け、新出敬子（文化財保護課主査）・庄田知充（同）・景

山和也（同）が担当し、文責は目次及び報文中に記した。写真撮影は遺物を景山が、遺構を前田

が行い、航空写真を日本海航測（株）が行った。

６．本発掘調査・整理作業にあたり、下記の機関・個人からご教示、ご協力を賜った。記して感謝の

意を申し上げる（５０音順・敬称略）。

金沢市立味噌蔵町小学校（現：金沢市立兼六小学校）、金沢市土木局内水整備課、（株）リクケン

小西昌志（金沢市立玉川図書館近世史料館）、滝川重徳（石川県金沢城調査研究所）、

廣瀬直樹（氷見市教育委員会）、松井哲洋（関宿城博物館）

７．屋内整理および製図は、次の方々に協力していただいた（５０音順、敬称略）。

井川明子、蟹ヤエ子、境田早苗、谷森真利、寺西悦子、土橋裕美、供田奈津子、畑尾ゆか

８．本書の遺構図の指示は以下のとおりである。

（１）遺構図の方位は全て座標北である。座標は世界測地系に基づく国土座標第�系（測地成果２０００）
に準拠している。

（２）各図の縮尺については原則としてスケールを付し、表題末にも示している。

（３）土層の色調は小山正忠・竹原秀雄２００６『新版標準土色帳』（日本色研究事業（株））による。

（４）遺構図の水平基準は海抜高で、単位はメートル（m）で記した。

（５）遺構名は、SK：土坑、SE：井戸、SD：溝、P：小穴、SX：その他の遺構などの略号を用いた。

９．本書の遺物の記述には、下記の分類編年案による時期設定や分類を引用した。

土師器皿の記述には滝川重徳氏による分類（滝川２００２）を引用した。陶磁器の年代観のうち、

堀内秀樹氏等による陶磁器編年案（堀内・成瀬２００１）を引用した箇所については東大編年と略称

した。瀬戸陶磁器については藤澤良祐氏による案（藤澤１９９８）を引用した。越前陶器については

木村孝一郎氏による案（木村２００４）を引用した。

１０．本書に収録した遺物は、全て金沢市教育委員会が一括して保管している。



凡 例

遺物について

１．遺物図の縮尺は、次のとおりである。図版にはスケールを付し、表題末にも示している。

掲載方法は遺構ごととしたが、金属製品と土人形は少量のため一括して種類ごとに掲載してある。

１／２ 土人形

１／３ 陶磁器、土器、木製品、貝製品、金属製品、銭貨

１／４ 石製品

１／６ 瓦、木製品（舟底板のみ１／８）

２．腰瓦にみられる変色については破線で示した。

３．土人形には土製品以外に陶器製も掲載してある。

４．遺物実測図中の記号は次のとおりである。

青磁釉 鉄釉（磁器のみ）

瑠璃釉 釉薬境 胎土目・砂目

灯芯油痕 漆継 焼継

遺物観察表について

１．「番号」欄には、図版ごとに振り直した番号をつけている。

２．「器種」欄には、磁器・陶器・土器などの材質も併記している。

３．「法量」は、a･b･c･d の４欄に分けて記入した。計測部位は凡例図のとおりである。口径は最

大径、底径は接地部径である。計測値のうち（ ）数字について、陶磁器では復元数値に不安の残

るもの、その他の遺物では現存値を示すのに用いた。

４．「遺存」欄には、径を復元する際に利用した部位と遺存度を記した。

５．「産地」欄には、器形や胎土等をもとに新出が推定した産地を記してある。

６．「実測番号」欄は、実測者の通し番号で、遺物・実測図に付している番号と一致する。

７．「備考」欄の高台内圏線Aは高台付け根、同Bは高台内中央付近に圏線が描かれるものを指す。

８．紅皿に関しては、白磁で型打ち成形し外面を貝殻に似せたものや、外面に小町紅と銘が描かれ

るなど紅皿と特定できるものだけ紅皿と標記し、それ以外のものは小坏としてある。

９．碗は、概ね口径が１６㎝以上のものは鉢とし、６．６㎝（二寸）以下のものは小坏とした。また鉢

や小坏にあてはまらないもので、口縁部が輪花・稜花になるもの、平面形が多角形になるもの、

断面逆台形のそば猪口形のものは猪口とした。
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第１章 調査に至る経緯と調査の概要

第１節 調査に至る経緯と経過
金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）は、平成２３年度に金沢市立味噌蔵町小学校（当時。現：金沢市

立兼六小学校）内で計画された準用河川源太郎川雨水貯留施設整備工事に伴い発掘調査を行った遺跡

である。

平成２２年（２０１０）、金沢市内水整備課から金沢市兼六元町地内の旧金沢市立味噌蔵町小学校（現金沢

市立兼六小学校）グラウンド内で施工予定の雨水貯留施設設置工事について、事前の埋蔵文化財確認

調査依頼が文化財保護課に提出された。これを受けて同年７月１５日に試掘調査を実施したところ、施

工予定地において江戸時代に属する土坑及び遺物が確認された。当初、新発見の遺跡「兼六元町７番

遺跡」として取り扱っていたが、調整中の平成２３年（２０１１）４月１日より、当該範囲を含む金沢城惣構

跡内側の範囲全体が「金沢城下町遺跡」として周知化されたことに伴い、遺跡名は「金沢城下町遺跡

（兼六元町７番地点）」と改称された。

貯留施設の設置工事は地下深く掘削を行う必要があり、遺構を損壊することは明らかであった。施

工予定地は開校中の味噌蔵町小学校グラウンド部分であり、小学校の運営に影響を及ぼすことが避け

られないことから、工事主体の内水整備課、調査主体の文化財保護課、調査地となる味噌蔵町小学校

の三者で度重なる協議及び調整を行った。その結果、学校行事が落ち着き、かつ工事着手前の平成２３

年１１月～平成２４年２月の期間を以て記録保存のための発掘調査を実施することで合意した。

平成２３年１０月６日付け発内第７６号にて文化財保護法第９４条に基づく発掘通知が内水整備課より提出

され、同年１０月１１日付け収文保第５６１号にて石川県教育委員会あてに進達、同年１０月１２日付け教文第

１８９４号にて石川県教育委員会より工事に先立って発掘調査等の埋蔵文化財保護措置が必要との通知が

あった。これを受け、同年１１月７日付け発文保第１０１号にて文化財保護法第９９条関係の報告を石川県

教育委員会あて提出し、同年１１月１２日に現地での発掘調査に着手した。調査対象面積は工事によって

遺構が損壊する範囲、計７２３㎡となった。

発掘調査事業費には内水整備課の前年度繰越金を充当することとなっていたため、当該年度内に発

掘調査にあわせて本工事も終了させることが必須であり、降雪期の限られた期間での調査は困難なも

のとなったが、各方面との調整の結果、ほぼ予定どおりの平成２４年（２０１２）２月９日に現地での作業を

終了した。調査中の平成２３年１２月２７日には地元を対象とした遺跡見学会を実施し、金沢城下町遺跡の

啓発にも努めている。除雪作業等、調査にかかる諸作業に多大なご協力をいただいた貯水施設施工業

者（株）リクケンには、この場をお借りして深く感謝申し上げる。

出土遺物等の屋内整理作業は平成２５年度から予算措置がなされ、以後継続して行い、平成２９年度に

発掘調査報告書を編集、刊行した。

第２節 発掘調査の概要
試掘調査の結果から、近世の遺構面が複層にわたり検出されることが予想され、降雪期ということ

も相まって調査の難航が懸念されていたが、平成２３年１１月１２日に重機による表土掘削を開始して間も

なく現れたのは、コンクリートの溝に小石を詰め、その上に煉瓦を数段築いた旧校舎の基礎であった。

調査区を縦横に走るこの基礎を含む旧校舎の造成工事によって、遺跡の上層部分はすでに破壊されて

おり、明確に遺構が確認できたのは結果として１面のみであった。
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第１図 金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）の位置〔S＝１／１０，０００〕

第２図 発掘調査区位置図〔S＝１／１，５００〕
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調査においては世界測地系２０００に基づいた公

共座標（MK-WE座標系第�系）に準拠して調査
区内に１０mメッシュグリッド杭を設定した。

グリッド杭に西からA～D、北から１～６の順

でB３、D５等の杭番号を設定して座標値の基

準としている。当該年度末竣工という工事のス

ケジュールと調整の結果、調査期間前半は早期

の着工が必要となる区域を優先して部分的に調

査を完了させ、完了した区域について順次貯留

施設設置工事に着手、調査期間の後半は工事と

並行しての作業となった。これにより、航空測

量は前半・後半の２回に分けて行うこととなっ

たが、工事は予定どおりの竣工を迎えている。

調査区割は前半調査にかかる区域＝航空測量

１回目の対象区域を１区、後半調査にかかる区

域＝航空測量２回目の対象区域を２区と設定し、

それぞれを旧校舎の基礎と調査区の形状及び位

置を基として、１１区に細分して調査を実施して

いる。

基本層序は現況のGLから約３０cm程度が運動

場造成盛土で（１・２）、その下に現運動場を整

備した際の基盤面である礫を含む整地層がある

（３）。その下に小石の混じる褐色砂質土が約２０

cm程度堆積しており（４）、この層より上が旧

校舎建築時以降の造成層とみられる。その下に

は小石・焼土等を含む黄褐色粘砂質土が約５０

cmにわたり確認でき、質と締まりから３層に

分けられる。これらが江戸時代以前の整地層及

び包含層となる（５～７）。

発掘調査日誌（抄）

平成２３年（２０１１年） 平成２４年（２０１２年）

１１月１２日 表土掘削（～１１月２１日まで）。 １月５日 除雪。遺構掘削。

１１月２２日 屋外作業員作業開始。 １月６日 SE０１等遺構掘削。作図作業。

１１月２８日 整地層掘削。遺構検出。 １月１０日 第１回航空測量実施。工事開始。

１２月２日 遺構検出。遺構概略図作成。 １月１２日 SE０２石積検出。

１２月５日 SK･SD･SE 等掘削。 １月１８日 包含層掘り下げ。遺構掘削。

１２月２１日 グリッド杭設置。実測作業。 ２月８日 第２回航空測量実施。

１２月２７日 地元遺跡見学会実施。 ２月９日 撤収作業。現地作業終了。

第３図 金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）
調査区案内図〔S＝１／５００〕

第４図 基本層序〔S＝１／６０〕
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第２章 遺跡の位置と環境

第１節 遺跡の位置と地理的環境
金沢城下町遺跡は、金沢城を中心とし惣構跡に囲繞され

た約２００ha の範囲に広がる近世に属する遺跡である。

石川県は日本海に面した県で、東は富山県、西は福井県、

南は岐阜県と接している。旧国名では北の能登国と南の加

賀国からなる、南北に細長い県である。

金沢市は旧加賀国の北部、石川県の中央やや南に位置す

る、面積４６８．６４km２、人口約４６万６千人を抱える石川県の

県都である。江戸時代においては加賀藩前田氏の居城であ

る金沢城の城下町として繁栄し、太平洋戦争時の戦災を免

れた町並みは現在でも当時の姿をうかがわせている。旧市

街地が古い都市構造を残すのに対し、JR金沢駅以北の扇

状地においては、かつての水田や耕作地帯から区画整理事

業による新興住宅地に姿を変え、また県庁移転や北陸新幹

線開通などの影響によってビジネス街が発展するなど、旧

市街地とは対照的な姿をみせている。
もりもと か えつ

金沢市の地形は、東方は森本丘陵および加越山地で、そ

こから北西方向に平野部が広がり、北東から南西方向に伸

びる海岸線の日本海に面している。平野部は南東に連なる
な ら だけ おくさんぽう だいもんざん あさ の がわ さいがわ

奈良岳・奥三方・大門山など海抜１，５００mを超える山地に源を発して西流する浅野川と犀川によって

三分され、浅野川以北が北部平野、浅野川と犀川の間が西部平野、犀川以南が南部平野である。北部
もりもと

平野は浅野川や森下川などにより形成された沖積平野で、粘性の強い地盤である。南部平野は白山に
て どりがわ

源を発する石川県最大の河川、手取川が形成した扇状地の北辺にあたり、砂質の強いシルト層の地質

である。西部平野は犀川・浅野川の沖積地で、北部平野と南部平野の地質が混在している。

城下町及び旧市街は犀川と浅野川が最接近する付近に形成された小立野段丘一帯に立地しており、

本遺跡はその東側の下位段丘上に位置する。加賀藩三代藩主前田利常の頃に大きく整備された金沢城

とその城下町は、もと一向宗の拠点の一つであった金沢御堂（尾山御坊）とその寺内町につくられたも

ので、１７世紀前半にはほぼその姿を整えている。犀川・浅野川と河岸段丘より成る地形を巧みに利用

したものとなっており、段丘突端に築かれた金沢城を中心に、段丘崖部にはその高低差を利用して「惣

構」と称される土居・堀で形成された遺構が、旧市街地を取り囲むように内、外２重に巡らされてい

る。金沢市は、旧市街地の地下に存在する近世城下町の遺跡を埋蔵文化財包蔵地として一体的に保護

するため、外惣構内側の範囲及び金沢城東側の家臣団屋敷地について平成２３年（２０１１）に「金沢城下町

遺跡」として周知化した。この範囲は国重要文化的景観「金沢の文化的景観 城下町の伝統と文化」

の市街地部分の範囲と一致している。

本遺跡は金沢市の中心部、兼六元町地内にある。金沢城の東約３００m、浅野川の西約４００mの距離で、

ほぼ両者の中間に位置する。調査地は金沢市立兼六小学校（旧金沢市立味噌蔵町小学校）のグラウンド

で、金沢城をはじめ、兼六園、金沢２１世紀美術館などの観光スポットが集結し賑わいをみせている。

第５図 石川県及び金沢市の位置
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第２節 周辺の遺跡と歴史的環境
平成２３年度に周知化された金沢城下町遺跡の範囲は、先述したとおり惣構の内部と金沢城東側の家

臣団屋敷地である。周知を図るにあたって、この範囲に属する既存周知の遺跡については、中世以前

のものについては変更せず、近世を主とする既存のものは『金沢城下町遺跡（【既存周知の遺跡名】地

区）』、以降新発見の遺跡については『金沢城下町遺跡（【遺跡の存在する街区】地点）』と呼称を統一

することとしている。以降、「地区」及び「地点」呼称のものは金沢城下町遺跡であることを示すも

のとしてご理解いただきたい。

周辺地域の最古の生活痕としては、金沢城石川門前土橋（a）および車橋調査区（b）の盛土層から旧石

器時代後期の剥片石器がみつかっている。縄文時代の代表的な遺跡としては、縄文時代前期末～後期

にかけての集落跡である笠舞A遺跡、晩期の鹿角製釣針が出土した笠舞B遺跡、犀川の第一段丘面

に形成された後・晩期の集落跡と想定される犀川鉄橋遺跡などがある。

弥生時代の遺跡としては、前田氏（長種系）屋敷跡地区（２）がある。弥生時代後期後半から終末期の

墳丘墓が検出され、中心部に１基、その周りに４基の木棺が検出されている。本町一丁目遺跡（２５～

２８）からは終末期の集落跡が検出された。広坂遺跡（６）、高岡町地点（１３・１４）、醒ヶ井町遺跡（３９）で

も弥生時代後期～古墳時代前期の遺構がみつかっているほか、当遺跡においても古墳時代前期に属す

る溝が検出されている。古墳時代末の遺跡としては、高岡町地点があり、日本に伝来しなかったとさ

れる半瓦当が出土したほか、奈良二彩や銅製帯金具が出土するなど特異な性格をもつ遺跡である。

奈良・平安時代では、金沢２１世紀美術館建設に伴い発掘調査を実施した広坂遺跡で藤原宮式軒平瓦

と平城宮式軒瓦が出土し、古代寺院の存在が想定されている。前田氏（長種系）屋敷跡地区からは土坑

や小穴が検出され、当該期の土器が出土している。

中世には高岡町地点で薬研堀が検出されたほか、彦三町一丁目１５番地点（１６）でも溝と遺物が報告さ

れている。戦国時代になると現在の金沢城の場所に金沢御堂が建てられ周囲には寺内町があったと考

えられているが、遺構が検出されていないため詳細は不明である。

近世では、金沢城跡が平成２０年（２００８）に国史跡に指定され、以後発掘調査成果を基に五十間長屋・

橋爪門・河北門や玉泉院丸庭園などが復元・整備されている。金沢城下の範囲を規定する惣構跡は慶

長４年（１５９９）に内惣構が造られ、次いで外惣構が整備されている。現在、土居は盛土のほとんどを消

失し、堀も規模を縮小して水路として機能するのみだが、金沢市では惣構跡の確認調査を断続的に行

っており、復元された線形は市指定史跡として保護され、東内惣構跡枯木橋北地点（C）、同南地点（G）、

西内惣構跡主計町地点（D）、西外惣構跡升形地点（E）の復元整備が実施されている。

武家屋敷では、万石以上の家禄を有し、加賀藩における家老職ともいえる年寄職を出した八家と呼

ばれる大家の屋敷地を含め、多くの発掘調査が実施されている。前田氏（長種系）屋敷跡地区では当該

期の井戸、土坑のほか、それ以前の屋敷地、井戸などが確認された。長氏屋敷跡地区（４８）では確認調

査が行われ、１７世紀前半の整地層が確認されている。本多氏の下屋敷である本多町三丁目地点（４５）の

調査では、屋敷地及び道路跡、辰巳用水の分流などが確認されている。広坂遺跡、丸の内７番地点（１０）

では、礎石建物、井戸、土塀の基礎など上級武士の屋敷地及び道路跡が検出されている。

町家では、本町一丁目遺跡や昭和町遺跡（３７）で間口３間規模のものが確認されており、墓地では経

王寺遺跡（３４）、久昌寺遺跡（３１）、木ノ新保遺跡（２９・３０）などの調査がある。経王寺遺跡は寺旧地の調

査で、境内内の墓地や火葬跡（灰塚）が確認された。城下縁辺に所在する久昌寺遺跡では木棺・甕棺を

用いた土葬墓と蔵骨器を用いた火葬墓が検出された。木ノ新保遺跡も城下縁辺に所在する。近世初期

に始まる墓地で、早桶を使用した土葬墓が約２０基発掘されている。
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第６図 城下町復元図と調査された遺跡〔S＝１／２５，０００〕

１．兼六元町７番地点２．前田氏（長種系）屋敷跡地区 ３．兼六園江戸町推定地地点 ４・５．本多氏屋敷跡地区 ６・７．広坂遺跡
８．下本多町地点９．兼六元町３番地点１０．丸の内７番地点１１．高岡町一ツ水溜跡地点１２．高岡町３番地点１３・１４．高岡町地点
１５．彦三町一丁目８番地点 １６．彦三町一丁目１５番地点 １７．青草町地点 １８．下堤町地点 １９．安江町地点 ２０．瓢箪町遺跡
２１．片町二丁目遺跡（１３番地点）２２．片町二丁目遺跡（５番地点）２３．長町遺跡 ２４．穴水町遺跡 ２５２８．本町一丁目遺跡
２９．木ノ新保遺跡（７番丁地点）３０．木ノ新保遺跡（安江町地点）３１．久昌寺遺跡 ３２・３３．宝町遺跡 ３４．経王寺遺跡
３５．三社町遺跡 ３６．元菊町遺跡３７．昭和町遺跡３８．長田町遺跡３９．醒ヶ井町遺跡４０．東兼六町５番地区４１．玉川町遺跡
４２．東山一丁目遺跡（３番地点）４３．東山南水溜跡 ４４．東兼六地点 ４５．本多町三丁目地点 ４６．小立野四丁目遺跡
４７．小立野ユミノマチ遺跡 ４８．長氏屋敷跡地区 ４９．飛梅町３番地点 ５０．森山二丁目遺跡 ５１．大手町３番地点
A,B．西外惣構跡武蔵町地点 C．東内惣構跡枯木橋北地点 D．西内惣構跡主計町地点 E．西外惣構跡升形地点
F．西外惣構跡本多町三丁目地点 G．東内惣構跡枯木橋南地点 ・・・以上、地区・地点呼称分は金沢城下町遺跡
a．金沢城跡（石川門前土橋）b．金沢城跡（車橋）c．金沢城跡（宮守堀）d．金沢城跡（新丸）e．金沢城跡（金谷出丸）
あ．犀川大橋 い．香林坊橋 う．袋町橋 え．枯木橋 お．浅野川大橋
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第３章 検出遺構

第１節 概要
本遺跡では、井戸、土坑、石組の溝などを検出している。遺構に時期幅はあるものの、大半の遺構

が江戸時代に属し、古墳時代前期のものが少量混在している。遺構の覆土は褐灰色～黒褐色で、炭化

物や焼土、さまざまな大きさの礫を含むものが多く、上層に地山と似通った埋土が入り込み検出が困

難なものもあった。遺構密度は高く、土坑の数は９５基を数える。

調査区は東西約１９m、南北約４５mの範囲にわたり、面積は約７２３㎡を測る。遺構検出面は海抜およ

そ１８．５～１９．２mで、南から北に向かって下がり、調査前のGLからは約１．９～１．１m下がる。東接する

道路面の標高は約１７．９～１８．５mで、同じく北に向かって低くなる地形である。表土掘削時、旧校舎の

煉瓦積み基礎が現われるなど、近代以降の開発により上面は損壊しているものと考えられる。

以下に検出した遺構の詳細について、遺構の種類順に報告する。各遺構の詳細なデータは第１表～

第５表を参照していただきたい。遺物は各構成遺構ごとに掲載されているので確認しづらいが、ご容

赦いただきたい。個別遺構の位置等については第７図を、また巻末の遺構平面図（第５４図～第５７図）に

主要遺構番号を付したのでそちらを参照していただきたい。

第２節 土坑（SK）
遺構番号を付したもので９７基確認している。うち SK１８・SK４５は調査後の検討で井戸であることが

判明したため、それぞれ SE０３・SE０４として別節で報告する。なお、そのほかの土坑の中にも井戸の

可能性が想定されるものが複数あるが、それらについては文中及び遺構観察表の備考欄で示した。遺

構の配置については各調査区（１‐①中区、２‐②区等）の単位で記載している。調査区割については第

３図を参照していただきたい。

SK０１（第８図 １‐③）調査区の南東で検出した、長辺約２．７m、深さ約１．７mを測る土坑。東半は旧校舎

基礎によって破壊されている。断面は逆台形を呈し、埋土は３層で炭化物を含んでいる。１段掘り下

げたところに大礫の石列が確認されたため、井戸の可能性がある。１７世紀末～１８世紀代の遺物が出土

している。

SK０２（１‐③）SK０１に北接して検出された。平面楕円形を呈し、検出長軸約１．４m、短軸約１．３mを測る。

深さは約０．２mと浅く、SK０１の一部とも考えられる。

SK０３（第１２図 １‐①南）南隅で検出。断面形は抉りが入り袋状を呈する。焼塩壺の出土があるものの、

煉瓦片が多く混入しており、攪乱である可能性が高い。

SK０４（１‐①南）北東隅で検出。大半が調査区外のため、全容は明らかでない。検出長軸約１．４m、深さ

約１．０mを測る。１７世紀末～１８世紀初頭の遺物が出土している。

SK０５（１‐①南）SK０４の西側で検出した土坑で、大半は調査区外に延びており全容は不明である。深さ

約０．１mと非常に浅い。

SK０６（第８図 １‐①中）調査区の南寄りで検出、東半は調査区外に延びる。検出長軸約２．６m、深さ約１．３

mを測る大型の土坑で、断面は箱形を呈する。上層から１７世紀後半～１９世紀初頭の遺物が出土してい

る。下層からは木製品が多く出土した。

SK０７（１‐①南）調査区北寄りで検出された平面楕円形を呈する土坑。深さ約０．３mと浅く、単層で、
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第７図 金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）主要遺構案内図〔S＝１／２００〕
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埋土は炭化物と小石を多く含んでいた。土師器の小片が出土している。

SK０８（第８図 １‐①中）SK０６の南に位置する、深さ約１．１mを測る小規模土坑である。１７世紀末～１８世

紀前半代の陶磁器が多く出土した。

SK０９（１‐①中）調査区南寄りに位置し、西側上面は旧校舎基礎により損壊していた。１．７mまで掘削

したが、底は未検出である。上層には礫が多く、工事引き渡し後、施工中に海抜１７．４mまで掘削した

際に円形の掘方が確認された。１８世紀中葉頃の井戸である可能性が高い。

SK１０（１‐①中）調査区東壁で検出された直径１．１mの円形の土坑で、深さは約０．４mを測る。下方に炭

化物層が確認された。SK０９を切る。１８世紀代の遺物が出土している。

SK１１（第８図 １‐③）調査区北寄りで検出された長軸約１．４m、短軸約１．１mの楕円形の土坑で、深さは

約０．７mを測る。１９世紀代の遺物が出土しており、SD０３を切る。下層の埋土が特徴的で、木質のもの

を埋設していた可能性がある。

SK１２（１‐③）調査区北西で検出された土坑で、SD０３を切る。１９世紀代の遺物の出土が認められるが、

埋土等から攪乱である可能性もある。

SK１３（１‐③）調査区北東寄りで検出。長軸約０．８mの楕円形で、深さ約０．１mと浅い。出土遺物はない。

SK１４（第８図 １‐③）SK１３の東側で検出。東半は旧校舎の基礎により損壊している。検出長軸約１．４m、

深さ約０．３mを測り、断面形は皿形を呈する。埋土は複層で、炭化物を含んでいる。

SK１５（第１２図 １‐①南）SX０２の北側で検出した土坑で、褐色砂質土の単層である。深さ約０．４mを測る。

SK１６（第８図 １‐①南‐１‐②南）直径約４．０mを測る大型土坑で、SK１４と同一遺構の可能性がある。深

さ約１．４mを測り、上層には礫を含む。出土した陶磁器の中には１６世紀末の遺物を含む。遺構の年代

は１７世紀前半頃に比定できよう。

SK１７（第９図 １‐①中）調査区中央にて検出した長軸約１．５mを測る楕円形土坑で、深さ約０．８mを測

る。断面形は椀形を呈し、埋土は３層で、中間層には炭化物を多く含む。１７世紀末～１８世紀初頭の遺

物が出土している。

SK１９（１‐①中）SE０３（SK１８）の北側に重なって検出された土坑。１８世紀代の遺物が出土している。

SK２０（１‐①南）調査区北隅で検出した方形土坑だが、旧校舎の基礎により損壊され全容は不明。１８世

紀代の遺物とともに木製品が多く出土している。施工時に最下層部が検出され、円形の掘方とともに

円形の箍が確認されている。井戸であった可能性が高い。

SK２１（１‐②北）SK６２と同一遺構。詳細は SK６２を参照されたい。

SK２２（１‐①中）検出長軸約１．４m、深さ約１．１mを測る土坑。１７世紀末の遺物が出土している。

SK２３（１‐①中）調査区北寄りで検出した。検出長軸０．７m、深さ約０．２mを測る土坑。SK２５を切る。

SK２４（１‐①中）調査区北寄り東壁で検出した。埋土は単層で、炭化物を多く含んでいる。

SK２５（１‐①中）東側を SK２３に切られる。深さ約０．５mを測り、埋土は単層で、小石と炭化物を含む。

SK２６（１‐①中）調査区北寄り西側で検出した土坑。長軸約０．６mの楕円形を呈し、深さ約０．１mと浅い。

SK２７（１‐①北）SK３２・SK３５に切られており、平面形は定かではないが、検出長軸約２．９m、深さ約０．１

mを測る浅い落込状の遺構である。１７世紀代の遺物が出土している。

SK２８（１‐①北）SK３２を切る、長軸約１．１m、深さ約０．３mを測る土坑。１７世紀後半～１８世紀中頃の遺物

が出土している。

SK２９（第９図 １‐①中）調査区北隅で検出した長軸約２．８mを測る大型土坑で、深さは約１．０mまで掘

り下げたが底の検出には至っていない。第３層は地山に非常に近似した色質の埋土であり、途中で掘

削を中止したのだが、施工時に海抜１７．４mの地点で掘方が検出された。おそらくは断面円筒形を呈し、
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上層部分の大礫出土状況から、井戸であったものと考えられる。１８世紀末～１９世紀初頭の遺物が出土

しており、遺構の年代もそのあたりとして問題ないであろう。SK３０に切られる。

SK３０（第９図 １‐①中）SK２９を切る。１８世紀末から１９世紀代の遺物が出土している。

SK３１（第９図 １‐①北）調査区北寄りで検出した長軸約２．１mを測る平面長方形を呈す土坑で、断面形

は箱形である。埋土は４層で、礫と瓦片を多く含む。１７世紀後半～１８世紀前半の遺物が出土している。

SK３１‐b（１‐②中）旧校舎基礎に取り囲まれるように検出された遺構で、深さ約０．２mを測る。実際の

掘方はさらに大きいと考えられるが、周囲がすべて攪乱のため掘り下げることができなかった。

SK３２（１‐①北）長軸約１．６m、短軸約０．８m、平面長方形を呈する土坑で、深さは約０．２mを測る。未加

工の河原石が大量に廃棄されていた。屋根石等の片付け穴か。１７世紀～１８世紀前半代までの遺物が出

土している。

SK３３（第９図 １‐①北）調査区南東寄りで検出した長軸約２．２mを測る楕円形土坑。埋土は５層に分か

れ、炭化物を多く含んでいた。１７世紀後半代の遺物が出土している。

SK３４（１‐①北）SK３３の北に位置する土坑で、１８世紀末～１９世紀初頭の遺物が出土している。

SK３５（１‐①北）調査区西寄りで検出した土坑で、長軸約２．７m、深さ約０．８mを測る大型土坑。１７世紀

後半～１７世紀末頃の遺物が出土している。埋土は単層で、一度に埋められている。

SK３６（１‐①北）調査区北壁で検出したため、全容は不明である。１７世紀後半～１７世紀末の遺物が出土

している。

SK３７（１‐①中）調査区北寄りで検出。およそ２mの深さまで掘り進めたが底の検出には至っていない。

断面は円筒形を呈し、工事施工時に最下層が検出され、井戸であった可能性が高い。出土遺物から１９

世紀代の遺構である。

SK３９（１‐①中）調査区北寄り東壁で検出した。調査区外に延びる土坑で、全容は不明である。深さは

約０．９mを測り、１８世紀初頭の遺物が出土している。

SK４０（１‐①中）遺構図との同定ができなかったが、１７世紀代の遺物が出土している。

SK４１（１‐①北）調査区ほぼ中央に位置する長軸約１．７m、短軸約１．２mの平面楕円形を呈する土坑で、

深さ約１．０mを測る。約１７世紀後半～１８世紀前半にかけての陶磁器と瓦片が大量に廃棄されていた。

SK４２（１‐②北）調査区北隅で検出した。攪乱による損壊を受けており、全容は明らかではないが、北

接する SE０４の一部と考えられる。深さ約１．６mという規模からも井戸の掘肩である可能性が高い。

SK４３（１‐②北）調査区南隅で検出した。深さは約０．１mと浅いが、加工された大石と磁器片が出土し

ている。

SK４４（１‐②北）調査区中央で検出。東西は旧校舎基礎によって損壊している。深さは約０．７mを測り、

１７世紀末～１８世紀前半の遺物が出土している。

SK４６（２‐③）調査区西壁で検出。調査区外に延びており、全容は不明である。検出長軸約１．１m、埋土は礫

と炭化物を含む単層で、深さは約０．２mと浅い。１７世紀後半～１８世紀中頃の遺物が出土している。

SK４７（第９図 ２‐③）調査区北隅で検出。調査区外に延び、全容は不明である。断面形は皿形を呈し、

一部壁が抉れている。埋土は２層の単純堆積で、上層には１９世紀代の遺物が多く混入していた。SK４８

を切っている。

SK４８（２‐③）SK４７に切られる深さ約０．１mの浅い土坑。埋土は焼土と炭化物を多く含む単層である。

SK４９（２‐③）土坑としたが溝である可能性がある。検出長軸は約１．３m、短軸は約０．５m、深さは約０．２

mを測る。埋土は単層で、焼土と炭化物を多く含んでいる。SD０６に切られている。

SK５０（第９図 ２‐③）調査区中央で検出した長軸約１．２m、短軸約０．９m、深さ約０．３mを測る平面楕円
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形を呈する土坑である。埋土は３層で東側から埋まり、焼土と炭化物を多く含む。SD０６に切られてい

る。１７世紀前半代の遺物が出土している。

SK５１（２‐③）調査区東側で検出、東半は旧校舎基礎により損壊している。埋土は単層で、浅い。

SK５２（２‐③）長軸約２．３m、短軸約１．１mの範囲に広がる不整形土坑で、SD０６に切られている。埋土は

単層で小礫と炭化物を含み、深さは約０．３mを測る。

SK５３（２‐③）長軸約１．５mの不整形土坑で、P３を切り SD０６に切られる。埋土は複層で、炭化物を含む。

SK５４（第１０図 ２‐③）調査区中央やや南寄りで検出した不整形土坑で、深さは約０．１mとごく浅い。P

６を切る。埋土は単層で、焼土と炭化物を含んでいる。

SK５５（第１０図 ２‐③）調査区中央で検出した。長軸約１．１m、深さ約０．１mを測る。埋土は３層が確認で

き、焼土と炭化物を含んでいる。SK９１を切る。

SK５６（２‐③）調査区西壁にかかって検出された土坑で、大半が調査区外のため全容は不明である。埋

土は単層で、焼土と炭化物を含んでいる。検出できた深さは約０．２mと浅い。

SK５７（第１０図 ２‐③）調査区北西隅で検出した不整形土坑。単層で炭化物を含む。深さ約０．２mと浅い。

SK５８（２‐③）SK９１・SK９２と同一遺構と考えられる。１８世紀末～１９世紀初頭の遺物が出土している。

SK５９（第１０図 ２‐③）調査区西壁にかかって検出された土坑で、火鉢片が出土している。埋土は２層で、

炭化物と小石が混ざっている。SK５８に切られており、１９世紀初頭以降の遺構と考えられる。

SK６０（第１３図 ２‐②）調査区中央で検出した SX０７を切る土坑。検出長軸約２．４mの大型土坑だが、切

合等により全容は不明である。深さ約０．３mの単層、１８世紀前半代の遺物が出土している。

SK６１（第１０・１３図 ２‐②）調査区中央東寄りで検出した、長軸約２．１m、短軸約１．４mを測る平面長方形

を呈する土坑である。深さは約０．７mを測り、埋土は８層が複雑に入り組む。上層からは１７世紀代の

陶磁器類、下層からは木製品が多く出土した。

SK６２（第１０図 １‐②北‐２‐②）SK２１・SK６３と同一遺構。旧校舎基礎により東西方向に分断されている

が、復元長軸約３．７m、短軸は検出長で約２．６mを測る。深さは約０．９mで埋土は５層が確認でき、部

分的に焼土を含む。下層で大礫と自然木が検出されており、井戸の可能性がある。１８世紀後半の遺物

が出土している。

SK６３（１‐②北‐２‐②）SK６２と同一遺構。３層確認した土色は第１表に記してあるので参照されたい。

SK６４（２‐②）調査区東寄りで確認した深さ約０．１mの浅い土坑。東半は旧校舎基礎にて損壊している。

SK６５（２‐②）SK６４の南で検出した長軸１．９mを測る平面楕円形の土坑である。１７世紀末～１８世紀初頭

までの遺物を含む。深さは約０．２mと浅く、埋土は単層である。

SK６６（第１３図 ２‐②）SX０７を切る、長軸約２．１mを測る土坑である。上面からは１８世紀中頃～後半にか

けての遺物とともに、礫が多く検出されている。

SK６７（第１３図 ２‐③）調査区南端に位置する長軸約１．５m、深さ約０．５mを測る平面楕円形の土坑である。

上面には礫が多い。１８世紀中頃～後半代の遺物が出土している。

SK６８（第１３図 ２‐②）土坑としたが、SD０６と同一の遺構である可能性がある。検出延長は約４．８mを測

るが、深さは約０．１mとごく浅い。上面には礫が多く、１８世紀末～１９世紀後半にかけての遺物が出土

している。

SK６９（第１０・１３図 ２‐②）SX０７に切られる土坑で、平面は長軸約１．４mの楕円形を呈する。深さは約１．１

mを測り、断面は円筒形で単層である。上面には礫が多く存在した。

SK７０（第１１図 ２‐①北‐２‐①）両調査区に跨って検出された東西約１．３m、南北約１．２mの範囲にある不

整形土坑。埋土は炭化物を含む４層が確認され、１７世紀後半～１８世紀中頃の遺物が出土している。
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SK７１（２‐①北）北側が旧校舎基礎に損壊されているため、全容は不明である。検出長軸は約３．９m、深

さ約０．５mを測る。SK７２・SK７３に切られる。

SK７２（２‐①北）旧校舎基礎のため全容は不明である。SK７１を切る。攪乱の可能性がある。

SK７３（２‐①北）旧校舎基礎により全容は不明である。SK７１を切る。１８世紀中頃の遺物が出土している。

SK７４（２‐①北－２‐①）旧校舎基礎により上面は損壊している。検出長軸約２．５mを測る大型土坑で、

深さは約０．４mを測る。SK７６に切られている。

SK７５（第１１図 ２‐①）調査区北東隅で検出された長軸約１．２m、短軸約０．９mを平面楕円形の土坑で、深

さは約０．２mと浅い。断面形は皿形を呈し、埋土は焼土と炭化物を含む２層が確認できる。

SK７６（２‐①）SK７５の北東に位置する、長軸約１．０mを測る土坑。深さは約０．４mを測る。SK７４を切っ

ている。１７世紀末～１８世紀初頭の遺物が出土している。

SK７７（第１１図 ２‐①）長軸約１．３m、短軸約１．０mを測る不整形土坑。断面形は逆台形の掘方で、炭化物

を含む５層の埋土の単純堆積が確認できる。SK８６を切る。１８世紀前半～中頃の遺物が出土している。

SK７８（第１１図 ２‐①）検出長軸約１．２mを測る土坑で、深さ約０．４mの椀形の掘方をもつ。埋土は黄灰

色粘砂質土の単層である。SK８７に切られる。１７世紀後半の遺物が出土している。

SK７９（２‐①）SK７５の東に位置する、長軸約０．８mの平面楕円形を呈する土坑である。埋土は焼土と炭

化物が混入し、小石を多く含む単層で、浅い。

SK８０（２‐①）調査区中央東寄りで検出した長軸約１．１mの平面楕円形を呈する土坑。深さは約０．４mを

測る。１８世紀後半以降の遺物が出土した。

SK８１（２‐①）SK７０の南に位置する落込状の遺構で、深さ約０．１mと浅く、１８世紀後半～１９世紀初頭の

遺物が出土している。埋土には炭化物と礫が少量混入している。

SK８２（２‐①）調査区南寄りで検出された長軸約０．８m、深さ約０．２mを測る土坑で、埋土は２層である。

SK８３（２‐①）SK８２の北に位置する溝状の土坑。深さ約０．２m、小石と炭化物を含む単層の遺構である。

SK８４（２‐①）調査区の南隅で検出。南半は旧校舎の基礎で損壊する。埋土は炭化物が混じる単層。

SK８５（第１１図 ２‐①）調査区の南寄りで検出された直径約３．５mの大型土坑で、SD０７に切られている。

深さは約１．７mを測り、埋土は１０層が確認できる。１７世紀前半代の遺物が出土している。

SK８６（第１１図 ２‐①）調査区の北隅で検出した、長軸約１．２mを測る平面楕円形の土坑で、SK７７に切ら

れている。深さ約０．４mを測り、埋土は炭化物を含む３層で、柱穴の様相を呈している。

SK８７（第１１図 ２‐①）調査区の西寄りで検出。SK７８を切る。１７世紀後半代の遺物が出土している。

SK８８（２‐①）調査区の南西隅で検出。南西側は調査区外へ延び、全容は不明である。検出長軸約２．２m、

深さは約１．２mを測る。埋土中には炭化物が塊で混入していた。

SK８９（２‐①）直径約０．８mを測る平面円形の土坑である。深さは約０．３m、埋土には粗砂と小石を含む。

SK９０（第１１図 １‐②北‐２‐②）調査区の北東隅で検出した土坑で、SD０４を切る。深さ０．４mまで掘削し

たが、施工時に海抜１７．４m地点より円形の掘方が確認されたこと、埋土には大礫が多く含まれていた

ことから、井戸であった可能性が高い。第１表に記した土色は最下層で確認できたものである。

SK９１・SK９２（２‐③）SK５８と同一遺構と考えられる。

SK９３（２‐①）調査区中央西寄りで検出した土坑で、SD０７に切られている。深さ約０．６mまで掘削した

が、調査後、施工時に海抜１７．４mの地点で正円径の掘方が確認されたことから、井戸であった可能性

が高い。施工時に確認した最下層には植物遺体が多く混入していた。

SK９４（２‐①）調査区北寄り、西壁際で検出したため全容は不明である。検出長軸約３．５m、深さは約０．２

mを測る。上層で石を多数検出した。１７世紀後半の遺物が出土している。
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SK９５（２‐①）調査区の南東隅で施工時に確認した遺構で、正円径の掘方が確認されたことから井戸で

あった可能性が高い。最下層では同心円状に２層の埋土が確認でき、レンズ状堆積と考えられる。

SK９６（１‐①中）調査区の中央東側にて検出。検出面から約０．３mまで掘り下げている。施工時に海抜

１７．４mまで掘削したところ、掘方が検出された。井戸であった可能性が高い。最下層では植物遺体と

炭化物を多く含む軟質の埋土が確認されている。

第３節 井戸（SE）
井戸は計４基検出した。うち２基は調査時には土坑として考えていたが、その後の検討によって井

戸と判断したものである。このほかにも掘方、深さから井戸と考えられる遺構は多い。それらについ

ては第１表の備考欄に示してある。

SE０１（第１２図 １‐③）調査区の中央にて検出。長軸約２．０m、深さ約０．９mを測る。調査時において枠と

掘肩が明瞭であったため、土層から井戸と判断した。埋土に大石が混入しており、石組であった可能

性もある。

SE０２（第１２図 １‐①中）直径約１．８mを測る石積の井戸で、SE０３に切られ北半の石積は損壊している。

深さ約１．６mまで掘削したが、底面の検出はならなかった。しかし、施工時に海抜１７．４m地点で最下

層が確認され、レンズ状堆積の埋土が確認されている。１８世紀後半代の遺物が出土している。

SE０３（第１２図 １‐①中）SE０２を切る。当初は土坑（SK１８）と考えていたが、出土した木製品が井戸枠で

あることが判明し、井戸として報告する。直径約２．０mの円形掘方で、深さは約０．５mまで掘削した。

井戸枠は舟の底板の転用である。１８世紀前半代の遺物が出土している。

SE０４（第１２図 １‐②北）施工時に井戸枠と考えられる縦板組が検出されている。SK４２が井戸の掘方で

ある可能性が高い。

第４節 小穴（P）
検出法量が小さいものを土坑と区別し小穴とした。柱となるものもあろうが、明確なものは確認で

きていないため、すべて小穴として報告する。

P１（第９図 １‐①中）SK３７を切る形で検出された直径約０．５mの小穴。深さは約０．１mと浅い。

P２（第９図 １‐②）遺構図との同定はできなかったが、出土遺物は１７世紀中頃のものである。

P３（２‐③）SK５３に切られる長軸約０．６mの楕円形小穴。埋土は焼土と炭化物を含む灰黄褐色粘砂質土。

P４（２‐③）SD０６に切られる。直径約０．５m、深さ約０．３mを測るピットである。

P５（第１０図 ２‐③）SK５４の南に位置する直径約０．７mの平面円形を呈する小穴。深さは約０．５mを測る。

P６（第１０図 ２‐③）SK５４に切られる。直径約０．４mの平面円形を呈する小穴で、埋土は灰黄褐色粘砂

質土に地山のブロックが混入する。深さは約０．２mを測る。

P７（第１０図 ２‐③）SK５４の中にある直径約０．５mの平面楕円形を呈する小穴で、深さは約０．２mを測る。

P８（２‐②）SK６１に東接する長軸約０．５m、深さ約０．３mの小穴である。

P９（２‐①）調査区南東隅で検出した長軸約０．５mの平面楕円形を呈する小穴で、深さは約０．３mである。

P１０（２‐①）SK８５の南東に位置する長軸約０．４mの平面楕円形を呈する小穴で、深さは約０．１mと浅い。

P１１（２‐①）SK５４の南で検出された長軸約０．７mの平面円形の小穴である。深さは約０．１mを測る。
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第５節 溝（SD）
溝状の遺構を一括して報告する。うち SD０７は礫が帯状に連なる遺構であり、溝ではなく土塀の基

礎等構造物である可能性が高い。主軸、法量等は第４表を参照していただきたい。

SD０１（１‐③）調査区の南西隅にて検出した溝で、南壁から西壁に弧を描く。検出延長約４．５m、幅は約

１．３m、深さ約０．３mを測る。古墳時代前期の土師器片が多く出土し、須恵器も１点含まれている。土

層の観察から、廃絶時には北側から埋まっていることが確認できた。平地式建物の周溝であろうか。

SD０２（１‐③）調査区を東西に直線的に流れる溝である、遺物は出土しておらず、詳細は不明である。

SD０３（１‐③）調査区北側を東西に直線的に流れる溝で、SK１１・SK１２に切られる。深さは約０．１mと浅

い。１７世紀末頃の遺物が出土している。

SD０４（第１１図 １‐①中‐２‐③）軸を北東－南西方向に持つ石組の溝で、扁平な石で蓋を設える。検出延

長は約１２．１m、深さは約０．５mを測る。SK９０に切られている。１９世紀代の遺物が確認されているが、

遺構の時期は切合い等からさらに遡るものと考える。近世屋敷境の区画排水溝と考えられる。

SD０５（１‐①中）調査区中央を東西に直線的に流れる溝で、幅約０．５m、深さは約０．１mと浅い。１７世紀

後半～１８世紀前半代の遺物が出土している。

SD０６（第１１図 ２‐③）調査区を南北に流れる溝で、SK４９・SK５２・SK５３を切る。検出延長は約４．１m、

幅約０．９m、深さは約０．３mで炭化物を含む３層の埋土が確認できる。１８世紀後半～１９世紀初頭の遺物

が出土している。

SD０７（第１１図 ２‐①）東西方向約６．１mにわたり検出したが、１‐①中区でも当初検出されていた。こ

ぶし大の礫が多く検出され、溝ではなく SD０４と同様空間を区画する施設、土塀の基礎と考えられる。

SK８５・SK９３を切っている。

第６節 その他の遺構（SX）
調査時において、落込状のもの及びその性格が判然としないものについては、その他の遺構として

一括して処理している。以下、遺構番号順に報告する。

SX０１（第１２図 １‐①南）１８世紀後半代の陶磁器・礫が多数出土したが、遺構プランは不明。包含層ある

いは攪乱の可能性がある。

SX０２（第１２図 １‐①南）焼土と煉瓦が多数出土した。１７世紀後半代の遺物も含むが、近代以降の攪乱で

ある可能性が高い。

SX０３（１‐①北）SK３３・SK３４の上層部分である。

SX０４（第１３図 １‐①北）不整形の土坑状遺構で、埋土は２層が確認でき、いずれも礫・炭化物を含む。

SX０５（１‐①北）SK３５の上層部分である。

SX０６（第１３図 １‐①南）SX０３に後発する遺構で、長軸約１．３mを測る。土層は炭化物を多く含むが、２

土坑の集合体の様相を呈する。出土遺物は１９世紀代のものである。

SX０７（第１３図 ２‐②‐２‐①北）調査区西半を覆うようにある不明遺構で、SK６０・SK６１・SK６６・SK６７

・SK６８に先行する。南北約４．８m、東西約１．２mの範囲に広がっており、深さは約０．５mを測る。上面

で礫が多く検出され、埋土中からは１８世紀後半の陶磁器類とともに瓦片が多く出土しているが、SK６７

・SK６８からの混入品であろう。切り合いからはさらに年代が遡るものと考えられる。



－１５－

第８図 SK０１・SK０６・SK０８・SK１１・SK１４・SK１６〔S＝１／６０〕
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第９図 SK１７・SK２９・SK３０・SK３１・SK３３・SK３４・SK３７・SK４７・SK５０・SK５４・P１・P５～P７〔S＝１／６０〕
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第１０図 SK５５・SK５７・SK５９・SK６１・SK６２・SK６９・SK７０・SK７７・SK８６〔S＝１／６０〕
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第１１図 SK７５・SK７８・SK８５・SK８７・SK９０・SD０４・SD０５・SD０７・SE０１・SE０２〔S＝１／６０〕
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第１２図 SE０３・SE０４・SK４２・SD０４・SD０６・SD０７・SX０１・SX０２・SK０３・SK１５〔S＝１／６０・１／８０〕
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第１３図 SX０４・SX０６・SX０７・SK６０・SK６１・SK６６～SK６９〔S＝１／６０〕
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第１表 SK観察表

遺構名 調査区 平面形 断面形 方位軸 長辺
（m）

短辺
（m）

深さ
（m） 土色等 時代・特記 図版

SK０１ １－③ 方形 逆台形 N２５゚ W ２．７ （１．３） １．７ 断面図参照
１段下に大きな石列
井戸か
１７c末～１８c後

８
５７

SK０２ １－③ 楕円形 － N２５゚ W（１．４）（１．３） ０．２ － 浅いSK０１と同一か
遺物なし ５７

SK０３ １－①南 不整形 袋状 － （１．８） １．７ （０．１）煉瓦小片多く混入 攪乱か 焼塩壺 １２
５７

SK０４ １－①南 － － N８８゚ W １．４ （０．２） １．０ － １７c末～１８c初 ５７

SK０５ １－①南 － － N５６゚ W １．０ （０．４） ０．１ － ５７

SK０６ １－①中 方形 箱形 － ２．６ （２．２） １．３ 断面図参照 １８c末～１９c初
下層に木製品多い

８
５７

SK０７ １－①南 楕円形 － N３８゚ W（１．６） １．５ ０．３ １０YR４／２灰黄褐色粘〔地山・小石混、炭多〕 土師器小片 ５７

SK０８ １－①中 不整形 － N７７゚ E（１．２）（１．１） １．１ － １７c末～１８c
陶磁器多い

８
５７

SK０９ １－①中 楕円形 － N８゚ E ２．４ （２．１）（１．７）
１’．７．５Y４／１灰色砂
〔地山・小礫混、植物遺体〕
２’．７．５Y６／１灰色粘〔地山〕

調査後検出（土色’）
井戸か １８c中頃
上方に礫多い

５７

SK１０ １－①中 円形 － N６４゚ W １．１ １．１ ０．４ －
１８c前
SK０９を切る
下方に炭層

５７

SK１１ １－③ 楕円形 袋状 N５６゚ W １．４ １．１ ０．７ 断面図参照 １９c
SD０３を切る

８
５７

SK１２ １－③ 楕円形 － N５５゚ W ０．９ ０．５ ０．４ １０Y７／２灰白色粘砂
１９c
SD０３を切る
攪乱か

５７

SK１３ １－③ 楕円形 － N５５゚ W ０．８ ０．７ ０．１ １０YR４／１褐灰色粘〔地山多混、炭〕 遺物なし ５７

SK１４ １－③ － 皿形 － １．４ （０．４） ０．３ 断面図参照 SK１６と同一可能性 ８

SK１５ １－①南 － － － １．０ （０．９） ０．４ １０YR４／４褐色砂 遺物なし １２
５７

SK１６
１－① 南
－

１－②南
楕円形 箱形 N９０゚ W ４．０ （３．４） １．４ 断面図参照 礫あり 陶磁器少量

１７c前
８
５７

SK１７ １－①中 楕円形 椀形 N７６゚ W １．５ １．１ ０．８ 断面図参照 １８初 ９
５７

SK１９ １－①中 － － － （１．５） １．２ ０．６ － １８c前半 ５５

SK２０ １－②南 長方形 － N３４゚ W １．０ ０．９ （０．３）１’．１０YR３／１黒褐色粘〔軟質木・蜆〕

木製品多最下層円形
調査後検出（土色’）
竹箍 井戸か １８c中

５７

SK２１ ２－② － 椀形 － ３．７ （２．６） ０．９ SK６２断面図参照
SK６２・SK６３と同一
１８c初
SK６２に集約（欠番）

５４
５５

SK２２ １－①中 － － － １．４ （０．７） １．１ － １７c末 ５７

SK２３ １－①中 － － － （０．７） ０．７ ０．２ １０YR４／３にぶい黄褐色砂〔炭多・土器片〕 SK２５を切る ５５

SK２４ １－①中 － － － （０．８） ０．５ ０．３ １０YR４／２灰黄褐色砂〔炭多〕 ５５

SK２５ １－①中 不整形 － N７７゚ E ０．９ ０．８ ０．５ １０YR４／３にぶい黄褐色粘〔小石混、炭・土器片〕 SK２３に切られる ５５

SK２６ １－①中 楕円形 － N４゚ E ０．６ ０．５ ０．１ － ５５

SK２７ １－①北 不整形 － － （２．９）（２．６） ０．１ － SK３２・SK３５に切られる
１７c中葉 ５４

SK２８ １－①北 楕円形 － N２３゚ E １．１ ０．５ ０．３ － １８c中頃 ５４

SK２９ １－①中 不整形 皿形
（円筒型） N１１゚ E ２．８ ２．４ （１．０）

断面図参照
１’．５Y４／１灰色粘砂
〔地山・小礫多混〕
２’．緑灰色粘〔地山〕

SK３０に切られる
調査後最下検出
（土色’）
井戸か １８c末

９
５４

SK３０ １－①中 楕円形 － N９０゚ E １．２ １．０ ０．１ ２．５Y４／１黄灰色粘〔小石多混、炭〕
SK２９を切る
１８c末～１９c

９
５４

SK３１ １－①北 長方形 椀形 N６２゚ E ２．１ １．６ ０．９ 断面図参照 １８c前半
礫・瓦片多い

９
５４

SK３１
－b １－②中 － － － （１．４）（０．８） ０．２ － ５７

SK３２ １－①北 長方形 － N６３゚ E １．６ ０．８ ０．２ － 石大量に廃棄
１７c ５４

SK３３ １－①北 楕円形 皿形 N４２゚ W ２．２ １．１ ０．７ 断面図参照 １７c後半 ９
５４

SK３４ １－①北 不整形 椀形 N２０゚ W １．６ １．４ ０．４ １０YR４／２灰黄褐色粘〔礫混・炭〕 １８c末～１９c初 ９
５４

SK３５ １－①北 不整形 － N６６゚ W ２．７ １．５ ０．８ １０YR４／２灰黄褐色粘砂〔地山・小石混、炭〕 １７c後半～末 ５４

SK３６ １－①北 － － － １．３ （１．２） ０．３ １０YR１．７／１黒色粘砂〔大礫混、炭〕 １７c末 ５４

遺構名 調査区 平面形 断面形 方位軸 長辺
（m）

短辺
（m）

深さ
（m） 土色等 時代・特記 図版

SK３７ １－①中 － 円筒形 － ２．１ （１．７）（２．０）

断面図参照
１’．７．５Y４／１灰色粘
〔地山多混〕
２’．緑灰色粘〔地山〕

調査後検出（土色’）
井戸か
１９c

９
５４

SK３９ １－①中 － － － ２．１ （０．９） ０．９ － １８c初 ５５

SK４０ － － － － － － － － １７c後半 －

SK４１ １－①北 楕円形 － N７゚ W １．７ １．２ １．０ －
１８c前半
近世陶磁器大量
瓦片多い

５４

SK４２ １－②北 － － － （１．４）（１．０） １．６ － SE０４の一部か １２
５４

SK４３ １－②北 － － － （４．１）（１．０） ０．１ － 加工大石・磁器片 ５４

SK４４ １－②北 － － － （１．８）（０．９） ０．７ － １７c後半～１８c前半 ５４

SK４６ ２－③ － － － １．１ （０．４） ０．２ １０YR４／２灰黄褐色粘〔地山・礫混、炭〕 １８世紀中頃 ５４

SK４７ ２－③ － 皿形 － ２．１ （２．０） ０．２ 断面図参照
SK４８を切る
壁が少し抉れる
１９c

９
５４

SK４８ ２－③ － － － （０．７） ０．４ ０．１ １０YR３／２黒褐色粘砂〔焼土混、炭〕
SK４７に切られる
焼土 ５４

SK４９ ２－③ － － － （１．３） ０．５ ０．２ １０YR３／２黒褐色粘砂〔焼土混、炭〕
SD０６に切られる
SDか ５４

SK５０ ２－③ 楕円形 椀形 N８４゚ W １．２ ０．９ ０．３ 断面図参照 SD０６に切られる
１７c前半

９
５４

SK５１ ２－③ － － － （１．０） ０．９ ０．２ １０YR３／２黒褐色粘砂〔小礫混、炭〕 浅い ５４

SK５２ ２－③ 不整形 － N７０゚ E ２．３ １．１ ０．３ １０YR４／２灰黄褐色粘砂〔地山混〕 SD０６に切られる ５４

SK５３ ２－③ 不整形 － N７０゚ W １．５ ０．４ ０．２
１．１０YR１．７／１黒色粘砂〔炭〕
２．１０YR４／２灰黄褐色粘砂
〔炭〕

複層
SD０６に切られる
P３を切る

５４

SK５４ ２－③ 不整形 不整形 N８９゚ W １．８ １．０ ０．１ 断面図参照 P６を切る ９
５４

SK５５ ２－③ 不整形 不整形 N７５゚ W １．１ ０．６ ０．１ 断面図参照 SK９１を切る １０
５４

SK５６ ２－③ － － － １．２ （０．４） ０．２ １０YR３／２黒褐色粘砂〔地山・焼土混、炭〕 ５４

SK５７ ２－③ － 不整形 － １．８ １．４ ０．２ 断面図参照 １０
５４

SK５８ ２－③ － － － １．２ （１．１） ０．２
１．２．５Y４／３オリーブ褐色砂
２．１０YR４／２灰黄褐色砂
〔地山混、炭〕

SK９１・SK９２と同一
SK５９を切る
１８c末～１９c初

５４

SK５９ ２－③ － 箱形 － （１．７）（０．５） ０．１ 断面図参照
１９c初
SK５８に切られる
火鉢

１０
５４

SK６０ ２－② － － － （２．４）（１．３） ０．３ １０YR４／１褐灰色粘砂質土〔礫・小石混、炭〕
SX０７を切る
１８c前半

１３
５４

SK６１ ２－② 長方形 箱形 N６３゚ W ２．１ １．４ ０．７ 断面図参照
上層から陶磁器
下層から木製品出土
１７c後半

１０
１３
５４

SK６２ ２－② － 椀形 － ３．７ （２．６） ０．９ 断面図参照 SK２１・SK６３と同一
１８c後半

１０
５４
５５

SK６３ ２－② － 椀形 － ３．７ （２．６） ０．９

１．１０YR４／３にぶい黄褐色
粘砂〔地山混、炭〕
２．１０YR３／２黒褐色粘砂
〔地山・小石混、炭〕
３．１０YR４／２灰黄褐色粘砂
〔地山・小石混、炭〕

SK２１・SK６２と同一
１８c後半

５４
５５

SK６４ ２－② － － － ２．２ （１．２） ０．１ １０YR４／２灰黄褐色粘砂 浅い ５４

SK６５ ２－② 楕円形 － N６２゚ W １．９ ０．８ ０．２ １０YR４／２灰黄褐色粘砂〔地山混、炭〕 １７c末～１８c初 ５４

SK６６ ２－② － － － ２．１ （１．２） ０．４ － SX０７を切る
上面礫多い

１３
５４

SK６７ ２－② 楕円形 － N５１゚ E １．５ １．４ ０．５ － １８c中頃～後半
上面礫多い

１３
５６

SK６８ ２－② － － － ４．８ １．１ ０．１ － １８c末～１９c初
上面礫多い SDか

１３
５６

SK６９ ２－② 長方形 円筒形 N８６゚ E １．４ １．２ １．１ 断面図参照 上面礫多い
SX０７に切られる

１０
１３
５６

SK７０ ２－①北
－２－① 不整形 不整形 N７９゚ W １．３ １．２ ０．５ 断面図参照 １７c後半～１８c前半 １０

５６

SK７１ ２－①北 － － － ３．９ （０．７） ０．５ － SK７３に切られる ５６

SK７２ ２－①北 － － － （１．６） ０．９ ０．４ － SK７１を切る
攪乱か ５６



－２２－

遺構名 調査区 平面形 断面形 方位軸 長辺
（m）

短辺
（m）

深さ
（m） 土色等 時代・特記 図版

SK７３ ２－①北 － － － （１．６）（０．９） ０．６ － SK７１を切る
１８c中頃 ５７

SK７４ ２－①北
－２－① － － N１８゚ E ２．５ （０．９） ０．４ － SK７６に切られる ５６

５７

SK７５ ２－① 楕円形 皿形 N６３゚ E １．２ ０．９ ０．２ 断面図参照 １１
５７

SK７６ ２－① 楕円形 － N４０゚ W １．０ ０．５ ０．４ － １７c末～１８c初頭
SK７４を切る ５７

SK７７ ２－① 不整形 逆台形 N８８゚ W １．３ １．０ １．２ 断面図参照 １８c中頃
SK８６を切る

１０
５６

SK７８ ２－① － 椀形 － （１．２） １．０ ０．４ 断面図参照 １７c後半
SK８７に切られる

１１
５６

SK７９ ２－① 楕円形 － N８０゚ E ０．８ （０．４） － １０YR４／３にぶい黄褐色粘
〔地山・焼土・小石多混、炭〕

石多い
浅い ５７

SK８０ ２－① 不整形 － N４８゚ E １．１ ０．６ ０．４ － １８c後半以降 ５７

SK８１ ２－① － － － （１．６） １．３ ０．１ １０YR４／３にぶい黄褐色粘〔地山・礫少混、炭〕 ５６

SK８２ ２－① － 椀形 N８４゚ E ０．８ ０．６ ０．２

１．１０YR５／６黄褐色粗砂
〔礫混〕
２．１０YR３／２黒褐色粘砂
〔小石混、炭〕

複層 ５７

SK８３ ２－① － － － （０．３）（０．３） ０．２ １０YR３／２黒褐色粘砂〔小石混、炭〕 遺物少量 ５７

SK８４ ２－① － － － ０．６ （０．４） ０．２ １０YR３／２黒褐色粘砂〔地山混、炭〕 ５７

SK８５ ２－① 不整形 － N１４゚ W ３．６ ３．５ １．７ 断面図参照 SK０７に切られる
１７c前半

１１
５７

SK８６ ２－① 楕円形 円筒形 N２９゚ E １．２ ０．９ ０．４ 断面図参照 SK７７に切られる １０
５６

SK８７ ２－① 不整形 箱形 N３３゚ W １．８ １．７ ０．３ 断面図参照 １７c後半
SK７８を切る

１１
５６

SK８８ ２－① 不整形 － N２０゚ W ２．２ （０．５） １．２ １０YR３／１黒褐色粘砂〔地山混、炭塊〕 ５６

SK８９ ２－① 円形 － N１３゚ E ０．８ ０．８ ０．３ １０YR３／３暗褐色粘砂〔粗砂・小石多混〕 ５６

SK９０ １－②北
－２－② － 箱形 － １．９ （１．６）（０．４）

断面図参照
１’．７．５Y４／１灰色粘砂
〔地山２種混〕
２’．１０YR５／６黄褐色粗砂
〔地山１〕
３’．５GY５／１オリーブ灰色粘
〔地山２〕

調査後最下層検出
（土色’） 井戸か
SD０４を切るか

１１
５４

SK９１ ２－③ － － － （１．４） １．２ ０．３ － SK５８と同一 ５４

SK９２ ２－③ 楕円形 － N７１゚ W １．４ ０．８ ０．５ － SK５８と同一 ５４

SK９３ ２－① － － － （１．２）（０．５）（０．６）
１．２．５Y６／３にぶい黄色粘砂
１’．１０YR４／３にぶい黄褐色粘
〔植物遺体多〕

調査後検出時（土色１’）
平面形正円 井戸か
SD０７に切られる

５６

SK９４ ２－① － － － ３．５ （１．１） ０．２ １０YR４／２灰黄褐色粘砂〔上方に礫混〕
上方石多数検出
１７c後半 ５６

SK９５ ２－① － － － （１．３） ０．７ （０．８）

１’．７．５Y４／１灰色粘
〔中央大礫混やや軟質〕
２’．２．５Y４／２暗灰黄色砂
〔周囲砂利・小石多混〕

調査後検出（土色’）
レンズ状堆積
井戸か

５７

SK９６ １－①中 － － － （２．８）（２．１）（０．３）１’．N２／黒色粘〔地山混、植物遺体・炭〕

調査後検出（土色’）
レンズ状堆積
井戸か

５５

第２表 SE観察表

遺構名 調査区 平面形 断面形 方位軸 長辺
（m）

短辺
（m）

深さ
（m） 土色等 時代・特記 図版

SE０１ １－③ 楕円形 箱形 N７８゚ E ２．０ １．７ ０．９ －
北西壁中央深さに抉
り湧水なし
（埋土＋大石）あり

１１
５７

SE０２ １－①中 楕円形 円筒形 N８３゚ W １．８ １．５ （１．６）

１’．１０YR４／３にぶい黄褐色粘
〔中央大礫多混〕
２’．１０YR４／６褐色砂利・小礫
〔周囲〕

石積 １８c後半
調査後検出（土色’）
レンズ状堆積
SE０３に切られる

１１
５７

SE０３ １－①中 不整形 － N２３゚ W ２．０ １．７ （０．５） －
SK１８ １８c後半
舟底板転用枠
SE０２を切る

１２
５５

SE０４ １－②北 方形 － N１０゚ W ０．９ ０．９ － － SK４５
調査後井戸枠検出

１２
５４

第３表 Ｐ観察表

遺構名 調査区 平面形 断面形 方位軸 長辺
（m）

短辺
（m）

深さ
（m） 土色等 時代・特記 図版

P１ １－①中 円形 － N８９゚ E ０．５ ０．４ ０．１ － SK３７を切る ９
５５

P２ １－② － － － － － － － １７c中頃 －

P３ ２－③ 楕円形 － N３２゚ W ０．６ ０．５ ０．１ １０YR４／２灰黄褐色粘砂〔焼土混、炭〕 SK５３に切られる ５４

P４ ２－③ 楕円形 － N３２゚ E ０．５ ０．４ ０．３ － SD０６に切られる ５４

P５ ２－③ 円形 － N１１E ０．７ ０．７ ０．５ － ９
５４

P６ ２－③ 円形 椀形 N３８゚ E ０．４ ０．４ ０．２ 断面図参照 SK５４に切られる ９
５４

P７ ２－③ 楕円形 － N８０゚ E ０．５ ０．４ ０．２ － SK５４に切られる ９
５４

P８ ２－② － － N９０゚ E（０．５） ０．４ ０．１ － ５４

P９ ２－① 楕円形 － N６０゚ E ０．５ ０．３ ０．３ － ５７

P１０ ２－① 楕円形 － N３７゚ E ０．４ ０．４ ０．１ － ５７

P１１ ２－① 楕円形 － N４２゚ E ０．７ ０．４ ０．１ － ５７

第４表 SD観察表

遺構名 調査区 平面形 断面形 方位軸 延長
（m）

幅
（m）

深さ
（m） 土色等 時代・特記 図版

SD０１ １－③ 環状 － N７８゚ W（４．５） １．３ ０．３ ２．５Y４／１黄灰色粘

土師器片多数・
須恵器片１
北から埋まる
上層に近世片少数
周溝か 古墳前期

５７

SD０２ １－③ 直線 － N６４゚ E（３．６） ０．５ ０．２ １０YR４／１褐灰色粘〔地山多混、炭〕 遺物なし ５７

SD０３ １－③ 直線 － N６１゚ E（３．２） ０．４ ０．１ －
SK１１・SK１２に
切られる
１７c末

５７

SD０４ １－①中
－２－③ 直線 皿形 N５６゚ E （１２．１） １．８ ０．５ 断面図参照

石組溝蓋あり
SK９０に切られる
陶磁器多い １７c後半か

１１
１２
５４

SD０５ １－①中 直線 － N６４゚ E（１．５） ０．５ ０．１ － １７c後半～１８c前半 １１
５７

SD０６ ２－③ 直線 箱形 N１１゚ W（４．１） ０．９ ０．３ 断面図参照 SK５３を切る
１８c後半～１９c初

１２
５４

SD０７ ２－① 直線 皿形 N５８゚ E（６．１） ０．５ ０．１ 断面図参照
石多数検出
土塀基礎か
SK８５・SK９３を切る

１１・１２
５６・５７

第５表 SX観察表

遺構名 調査区 平面形 断面形 方位軸 長辺
（m）

短辺
（m）

深さ
（m） 土色等 時代・特記 図版

SX０１ １－①南 － － － （５．５）（３．１） ０．１ － 陶磁器・礫多数
攪乱か

１２
５７

SX０２ １－①南 不整形 － － （２．３）（２．０） ０．４ － 焼土・煉瓦 １２
５７

SX０３ １－①北 － － － － － － － SK３３・SK３４の上層
１９c

９
５４

SX０４ １－①北 － 不整形 N３９゚ E（２．４）（１．６） ０．７ 断面図参照 陶磁器多い
１８c末～１９c初

１３
５４

SX０５ １－①北 不整形 － N２４゚ W（１．６）（０．８） ０．２ － SK３５上層
１７末 ５４

SX０６ １－①北 － 不整形 － １．３ （０．９） ０．６ 断面図参照
SK３３・SK３４を切る
２土坑の集合体か
１９c

１３
５４

SX０７ ２－②－
２－①北 － 皿形 － （４．８）（１．２） ０．５ 断面図参照

SK６０・SK６１に切られる
瓦片多い
上方に礫多い １７c後半

１３
５４
５６

※（）書きの数値は検出残存値を示す。

※方位軸欄の「N」は北を、「S」は南を、「E」は東を、「W」は西を表し、
「N５０゚ E」は北から東へ５０゚ 振れていることを示す。

※土色等欄の「粘」は粘質土を、「砂」は砂質土を、「炭」は炭化物を示す。
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第４章 出土遺物

第１節 概要
本書で報告する出土遺物の大半は江戸時代に属するものであり、土坑、溝等から大量に出土してい

る。第２節から個別遺構ごとに報告するが、紙幅の都合により、その遺構の年代を示すものや特殊な

ものなどを主にとりあげる。基本的に器種別となっており、報告は番号順に行うのでご了承願いたい。

遺物が属する調査区、個々の遺物の法量や調整等は第６表～第１２表を参照願いたい。また、文中の分

類や年代観については、巻頭凡例に示した各論考を参照願いたい。

第２節 土坑（SK）出土遺物
SK０１（第１４図）１は磁器製ミニチュア碗、２は磁器小坏である。このほか、肥前産陶器の胎土目皿、砂

目皿、すり鉢など１７世紀代のものも出土しているが、青磁染付筒碗が出土していることから１７世紀末

～１８世紀後半が下限であろう。

SK０４（第１４・４２図）第１４図３は肥前産陶器鉢で白泥の刷毛目が施され、見込みは蛇目釉剥となっている。

１７世紀末～１８世紀初頭か。第４２図１～５は板状木製品、６は棒状木製品、７は栓。８も端部が斜めに

削ってあるため、栓状の形状を呈する。

SK０６（第１４・３５・４２図）第１４図４は肥前産磁器猪口で被熱のためか器の表面が白濁し染付の一部が退色

している。５は肥前産磁器小坏、６は同紅皿である。７～１０は肥前産磁器碗、１２は肥前産磁器蓋物で

ある。７は高台内に「大明年製」銘がある。１７世紀後半～１８世紀のものであろう。８の碗の内外には

赤を中心とした色絵が施されている。１２・１３は肥前産磁器皿で、１２の皿は高台内のみ染付の上に濃灰

色の釉がかけられている。高台内の銘は「寿福」とみられ、１７世紀後半代のものか。隣接する SK０８

から１２の破片が出土している。１４は肥前の波佐見産磁器鉢で高台内は蛇目釉剥され鉄釉が塗られてお

り、高台内が大きく歪んでいる。１５は京焼の陶器碗で高台内に「仁清」と刻印が残る。１６・１７は陶器

碗である。１６は京・信楽産の碗で、器形は下ぶくれで高台内に釘彫りが見られる。１７は肥前産の陶胎

染付碗である。１８は肥前産陶器皿で見込みが蛇目釉剥されていて白泥で刷毛目を描いている。１９～２９

は在地産土師器皿で、１９や２０など外面底部にムシロ目が残る１７世紀前半のものから、２１～２９などの内

面体部に凹線が巡る１８世紀中頃や１８世紀末～１９世紀初頭にかけての製品と思われるものまでが混在し

ている。第３５図１は赤瓦の丸瓦である。第４２図９～１２は板状木製品であるが、六角形の板の一部のよ

うに見える。１３～１７は板状木製品、１８・１９は棒状木製品、２０は刷毛である。２１は漆器椀で内面赤漆、

外面黒漆が塗布されている。２２は曲物の蓋または底であろうか、円板状の木製品である。２３～２５は差

歯下駄である。

SK０８（第１５図）１は肥前産磁器碗で外面にコンニャク印判が押されており、１７世紀末頃～１８世紀前半の

ものである。２は京焼陶器の皿であろうか。３～５は在地産土師器皿で体部内面に凹線が入る。１７世

紀末頃～１８世紀初頭のものか。そのほか、絵唐津向付と思われる破片や、肥前産陶器の白泥による刷

毛目鉢、在地産土器の火鉢などが出土している。

SK０９（第１５図）６は肥前産磁器紅皿である。高台内に墨書が見られる。７は肥前磁器碗で漆継がある。

高台内の銘は「年」のみ残存しており、染付に朱・緑・黒などの色絵が施してある。８は肥前産磁器

皿で手塩皿か。９は在地産軟質施釉陶器で、楽焼の抹茶碗か。全体に緑釉をかけ、外面体部にはヘラ

描きで文様があり、高台内は中心部が釘彫りしてある。口縁部が欠けたときの漆継痕が残る。１０は肥
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前産陶器甕である。１１～１４は在地産土師器皿である。体部から口縁部が外反し、体部内面に凹線が巡

り、底部は丸みを帯びている。１８世紀中葉のものであろう。１３の口縁部には灯明の芯を固定するため

の丸い凹みが有り、その周辺のみ灯芯油痕が付着している。底部には径３㎜の穿孔が１つある。

SK１０（第１５・４０・４２図）第１５図１５は肥前産磁器碗で、１６は肥前産磁器皿で見込にコンニャク印判の五弁

花があり、高台内には「大明年製」の銘がある。１８世紀前半のものか。１７は肥前産陶器向付。１８は器

種が不明であるが、水盤か建水または灰器であろうか。内面は無釉である。１９～２２は土師器皿で、１９・

２０は体部から口縁にかけて外反し、体部内面に凹線が巡る丸底のもので１８世紀中頃のものであろう。

２１・２２は�類でも小型で、１８世紀初頭～中頃のものか。２３は三足が付く在地産の火鉢である。第４０図
１は粘板岩製の砥石である。第４２図２６～３０は円盤状木製品である。３１は板状木製品、３２は箸、３３は棒

状木製品、３４は連歯下駄である。

SK１１（第１６図）１は瀬戸産磁器碗で、文様はコウモリ文様であろうか。２は九谷産陶器鉢で、灰釉地に

鉄釉で模様が描かれ、口縁は外反し先端は内側に折れる。３は京・信楽産陶器灯明皿で、灰釉が施さ

れている。いずれも１９世紀に入る時期であろう。

SK１２（第１６図）４は瀬戸産磁器皿である。口縁部には染付の口紅が施されている。１９世紀代のものであ

ろう。

SK１６（第１６・４３図）第１６図５は肥前産陶器火入で鉄絵の格子文が描かれている。１６世紀末のものである。

そのほか、在地産土師器皿で底部にムシロ目の残るものなども出土している。第４３図１は匙のような

形をした不明木製品、２は連歯下駄である。かなり使用したのか、すり減り方が激しい。

SK１７（第１６・４３図）第１６図６は中国産の青磁碗で、体部外面下方に沈線が巡り、高台畳付中程から高台

内面にかけて無釉である。室町時代のものであろう。７・８は在地産土師器皿で、７は体部から口縁

にかけて開き端部が内側へ折れる。１７世紀後半のものである。８は底部が小さく平坦で内面に凹線が

巡る。１８世紀初頭のものである。第４３図３は差歯下駄である。

SK１９（第１６図）１７は外面二重網目文、内面一重網目文で見込中央に花文様が描かれる肥前産磁器碗で、

１８世紀前半～中頃のものである。１８は肥前産磁器青磁合子の身で、糸切り底となっている。畳付と蓋

が被さる返しの部分のみ無釉である。

SK２０（第１６・３４・４３図）第１６図９は肥前産磁器の白磁猪口で口縁部が外反する。１７世紀後半～１８世紀初

頭のものか。１０は肥前産磁器合子蓋である。外面に染付で「寿」という文字が８字書かれている。１１

は肥前産白磁の鉢か。内面は型で陽刻の文様が施されている。１２は肥前産磁器の青磁染付の鉢で蛇目

凹型高台である。１８世紀後半～１９世紀代のものか。１３は京・信楽産陶器の碗で外面に鉄絵が見られる。

１４は施釉土器の水注で、赤褐色の胎土に白泥文様が描かれ透明釉がかけられている。１５は在地産土師

器皿で体部から口縁にかけて外反し、内面に凹線が巡る。１８世紀中頃のものであろう。１６は在地産施

釉土師器皿で耳が付く。第３４図１８は煙管の雁首である。第４３図４は棒状木製品で２箇所穿孔がある。

５・６は箸、７は円板状木製品である。

SK２１（第１７・３４・４３図）第１７図１は肥前産陶器碗で、口縁部には灰釉地に鉄釉で口紅が施されている。

底部から高台にかけて内外面鉄釉が塗布されている。１７世紀後半～１８世紀初頭のものか。２は肥前産

陶器で絵唐津の皿または向付である。透明釉に鉄釉で草花文が描かれている。１６世紀末～１７世紀初頭

のものである。３・４は在地産土師器皿で、３は体部内面に凹線の入るタイプのもので１７世紀末～１８

世紀初頭のものか。４は内面に凹線が入らない丸底のもので、１７世紀末頃のものか。５は在地産土器

の火鉢である。内外面は墨で塗ったように黒くなっている。第３４図１９は煙管の吸口で、外面に鶴の文

様が彫ってある。第４３図８は桶側板で焼印が見られる。９は連歯下駄である。１０は差歯下駄の歯である。
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SK２２（第１６・４３図）第１６図１９は肥前産磁器の小坏である。２０は在地産土師器皿。底部の丸いタイプで１７

世紀末頃のものか。第４３図１１は板状木製品で穿孔が１箇所ある。１２は先端部分をとがらせ、もう一方

の端を加工してある不明木製品。１３・１４は箸、１５は棒状木製品、１６は棒状竹製品。１７は不明木製品で

あるが、加工痕が見られる。

SK２７（第１７・３５図）第１７図６は在地産土師器皿で、底部は広く平坦で体部の開きが強い。器壁は比較的

薄い作りの�３類か。１７世紀中葉のものと考えられる。そのほか、肥前陶器の砂目皿なども出土して
いる。第３５図２は燻瓦の平瓦片で、「□上」と刻印がある。

SK２８（第１７図）７は肥前産磁器皿で内面に格子文、見込は蛇目釉剥ぎである。１７世紀後半～１８世紀中頃

の波佐見の製品か。

SK２９（第１７・３４・３９・４０図）第１７図８・９・１１は肥前産磁器碗である。８は外面にコンニャク印判による

団鶴や菊のような文様が付けられている。１８世紀前半代のものか。９は青磁染付の筒碗で、内面口縁

部には四方襷が巡り、見込みには二重圏線とコンニャク印判の五弁花文がある。１８世紀後半のもので

ある。１１は小丸碗で外面には雪の輪文が描かれている。見込には手描きの五弁花文がある。１８世紀後

半～１９世紀初頭までに作られたものであろう。１０は産地不明の碗である。胎土は砂が多く混ざってい

るようでガサガサしている。外面が青磁釉、内面が透明釉で貫入が多い。高台の畳付は無釉で砂が付

着しており一部外側を削っている。１２は肥前産磁器皿で見込が蛇目釉剥ぎになっている。１７世紀後半

～１８世紀中頃の波佐見の製品か。１３は肥前産磁器蓋で染付の上に色絵が施してある。１４～１７は陶器碗

である。１４と１５は外面に飛ガンナで付けたような細かい文様が見られる。瀬戸美濃産の鎧手か。１８は

陶器土瓶、１９～２１は在地産土師器皿で、１９は丸底で内面の凹線が体部上位に巡る。１８世紀後半のもの

か。２０・２１は底部が比較的平坦で凹線が体部と底部の際に明確に入るもので、１８世紀末～１９世紀初頭

にかけて作成されたものであろう。２１は底部外面に墨書が認められる。２２は在地産施釉土器皿である。

２３は在地産土器の火鉢で外面に花の刻印が見られ、口縁部には敲打痕が多数ある。第３４図２２は銅製の

匙か。２４は鉄製の舟釘状の製品である。２５は鉄製の刃物か。第３９図１は土人形で、天神様である。５

は中心に穿孔があり、孔を縁取るように墨で四角が描いてある。また、墨書も見られる。孔には金属

の棒状のものが残存していた。独楽か。１６はミニチュアの釜である。第４０図２・３は明確な接合点は

ないが石製桟瓦の様な形状をしている。越前産笏谷石と考えられる緑色凝灰岩製である。

SK３０（第１８・３４・４０図）第１８図１は肥前産磁器碗である。１８世紀末～１９世紀初頭のものであろう。２と

３は陶器の植木鉢である。２は内外面鉄泥が塗られている。越前産であろう。第３４図２６～２８は鉄製の

釘である。第４０図４は温石で穿孔が１箇所ある。頁岩製か。

SK３１（第１８・１９・３５・３６・４０図）第１８図４・５は肥前産磁器で白磁の猪口、６は肥前産磁器小坏である。

１７世紀後半～１８世紀前半頃のものか。７～１４は肥前産磁器碗である。７～１２は１７世紀後半～１８世紀前

半頃のものか。１３は色絵碗で、白磁に朱・青・緑・黒の色絵が施してある。１７世紀中頃～後半のもの

であろう。１４は碗で、１７世紀後半～１８世紀初頭にかけてのものか。第１９図１は肥前産陶器すり鉢で口

縁部にのみ鉄釉がかかる。１７世紀中頃のものである。２～７は在地産土師器皿で体部が開き気味に立

ち上がり端部を内側へ折り曲げる形で、いずれも１７世紀後半のものか。第３５図３～８は燻瓦である。

３～５が丸瓦、６～８が平瓦で、３の丸瓦の内側には刺縫痕が残る。４の丸瓦の内側には刺縫痕とコ

ビキB技法による粘土切り離し技法が残る。５には花びらを表現しているのか円に細かなキザミを入

れた中に梅鉢文がある刻印が見られる。６には四つ割り菱の家紋に似た刻印、７には「○十」の刻印

が見られる。第３６図１は燻瓦で、平瓦である。第４０図５～７は砥石で、５と６は中粒砂岩、７は泥岩

であろうか。
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SK３２（第１９・３４・３６・４０図）第１９図８・９は肥前産磁器合子である。１０は肥前産磁器小坏で漆継痕が残

る。１１・１２は肥前産磁器碗で、高台内には二重圏線が巡る。１８世紀前半のものか。１４は肥前の京焼風

陶器碗で、外面に鉄絵、底部外面に鎬文様の陰刻が巡る。１５は肥前産陶器小杯で、鉄釉がかけられ高

台は無釉である。１６は越前産陶器鉢で鉄泥がかけられている。１７～１９は在地産土師器皿で小さめの底

部から体部が開き気味に立ち上がる。１７と１８は口縁端部を丸く収め、１９は小さく内側へ曲げる。とも

に１７世紀後半のものである。第３４図２９・３０は鉄製の釘である。第３６図２は燻平瓦で、３は腰瓦（壁に使

用される燻瓦）である。表には図に破線で示したとおり色が変色した箇所がある。破線の外側が本来

の色で、内側が退色したような白っぽい色になっている。表面の辺中央には方形の凹みがあり、壁に

取り付ける際に釘で打ち留められていた箇所である。この凹みは実測図下の辺の割れ口部分にもあっ

たようで痕跡が残っている。第４０図８・９は砥石である。

SK３３（第１９図）２０は肥前産磁器小坏、２１は肥前産磁器碗である。１３は中国産青磁鉢か。２２は産地不明陶

器土瓶、２３は在地産土師器皿で体部から口縁にかけて大きく開き端部を丸く収めている。１７世紀後半

のものであろう。

SK３４（第２０図）１は�州窯の磁器碗である。高台には砂が付着し、畳付は１０／１２程度の範囲で打ち欠か
れたようになっている。２は肥前産磁器碗で口縁部に口紅が施されている。また体部上方口縁部付近

には型紙摺りで七宝文が施されている。高台内には二重圏線が巡る。１７世紀後半～１８世紀前半のもの

であろう。３は肥前産磁器碗で青磁染付、見込にコンニャク印判ではあるが花びらなどが鮮明にわか

る五弁花、高台内に「大明年製」銘がある。１８世紀前半のものである。４も肥前産磁器の小広東碗で、

１８世紀後半のものである。５は中国産磁器皿で、高台に砂が付着している。畳付は無釉、高台内は中

心部が無釉となっており、褐色に変色している。６・７は肥前産磁器皿で、６は内面に虎の絵が描か

れている。１７世紀中頃～後半代のものか。８・９は肥前産磁器鉢である。９は焼継痕が見られ高台は

蛇目凹型高台である。１８世紀末のものか。１０は肥前産陶器皿で見込に胎土目跡が４つ残る。１６世紀末

～１７世紀初頭のものである。１１は１７世紀中頃～後半代に盛行する肥前産京焼風陶器か。１２は陶器皿で

ある。１３は肥前産陶器鉢で、白泥による刷毛目文様である。見込に砂目跡が残る。１８世紀代のもので

あろう。１４は越前産陶器鉢で、１９世紀代のものである。１５は在地産施釉土器皿で同破片が SX０４から

も出土している。内面は型押し文様で木目文様になっており、口縁には沈線が５条巡る。刻印（「井

□」）がある。底部は布痕が残る。広坂遺跡の SK２３８０から類似品が出土している。１６は在地産土器秉

燭。１７・１８は在地産土師器皿で、体部から口縁にかけて開き、丸底である。１７世紀末頃のものであろ

う。隣接する SK３３の古い土器が混在しているが SK３４は１８世紀末～１９世紀初頭の土坑であろう。

SK３５（第２１図）１は肥前産磁器小坏で見込に胎土目風の付着物がある。１７世紀中頃のものであろう。２

は瀬戸産磁器碗で１９世紀代に入るものである。周囲からの混入品か、この磁器のみ年代が新しい。３

は肥前産磁器皿で青磁釉がかけられ、見込みは蛇目釉剥ぎしてある。１７世紀中頃～後半にかけて作ら

れたものであろう。４は青磁の香炉である。底部の削りこみは浅く、高台内を鉄泥のような釉で塗っ

てある。肥前産であろうか。隣接する SK４１でも同一の破片が出土した。５は肥前産陶器碗で呉器手

と呼ばれる碗である。やや小ぶりで外面には緑釉で文様が描かれている。１７世紀中頃～後半に作られ

たものである。６・７は肥前産陶器碗で京焼風陶器である。口縁部に口紅、高台の外面から内面にか

けて鉄釉がかけられている。１７世紀中頃～後半にかけて作られたものである。８は肥前産陶器すり鉢

で１７世紀後半に多く作られたものである。９～１３は在地産土師器皿で体部から口縁部にかけて開き、

底部が丸いことから、概ね１７世紀後半～末頃に作られたものと考えられる。

SK３６（第２１図）１４は肥前産陶器すり鉢で底部が糸切りになっているものである。１７世紀後半に多く作ら



－２７－

れたものである。１５は在地産土師器皿で体部から口縁部にかけて開き、底部が丸底であることから１７

世紀末頃のものと考える。

SK３７（第２１図）１６は肥前産磁器碗で、雲龍文を描いた小広東碗である。１９世紀に入るものであろう。１７

は肥前産磁器碗で外面文様は型紙摺りである。１７世紀後半～１８世紀前半にかけて作られたものである。

１８は肥前磁器皿である。１７世紀後半～１８世紀中頃に作られたものか。１９は肥前磁器皿である。２０は産

地不明の陶器甕である。

SK３８（第２２図）１は肥前産磁器蓋で、外面にコンニャク印判で文様が付けられている。１７世紀後半～１８

世紀後半代のものか。２は京・信楽産陶器の煎じ碗で、灰釉と透明釉をかけ分けし、内外面に色絵付

けしている。特に内面見込は目跡２つと傷跡１箇所を隠すように水色の花模様で絵付けしている。

SK３９（第２２図）３は在地産土師器皿で、底部は小さく平坦気味。体部見込際に凹線が巡る。１８世紀初頭

のものか。

SK４０（第２２図）４は肥前産磁器小坏、５は肥前の京焼風陶器碗で、透明釉を施した後、鉄釉で高台内外

面と口縁部に口紅を施している。１７世紀中頃～後半にかけて作られたものである。６・７は在地産土

師器皿で、体部から口縁にかけて開き、口縁端部を丸く収める器形である。１７世紀後半のものか。

SK４１（第２２・３４・３６図）第２２図９は肥前産磁器碗で、白磁に青・緑・黒で絵付けしている。１７世紀中頃

～後半のものか。１０は肥前産磁器碗で、外面にコンニャク印判で模様を付けている。１８世紀前半のも

のか。１１は産地不明の磁器瓶で外面に鉄釉がかけられている。１２は肥前産磁器仏飯器で、杯部は青磁

釉がかけられ、底部は無釉で高台内の削りこみは浅い。１３は肥前産磁器皿で内面には矢羽根文が描か

れ、見込は蛇目釉剥ぎされている。波佐見の木場山窯で１７世紀中頃～後半にかけて多く生産された製

品であろう。高台には砂が付着している。１４は肥前陶器皿で外面が透明釉、内面が銅緑釉で、見込は

蛇目釉剥されている。１７世紀中頃～後半のものか。１５～１８は在地産土師器皿で１７世紀後半～１７世紀末

のものか。１８は底部に大きさの異なる穿孔が２箇所残る。地鎮などに使用された特別な皿か。第３４図

３１は鉄製の釘である。第３６図４～８は瓦である。４は燻瓦の丸瓦で穿孔が１箇所ある。内面には刺縫

痕が残る。５は赤瓦の平瓦、６～８は燻瓦の腰瓦である。このうち６と８には破線部分で変色が見ら

れ、「○堺」の刻印が見られる。７は「○十」の刻印が見られる。

SK４２（第２２図）第２２図８は肥前産磁器皿である。

SK４４（第２３図）１・２は肥前産磁器小坏である。１は１７世紀中頃～後半のものか。２は型紙摺りで花模

様が描かれている。１７世紀後半～１８世紀前半にかけてのものである。３～６は肥前産磁器碗で時期は

概ね１７世紀後半代のものである。６は鉄釉と瑠璃釉をかけ分けたもので、形状は筒形を呈する。７は

ミニチュアの銚子である。８は肥前産磁器で青磁の皿である。色調は白に近く、見込は蛇目釉剥され

ている。１７世紀中頃～後半のものである。９は肥前産陶器すり鉢で１７世紀後半のものである。底部は

回転糸切りになっている。１０～１２は在地産土師器皿で、丸底で体部から口縁にかけて開く。１７世紀末

頃のものである。

SK４６（第２４・３４・３９・４３図）第２４図１・２は肥前産磁器碗である。１は波佐見の製品と思われる。見込

を蛇目釉剥する。１７世紀後半～１８世紀前半のものである。２は青磁染付で、口縁部に鉄釉で口紅が施

してある。１８世紀前半のものであろう。３は肥前であろうか。磁器の蓋物で、漆継痕がある。４は京

・信楽産の陶器碗である。外面に鉄絵、外面底部に縦鎬文様の陰刻が巡る。５は肥前産陶器すり鉢で、

１７世紀末～１８世紀中頃に作られたものである。６は軟質施釉土器碗である。７・８は在地産土師器皿

で内面見込み付近に凹線が巡る。１７世紀末～１８世紀初頭のものか。９は在地産焼塩壺で、鉢形のもの

である。第３４図２１は不明銅製品である。第３９図２は裃を着た男性の土人形である。第４３図１８は板状木
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製品。１９は棒状木製品で先端が尖るよう加工されている。

SK４７（第２３・３９・４０図）第２３図１３は肥前産磁器皿である。型で成形されており輪花となっている。高台

は蛇目凹型高台である。１８世紀後半～１９世紀代のものである。１４は陶器天目碗、１５は在地産土師器皿

で内型作り成形、１６は在地産土錘、いずれも１８世紀末～１９世紀前半のものである。第３９図７は土製の

独楽で、１２はミニチュアの舟である。第４０図１０は蝋石で作成した印章である。１１は凝灰岩製の砥石で

ある。

SK５０（第２３図）１７は高杯の脚である。古墳時代のものか。１８は在地産土師器皿で平坦な広い底を持つ。

外面には指頭圧痕がはっきり残る。１７世紀前半のものである。

SK５８（第２４・３９図）第２４図１０は在地産土師器皿で底部は平坦、体部はやや折れ気味に立ち上がり口縁部

は丸く収める。凹線は見込近くに巡る。１８世紀末～１９世紀初頭のものであろう。第３９図６は土製の独

楽である。型成形で車輪のような文様が付けられ、中央に芯を通す穿孔が１箇所ある。

SK５９（第２４・３７図）第２４図１１は肥前産磁器紅皿で、型打ち成形で貝殻風にしたものである。１９世紀初頭

のものか。１２は中国産磁器碗である。�州窯製か。１３は在地産土器風炉である。第３７図１は燻瓦の平
瓦で「○△」の刻印が見られる。

SK６０（第２４・３７図）第２４図１４は肥前産磁器碗で１８世紀前半のものである。第３７図２は燻瓦の腰瓦で「○

堺」の刻印がある。

SK６１（第２４・３７・４３図）第２４図１５は肥前産磁器碗で高台内に砂が付着している。１７世紀前半のものであ

ろう。１６・１７は肥前産陶器すり鉢である。１６は口縁にのみ鉄釉がかかる。１７世紀前半のものである。

１７は玉縁の口縁で口縁部のみ鉄釉がかかる。１７世紀後半のものである。１８・１９は在地産土師器皿であ

る。体部から口縁にかけて開き、底部は丸みを帯びる。口縁端部は内側に小さく折れ曲がる。１７世紀

後半のものであろう。第３７図３燻瓦の丸瓦である。内面は刺縫痕、コビキBによる粘土切り離し技法

痕、棒状圧痕が見られる。第４３図２０～２３は板状木製品、２４は漆器椀で内面赤漆、外面は黒漆で、赤と

金で花文様が描かれている。２５は漆器の椀か皿である。内面赤漆、外面黒漆が塗布されている。

SK６２（第２５・３７・４３図）第２５図１は肥前産磁器紅皿、２～５は肥前産磁器碗である。２の高台内には「冨

貴長春」銘、見込には手描きの五弁花が描かれている。１８世紀後半代のものであろう。３は波佐見の

くらわんか碗で外面には草花文や雪の輪文が描かれている。高台内には銘がある。１８世紀中頃～後半

のものか。４は内面口縁部付近に四方襷文が巡り、見込にコンニャク印判の五弁花がある。１８世紀後

半代か。５は青磁染付の筒碗で、内面にはコンニャク印判五弁花が見られる。１８世紀後半代か。６は

陶器蓋で把手が動物形（犬か）となっており、鉄絵や染付、白泥による装飾が見られる。７は在地産土

師器皿で、体部から口縁にかけて内湾気味に短く立ち上がる。凹線は体部上方に巡る。１８世紀後半代

のものか。第３７図４は燻瓦の平瓦である。第４３図２６～２８は板状木製品、２９は箸、３０は桶等の持ち手で

あろうか、棒状の木製品である。３１～３３は桶側板で、箍痕が残る。３１には焼印が見られる。３４は桶の

蓋で焼印が見られる。３５・３６は円板状木製品で、３６には内外面に黒漆が塗られる。３７は不明木製品。

３８は柄杓の容器部分か。３９は差歯下駄である。

SK６３（第４４図）１は円板状木製品である。

SK６５（第２５図）８は肥前産陶器皿である。透明釉がかけられ、見込に鉄絵の一部が見られる。体部外面

下方から高台にかけて無釉。京焼風陶器であろう。９は在地産土師器皿である。丸底で体部内面に凹

線が巡る。１７世紀末～１８世紀初頭のものか。

SK６７（第２５図）１０は肥前産磁器の筒碗で、見込に五弁花文の一部、外面底部には折れ松葉の文様が見ら

れる。１８世紀中頃～後半のものか。
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SK６８（第２５図）１１・１２は肥前産磁器小坏である。１１は外面に蛸唐草文、１２は外面に氷裂文が描かれてい

る。１８世紀末～１９世紀後半のものか。

SK７０（第２５図）１３は肥前の波佐見産磁器碗で、外面にはコンニャク印判の文様、高台内には崩れた銘が

見られる。１７世紀後半～１８世紀中頃のものであろう。

SK７３（第２５図）１４は肥前産磁器猪口で、口縁部外面に雨降文が巡る。１８世紀中頃のものか。１５は肥前産

陶器小坏か。１６は陶器の小型甕か。１７は在地産土師器皿である。比較的大ぶりで体部から口縁にかけ

て開き、丸底である。１７世紀末頃のものであろう。

SK７６（第２５図）１８は在地産施釉土器の小坏か。型打ち成形で六角形になっている。内面は茄子が２個描

かれ、外面には小花のスタンプが巡る。１９・２０は在地産土師器皿で、体部内面に凹線が巡り丸底であ

ることから１７世紀末～１８世紀初頭のものと考えられる。

SK７７（第２５・３９図）第２５図２１は肥前産磁器小坏である。２２・２３は肥前産磁器小壺である。２２は内面にも

釉がかかっているが、底部外面は無釉である。２３は内面が無釉である。蓋が付く薬壺か。２４・２５は肥

前産磁器碗で１８世紀前半のものか。２６は肥前産磁器皿で口縁部に口紅が施され、輪花になっている。

１７世紀中頃のものである。２７は越中瀬戸産陶器碗である。２８は瀬戸美濃産陶器碗である。１８世紀中頃

のものか。２９は美濃産陶器皿で長石釉がかかる稜皿。３０～３２は在地産土師器皿である。３０・３１は１７世

紀末のもので、３２は１８世紀初頭のものであろう。第３９図１０は陶器製の水鳥で、全体に透明釉、首後ろ

に染付、尾に鉄釉が施されている。大阪の堂島窯跡出土品に似たものがある。

SK７８（第２６図）１は瀬戸美濃産陶器すり鉢である。２は在地産土師器皿である。比較的大ぶりで体部か

ら口縁にかけて開き、丸底だが凹線が入らないタイプである。１７世紀後半のものである。

SK８０（第２６図）３は陶器蓋で、外面に桜のスタンプが見られる。４は瀬戸美濃産陶器鉢である。１８世紀

後半以降か。

SK８５（第２６・２７・４０・４４図）第２６図９・１０は肥前産磁器碗である。９は筒碗で外面上部に四方襷が巡る。

高台には砂が付着し、文字が書かれている。１７世紀前半代のものであろう。１１は中国産磁器皿である。

�州窯であろう。１２は肥前産陶器小坏で内面及び体部外面中程まで白っぽい灰釉がかけられている。
体部下から高台は無釉。口縁部が外反する。１７世紀前半のものか。１３は産地不明陶器の茶入である。

外面は鉄釉と藁灰釉のかけ分けとなっており平底の底部には粗い砂が少量付着している。胎土の一部

には黒色土が練り込まれているようにも見える。１４は肥前産陶器の碗であろうか。１５・１６は肥前産陶

器皿で、高台内と見込みに砂目が付着している。１７世紀前半のものである。１７は産地不明の水盤また

は灰器のようなものであろうか。鉄絵や刷毛目で装飾が施されている。１８は産地不明の火入か。白泥

で文様を描いてあり底部には三足が付く。第２７図１は肥前産陶器鉢で見込と高台内に砂目痕が残る。

１７世紀前半代のものである。２は肥前産陶器すり鉢で、１７世紀前半のものである。３は越中瀬戸産の

すり鉢か。４は肥前産陶器の甕で１７世紀代のものである。５～１３は在地産土師器皿である。平坦な底

部から体部が比較的急に立ち上がり口縁部は内湾気味に収めている。主に１７世紀前半代のものであろ

う。第４０図１２は凝灰岩製の砥石である。第４４図２は板状木製品、３は棒状木製品、４・５は箸である。

６は櫛の様な不明木製品である。７は漆器蓋で、内面は赤漆、外面は黒漆が施され、黄と赤で花の文

様が描かれている。８は漆器椀で内面に赤漆、外面には黒漆が塗られ、赤で花の文様が描かれている。

９は円板状木製品である。

SK８７（第２６・４４図）第２６図５・６は在地産土師器皿で、小さめの底部から体部が開き気味に立ち上がる。

口縁端部を丸く収め、丸底であることから、１７世紀後半のものであろう。第４４図１０は漆器椀で内面赤

漆、外面には黒漆が施されており、高台内に赤漆で丸が描かれている。



－３０－

SK８８（第３４・３７図）第３４図９・１０は寛永通宝である。９は新寛永、１０は古寛永である。第３７図６は赤瓦

の軒桟瓦である。瓦を留めるための穿孔が２箇所見られる。

SK９１（第３７図）７は燻瓦の丸瓦である。内面に刺縫痕とコビキB技法による粘土切り離し技法痕が見

られる。

SK９４（第２６・３７図）第２６図７は磁器の火入で、外面に青磁釉と釘彫りのような装飾が見られる。８は在

地産土師器皿で、小さめの体部から口縁にかけて開き、口縁端部を内側へ小さく折り曲げる形で１７世

紀後半のものか。第３７図８は燻瓦の平瓦で、「○堺」の刻印が見られる。

SK９６（第４４図）１１は板状木製品で、穿孔が１箇所ある。

第３節 井戸（SE）出土遺物
SE０２（第２８図）１は京・信楽産陶器碗で碁笥底となっている。灰釉がかけられており、内面には貫入が

多い。外面は火を受けたのか白っぽく変色している。２は肥前産陶器碗で陶胎染付である。１７世紀後

半～１８世紀中頃に作られたものである。３は須佐産陶器すり鉢である。高台内には工具痕が残る。４

は在地産土師器皿で、内面の凹線が体部上位に巡る。１８世紀後半のものであろう。

SE０３（第２８・３８・４１・４４～４７図）第２８図５は肥前産磁器紅皿で、外面が貝殻状に型押し成形されやや青

みがかった白磁釉がかけられている。６は肥前産磁器碗で１７世紀後半～１８世紀前半のものか。７は肥

前産磁器の白磁の変形皿でロクロ型打ち成形である。第３８図１は燻瓦の鎌桟瓦である。第４１図１は泥

岩製の硯、２は越前産笏谷石の製品である。第４４図１２は板状木製品で建築部材か。両端に加工痕や釘

孔が見られる。１３・１４も板状木製品である。１５・１７は棒状木製品、１６は杭か。１８～２０は円板状木製品で、

１８には焼印が見られる。「木越屋」か。２１～２５は桶側板で、２１と２２には酒瓶のような焼印が見られる。

同一の桶であろう。２６は不明木製品。第４５図は建築部材であろうか。７を除く木製品にホゾやホゾ穴

などの加工痕が見られる。

第４６図と第４７図は SE０３の井戸枠として転用されていた舟の底板である。出土した材の厚さは６．４㎝

～８㎝で、それぞれ３枚の板を結合してある。これらの底板を説明するために第４７図の模式図に表し

たとおり、便宜的に板ごとに a～kのアルファベットを振った。実測図の左側が表面で、断面図・側

面図を挟んで右側が裏面である。また、第４６図の１と２、第４６図３と第４７図１はもともと接合してい

たが、井戸枠として使用する際に第４６図の１と２は裁断し、第４６図の３と第４７図１はホゾを外し、真

中の板は折ったと考えられる。前グループと後グループは同一の底板であるかは不明であるが、板厚

などは似ている。

第４６図１の底板について、aには側面から bに向かって２箇所の通り釘が残存し、１箇所通り釘が

あったと思われる孔がある。また、a側面には漆のような暗褐色の付着物が所々に見られ、棚板との

接着剤として使用したと考えられる。棚板と結合するために２箇所舟釘が打たれていたと思われ、１

箇所のみ舟釘が残存している。舟釘を打ち込む際に底板の表面を彫り凹めてある。この凹みに埋木が

あったと考えられるが残存しない。cの板には bに向かって４箇所の通り釘があり通り釘が残存して

いる。棚板と結合するための舟釘が打たれた思われる孔が２箇所残る。cの側面にも漆のような暗褐

色の付着物が見られる。cの裏には木釘と考えられるものが３箇所打たれ、その孔と思われるものが

２箇所見られる。bの裏にも木釘の穴と思われるものが１箇所ある。a・b・cの上面にはホゾがあっ

たのか痕跡が残っている。

第４６図２の底板について、dの板には表側に３箇所、棚板と底板を結合するための舟釘が打たれて

いる。その際、打ち込む部分を方形に穿ち、底から棚板に向けて舟釘を打っている。穿たれた穴には
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釘隠しのための埋木がはめ込まれていたと考えられるが残存しない。f の板も同じように棚板に向け

て舟釘が３箇所打たれている。dの裏にはやはり釘を打ち込むための穴が彫られ、通り釘が dから e

に打たれている。ここは埋木が残存している。同じものが f の裏側にもあり、通り釘が f から eに向

かって打たれている。dと e、eと f を結合するためにチキリが埋め込まれている。チキリは底板の木

目と逆の木目にしてあり、強度を考えてつくられている。整理作業中に、dと e結合しているチキリ

が外れたので、チキリの裏を見ると漆が塗られたような痕跡があった。eと f 接合部には木の皮のよ

うなものが挟まっている。木と木の間にマキハダ（槙肌：檜などの皮を繊維状にしたもの）と漆を詰め

充填剤として使用したものであろう。

第４６図３の底板について、３もほかと同様にもともと３枚の板を結合していたと考えられるが、左

側の板は残存していなかった。gの表面右には、gと hを結合するための鎹が打たれている。この鎹

の上には鎹隠しの薄板が漆で貼られている。この鎹の反対側にも、gと現存しない別材を結合するた

めの鎹を打ち込んだ痕が見られる。また、hの板の下には、kと結合するためのホゾが設けられてい

る（kにはホゾ穴が穿たれている）。ホゾで結合した上からも鎹で繋いであった痕跡が残っている。h

の底板表面には棚板と結合するための舟釘跡が３箇所あり、釘隠しの埋木は残っていない。これらの

舟釘の下には鉄の釘が３箇所に打たれている。hの裏には舟釘３箇所、釘穴９箇所が残る。gの裏に

は舟釘１箇所、釘穴１箇所が残る。

第４７図１の底板について、i の板には側面に３箇所、棚板と底板を結合するための舟釘が棚板方向

から底板に向かって打たれている。また、２箇所に平たい木製の楔のようなものが打ち込まれている。

i の板の表面下方には底板から棚板方向へ舟釘を打ち込んである。その際、打ち込む部分を長方形に

穿ち、釘隠しのための埋木がはめ込まれていた形跡が残る。i の板中程には i と j を結合するための通

り釘を打ち込むために長方形に表面を凹ませてあり、釘隠しの埋木が残存している。さらに i と j を

結合するために鎹が打たれ、鎹隠しの薄板が漆で貼り付けられている。i の上方には第４６図３と結合

するための鎹の跡が残る。i の裏面には舟釘４箇所、木釘が１箇所残る。kの板には底板から棚板に向

けて３箇所舟釘が打ち込まれている。kの表面下方にも i と同様に底板から棚板へ舟釘を打ち込むた

め底板表面を長方形に穿ってあり、釘隠しの埋木があったと考えられるが埋木は残存しない。kの表

面中程には、kと j を結合するための鎹と、通り釘を打ち込むための長方形の凹みがあり、凹みには

釘隠しの埋木が残る。kの上方には第４６図３の hと結合するための鎹の痕が残る。k裏面には舟釘４

箇所と木釘が１箇所残る。i と kの上端部にはホゾ穴が造られ、第４６図３と結合できる。真中の j と第

４６図３の gは同じ板である。ホゾで結合するあたりで折られている。

SE０４（第２８・４８・４９図）第２８図８は陶器瓶で、漆継されている。産地は不明。第４８図１～８と第４９図１

～５は SE０４の井戸枠で桶を転用している。外面に箍跡が残る。

第４節 小穴（P）出土遺物
P２（第２８図）９は肥前産陶器皿で見込に胎土目が１つ、高台に胎土目痕が二つ見られる。１６世紀末の

ものである。１０は肥前産陶器瓶であろうか、高台は極浅い。内外面に黄白色の釉がかかるが、熱を受

けたように火ぶくれを起こし光沢はない。外面の釉の一部は剥がれている。１１は在地産土師器皿で１７

世紀中頃のものか。

P３（第２８図）１２は瀬戸美濃産陶器皿である。灰釉がかかっている。

P７（第２８図）１３は京・信楽産陶器碗で、口縁部はほぼ垂直に立ち上がる。外面に鉄絵が見られる。

P１１（第２８図）１４は在地産施釉土器の植木鉢である。底部に穿孔が１箇所ある。



－３２－

第５節 溝（SD）出土遺物
SD０１（第２８・２９図）第２８図１５～２１は土師器甕である。１５は有段擬凹線の口縁部を持つ。２２と２３は甕か壺

の底部である。２４と２５は土師器壺である。２４は段を持つ口縁部のみ残る。第２９図１も土師器壺で、２

は壺か甕か不明である。３～６は土師器高杯で、７～９は高杯あるいは器台の脚部である。１０は土師

器の小型壺、１１は�形土器である。概ね古墳時代前半のものであろう。
SD０３（第２９・３４図）第２９図１２は在地産土師器皿である。開き気味の体部で内面に凹線は見られない。�４
類で１７世紀末頃のものか。第３４図３２と３３は鉄製の釘である。

SD０４（第２９・３４・３７・４０・４９図）第２９図１３は瀬戸美濃産磁器碗で外面に雲龍文の釘彫りと瑠璃釉がかけ

られている。高台畳付無釉で高台内は透明釉。焼継がある。１９世紀のものか。１４は肥前産磁器皿で型

押し成形。内面は全体が菊花でその中に小さい２種類の菊花が散らされている。１５は九谷産硬質施釉

陶器皿で胎土は乳白色、細かな貫入がある。１６は九谷産陶器すり鉢である。底部外面から高台にかけ

鉄泥を塗り、外面底部から内面にかけては鉄釉をかけてある。第３４図８は牡蠣貝で作られた貝杓子か。

柄と結合するための穿孔が１箇所認められる。２０は煙管の雁首である。３４は鉄製の舟釘である。第３７

図５は燻瓦の平瓦である。第４０図１３は泥岩製の砥石である。第４９図６～８は円板状木製品である。

SD０５（第２９図）１７は肥前産磁器の青磁の皿で見込を蛇目釉剥したものである。高台は無釉で砂が付着す

る。漆継痕があり、口縁部の１／６程度に煤のような黒色の付着物が付いていたようにも見える。灯

明皿として使用したものか。１７世紀後半～１８世紀前半のものであろう。

SD０６（第３０図）１は須恵器の甕。２は肥前産磁器碗で高台は浅く小さい。１８世紀後半～１９世紀初頭のも

のである。３は産地不明の陶器すり鉢で小型である。外面底部以外に鉄釉を二度がけしている。４は

在地産土師器皿で底部が平坦で内面に凹線が入る。１８世紀末～１９世紀初頭のものである。

第６節 そのほかの遺構（SX）出土遺物
SX０１（第３０・３９図）第３０図８は肥前産磁器小坏で白磁に赤で色絵付けされている。高台が径１５㎜と非常

に小さいので紅皿の可能性が高い。９は肥前産磁器碗で、高台内に「大明年製」の銘がある。１７世紀

後半～１８世紀前半のものか。高台部分に漆継痕が残る。１０は肥前磁器の小丸碗である。見込に手描き

の五弁花が見られるが簡略化されたものである。また、見込の透明釉が薄く削られ、無数の傷跡が残

る。口縁部付近内面には手描きの四方襷が巡る。１８世紀中頃～後半のものか。１１は肥前産磁器蓋物で

ある。１２は肥前産磁器の薄手半球碗である。１３は肥前産磁器皿で鍋島の色絵皿である。内面には菊花

文や赤で渦巻き、外面はおそらく七宝文が染付で描かれている。高台は高く外面に櫛歯文が描かれる

櫛目高台である。１８世紀代のものか。１４は肥前産磁器皿で蛇目凹型高台に「渦福」の銘が見られる。

見込には松竹梅文が巡る。１８世紀後半のものか。１５は肥前産磁器蓋である。１６は陶器碗で、鉄釉が体

部外面下方から内面にかけて塗られている。外面には長石釉で模様が付けられ、２箇所のみ凹ませて

ある。瀬戸美濃産か。１７は在地産土師器皿で体部内面に凹線が巡る。１８世紀後半代のものか。１８は在

地産施釉土器皿である。第３９図８は土製の犬である。１１は舟で、穿孔が２箇所ある。

SX０２（第３０図）５は肥前産陶器皿である。見込に胎土目跡が４箇所残る。１６世紀後半～１７世紀前半のも

のである。６は肥前産の京焼風陶器碗で、高台内に「森」の刻印がある。１７世紀中頃～後半のもので

ある。７は在地産土師器皿で、底部がやや丸みを帯び口縁が外反し端部がやや内側に折れ曲がる。１７

世紀後半のものであろう。
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SX０３（第３１・３７・３９図）第３１図１は肥前産磁器紅皿で、外面に蛸唐草文を型押ししてある。１９世紀中頃

～後半のものである。２は肥前産磁器小坏。３は肥前産磁器の小丸碗で口縁部内面に手描きの四方襷

が巡る。１８世紀後半～１９世紀初頭のものか。４は肥前産磁器皿で高台が蛇目凹型高台になっている。

１８世紀後半～１９世紀後半のものか。５は肥前産の京焼風陶器皿で、見込には山水文様が描かれ、高台

内に「柴」の刻印がある。１７世紀中頃～後半のものである。６は九谷産陶器鉢であろうか。灰釉がか

けられているが、体部下方から高台にかけては無釉となる。内面に鉄釉の模様がある。高台内に墨書

が見られる。７～９は在地産土師器皿で、７と８は内形作り成形、１９世紀前半以降のものである。９

は１７世紀末頃か。１０は在地産土器火鉢で、外面に赤漆が塗布してある。１１は在地産土器焼塩壺で鉢形

を呈する。第３７図９は燻瓦の丸瓦である。第３９図１３は土製のミニチュアの台座である。

SX０４（第３１・３２・３４・３８・３９・４０図）第３１図１２は肥前産磁器ミニチュア碗である。体部外面には草花文

が描かれている。１３は肥前産磁器小坏としたが、高台径が１４㎜しかないので紅皿の可能性が高い。外

面は金・朱・不明の３色で色絵付けしてある。１４は肥前産磁器小坏である。高台径は広い。小坏とし

たが、ミニチュア碗の可能性もある。１５は肥前産磁器小坏としたが、器高が低く浅いため紅皿の可能

性がある。外面に染付文様がある。１７は肥前産磁器の台付きの小坏で外面下部に斜行カンナ目が認め

られる。１８～２２は肥前産磁器碗である。２１は色絵素地か。２２は１８世紀後半の小広東碗である。２３は肥

前産磁器皿で輪花になっている。見込には五弁花が見られる。２４も肥前産磁器皿で、熱を受けたのか

全体が白濁している。焼継ぎされている。２５は肥前の波佐見産磁器皿で、高台内には「渦福」の銘が

ある。１８世紀後半～１９世紀初頭のものである。２６は肥前産磁器仏飯器で底部に砂が付着している。外

面は斜格子文である。２７・２８は肥前産陶器の刷毛目碗である。２７は被熱したように釉が白く変色した

箇所がある。１７世紀後半～１８世紀後半のものである。第３２図１は京・信楽焼の碗で、外面に鉄泥をか

け、高台内を拭き取り無釉としている。その上に白泥で文様を描き透明釉をかけてある。２は肥前産

陶器の呉器手碗で外面は熱を受けたように白濁している。緑釉で文様が描かれる。漆継痕も見られる。

１７世紀中頃～後半のものである。３は在地産軟質施釉陶器碗であるが、内外面にかけてあった釉は痕

跡のみが残る。見込に別の碗の高台痕と釉が溶けて固まったような黒色付着物がある。サヤ鉢として

使用したものか。高台はもともと無釉であったが、煤が畳付を中心に付着している。４は産地不明の

陶器鉢で３足が付く。５は産地不明陶器の製品で高台が３足になっている。外面は鉄泥を塗布しその

上に白泥で文様を付けてある。内面と高台は無釉。６は産地不明陶器蓋で四角く成形してある。鈕は

丸紐状の粘土を貼り付けてある。７は須佐産陶器すり鉢である。口縁が玉縁で外へ開く感じに成形さ

れている。８は産地不明陶器の甕で、灰釉に鉄釉を流し掛けしてある。９は瀬戸美濃産陶器鉢である。

１０は産地不明陶器灯明皿で、赤褐色の胎土で内面のみ鉄泥が塗布されている。灯芯油痕が口縁部全周

に付いている。１１～１６は在地産土師器皿である。１１～１３は丸底で体部上位に凹線が巡る。１８世紀中頃

か。１４～１６は底部が平坦で体部はやや折れ気味に立ち上がり、口縁部は丸く収める。１８世紀末～１９世

紀初頭のものか。１７は在地産土師器皿であるがロクロ成形で大型である。内面は内面黒色土器のよう

に黒く、凹線が巡る。１８は在地産土器秉燭。１９と２０は在地産土器の焼塩壺の蓋と身（砲弾型）である。

２１・２２は在地産土器火鉢でともに３足で外面に花の刻印が見られ、口縁部に使用のための敲打痕が残

る。第３４図２３は銅製の針金のような細い棒で、先端が丸まっている。第３８図２～４は瓦で、２は赤瓦

の丸瓦である。３・４は燻瓦の平瓦である。第３９図９は土製の魚で、型合わせとなっている。１５は土

製のミニチュアの釜である。第４０図１４は粘板岩製の砥石である。

SX０５（第３０・３７図）第３０図１９は陶器の水滴か。外面は型で菊花が表現されている。２０は肥前産磁器碗で

高台内に「大明年製」の銘が見られる。１８世紀前半のものであろう。２１～２３は在地産土師器皿である。



－３４－

丸底で底部から口縁にかけて開き気味に立ち上がる。１７世紀末のものか。第３７図１０は燻瓦の丸瓦で、

「□上」の刻印が見られる。

SX０６（第３３・３４図）第３３図１～３は肥前産磁器小坏である。３は外面が一重網目文で、高台に砂が付着

する。４・５は肥前産磁器碗で、５は高台内に「大明年製」の銘がある。また、外面の雨降文も丁寧

に描かれている。１８世紀前半のものであろう。６は九谷産の磁器碗であろうか。外面が被熱したよう

に釉が白濁している。７は肥前産磁器皿で白磁の菊花文を型押しした製品である。口縁部に口紅が見

られる。高台は蛇目凹型高台。１９世紀初頭～後半のものか。８は肥前産磁器で白磁の合子身である。

９は京・信楽焼産陶器の小壺か。外面に鉄釉で梅が描かれている。高台は無釉。１０は京焼陶器皿で内

面に山水文が描かれている。１１は肥前産陶器すり鉢で、口縁部は玉縁で、口縁部のみに鉄釉が施され

る。１７世紀後半のものである。１２は肥前産陶器甕で内面に格子目の当具痕が残る。１７世紀後半のもの

である。１３～１７、１９・２０は在地産土師器皿である。１３～１７は小さめの底部から体部が開き気味に立ち

上がる。端部を丸く収める。１７世紀後半のものであろう。１８は器壁が薄く体部から口縁にかけて丸く

立ち上がり、底部中心はわずかにヘソ状に凹んでいる。口縁部には灯芯油痕が巡り灯明皿として使用

されたと考えられるが、元々は焼塩壺の蓋として作成された可能性もある。２１はロクロ製で搬入品か。

広坂遺跡からもロクロ製土師器皿が出土しているが、２１は広坂より胎土が緻密であること、胎土色の

赤みが少ない、外面底部立ち上がりが急である点が異なる。２２は在地産土器の土錘である。第３４図３５

・３６は鉄製の釘である。

SX０７（第３３・３７・４０・４９図）第３３図２３は肥前産磁器小坏で高台に砂目跡が１箇所見られる。１７世紀前半

のものである。２４は肥前産磁器碗で筒形を呈する。見込に崩れたコンニャク印判の五弁花が見られる。

１８世紀後半のものであろう。第３７図１１は赤瓦の平瓦である。第４０図１５は黒の碁石で頁岩製か。第４９図

９・１０は板状木製品である。

第７節 整地層・包含層・攪乱出土遺物
整地層（第３４・３８・３９・４１図）第３４図１は肥前産磁器蓋物で１７世紀後半～１８世紀後半のものか。２は九

谷産磁器皿か。３は肥前産磁器蓋で外面は菊花が型押ししてあり、底部の返し部分は楕円形に成形さ

れている。菊花は赤で色絵付けされている。４は肥前産陶器鉢で二彩、刷毛目で装飾してある。５は

珠洲焼の鉢。第３８図５～１１は瓦である。５・６は燻瓦の丸瓦で、５は「○」、６は「□上」の刻印があ

る。第３９図３・４は土人形で、男性座像と狛犬である。第４１図３は泥岩製の硯で内面は凹んでいる。

４と５は黒の碁石で頁岩製か。６は越前産笏谷石と考えられる緑色凝灰岩製の製品である。用途は不

明。７は凝灰岩製の鉢か。

包含層（第３８・３９図）第３８図１２は燻瓦の雁振瓦。第３９図１４は土製のミニチュア釜の蓋である。

攪乱（第３４図）第３４図６は京・信楽産陶器土鍋か。７は在地産土師器皿で、底部に穿孔が１箇所ある。

１８世紀前半のものか。１１～１７は古銭である。１１は宋銭、１２～１４は新寛永で１４は文銭。１５は古寛永で、

１６は２枚が錆でくっついている。片方は古寛永と判読できたが、もう片方は不明である。３７～３９は鉄

製の釘であろうか。
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第３５図 SK０６、SK２７、SK３１出土瓦実測図〔S＝１／６、刻印はS＝１／２〕
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第３６図 SK３１、SK３２、SK４１出土瓦実測図〔S＝１／６、刻印はS＝１／２〕
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第３７図 SK５９、SK６０、SK６１、SK６２、SK８８、SK９１、SK９４、SD０４、SX０３、SX０５、
SX０７出土瓦実測図〔S＝１／６、刻印はS＝１／２〕
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第３８図 SE０３、SX０４、整地層、包含層出土瓦実測図〔S＝１／６、刻印はS＝１／２〕
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第３９図 土人形実測図〔S＝１／２〕
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第４０図 SK１０、SK２９、SK３０、SK３１、SK３２、SK４７、SK８５、SD０４、SX０４、SX０７出土石製品実測図〔S＝１／４・１／２〕

－６１－



０ １０cm

５４

１

３

６

２

７

第４１図 SE０３、整地層出土石製品実測図〔S＝１／４〕
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第４２図 SK０４、SK０６、SK１０出土木製品実測図〔S＝１／６〕
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第４３図 SK１６、SK１７、SK２０、SK２１、SK２２、SK４６、SK６１、SK６２出土木製品実測図〔S＝１／６〕
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第４４図 SK６３、SK８５、SK８７、SK９６、SE０３出土木製品実測図〔S＝１／６〕
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第４５図 SE０３出土木製品実測図〔S＝１／６〕
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第４６図 SE０３出土木製品実測図〔S＝１／８〕
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第４７図 SE０３出土木製品実測図〔S＝１／８、舟底板模式図はS＝１／１６〕
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第４８図 SE０４出土木製品実測図〔S＝１／６〕
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第４９図 SE０４、SD０４、SX０７出土木製品実測図〔S＝１／６〕
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－７１－

第６表 陶磁器土器等観察表
単位（㎜）

番号 遺構 器種
種別

法量
遺存
／１２

釉薬
絵付

胎土色調
産地 備考 実測

番号a
b

c
d 外面 内面

第１４図

１ SK０１ ミニチュア碗
磁器

３０
１３

１５
－

口６
底６ 透明釉 N９／

白 不明 M８

２ SK０１ 小坏
磁器

６４
２３

２４
－

口２
底６

透明釉
色絵

N９／
白 不明 色絵（金・不明） M７

３ SK０４ 鉢
陶器

－
８１

（４５）
－ 底７ 透明釉

白泥
１０R５／４
赤褐 肥前 見込蛇目釉剥ぎ M６

４ SK０６ 猪口
磁器

５６
３４

３３
－

口８
底７

透明釉
染付

N９／
白 肥前 二次被熱 Q２０

５ SK０６ 小坏
磁器

４４
２１

２２
－

口５
底２

透明釉
色絵

N９／
白 肥前 色絵（赤） 漆継 Q２１

６ SK０６ 紅皿
磁器

５２
１６

１７
－

口８
底１０ 透明釉 N９／

白 肥前 型押成形 Q２２

７ SK０６ 碗
磁器

９０
５４

６０
－

口６
底９

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内銘「大明年製」 Q１２

８ SK０６ 碗
磁器

９３
－

（４５）
胴９４ 口６ 透明釉

色絵
N９／
白 肥前 色絵（金・赤・緑・紫・黒・

不明） Q１６

９ SK０６ 碗
磁器

１１０
４４

５１
胴１１１

口２
底３

透明釉
染付

N９／
白 肥前 歪み有 Q１４

１０ SK０６ 碗
磁器

９５
５６

６２
－

口２
底３

透明釉
染付

N８／
灰白 肥前 コンニャク印判 Q１３

１１ SK０６ 蓋物
磁器

１０１
５６

７２
－

口２
底２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 Q１５

１２ SK０６ 皿
磁器

２０６
１１３

３９
－

口３
底７

透明釉
染付

N９／
白 肥前

高台内銘「寿福」・１重圏
線A・高台内薄墨様の
釉で塗りつぶしてある

Q２４

１３ SK０６ 皿
磁器

１４６
８９

４４
－

口６
底１０

透明釉
染付

N９／
白 肥前

高台内１重圏線A、銘有、
目跡１残
輪花８弁 漆継

Q２３

１４ SK０６ 鉢
磁器

３１２
１２７

１０８
－

口１
底５

青磁釉
鉄釉

N８／
灰白 肥前

輪花６～７弁
内面片刃彫
高台内鉄釉塗布
蛇目釉剥ぎ

Q２６

１５ SK０６ 碗
陶器

－
５１

（２２）
－ 底４ 透明釉 N８／

灰白 京・信 高台内銘「仁清」 Q１７

１６ SK０６ 碗
陶器

９２
３９

７３
胴１０２

口４
底１２ 灰釉・白泥 １０YR６／１

褐灰 京・信 掛分 外面底部釘彫 Q１９

１７ SK０６ 碗
陶器

１１０
５２

６６
－

口３
底９

透明釉
染付

１０YR７／１
灰白 肥前 陶胎染付 Q１８

１８ SK０６ 皿
陶器

２０４
７７

５７
－

口３
底１２

透明釉
白泥

２．５YR７／４
淡赤橙 肥前 刷毛目

見込蛇目釉剥ぎ Q２５

１９ SK０６ 土師器皿
土器

１１５
内６４

２０
－ 完形 １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕ほぼ全周
外面底部ムシロ目 Q８

２０ SK０６ 土師器皿
土器

１３５
内９５

２１
－ 口５ ７．５YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕１残
外面底部ムシロ目 Q１０

２１ SK０６ 土師器皿
土器

１１５
内７５

２３
－ 口１１ １０YR７／４

にぶい黄橙 在地 灯芯油痕ほぼ全周 Q６

２２ SK０６ 土師器皿
土器

１１５
内７６

２１
－ 口１１ ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 灯芯油痕７／１２ Q５

２３ SK０６ 土師器皿
土器

１１７
内７１

２２
－ 口６ １０YR８／３

浅黄橙 在地 Q９

２４ SK０６ 土師器皿
土器

１８６
内１４２

（４３）
－ 口２ １０YR７／３

にぶい黄橙 在地 Q１１

２５ SK０６ 土師器皿
土器

１１５
内７４

２３
－ 完形 １０YR７／４

にぶい黄橙 在地 灯芯油痕全周 Q７

２６ SK０６ 土師器皿
土器

１１６
内７５

１９
－ 口４ １０YR７／３

にぶい黄橙 在地 灯芯油痕１ヵ所以上
内外面に黒斑有 Q４

２７ SK０６ 土師器皿
土器

８４
内３４

１５
－ 口１１ ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 Q１

２８ SK０６ 土師器皿
土器

８８
内４３

１７
－ 口１１ １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕１／１２以上 Q３

２９ SK０６ 土師器皿
土器

８８
内４３

１９
－ 完形 １０YR８／２

灰白 在地 灯芯油痕５／１２
歪み大 Q２

第１５図

１ SK０８ 碗
磁器

８４
－

（５０）
－ 口４ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 コンニャク印判 M１

２ SK０８ 皿
陶器

１２８
５３

４４
－ 底３ 透明釉

色絵
２．５Y７／２
灰黄 京・信 色絵（青・不明） M４

３ SK０８ 土師器皿
土器

１２０
内７３

２５
－ 口１０ １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕１０／１２以上 M２

４ SK０８ 土師器皿
土器

１１４
内７３

２０
－ 口５ １０YR７／３

にぶい黄橙 在地 灯芯油痕２ヵ所以上 M３

５ SK０８ 土師器皿
土器

１１２
内６６

１９
－ 口３ ５YR７／６

橙 在地 灯芯油痕３／１２以上 M５

６ SK０９ 紅皿
磁器

４０
１８

１５
－ 底８ 透明釉 ２．５Y８／１

灰白 肥前 高台内墨書有 E５

７ SK０９ 碗
磁器

８６
３６

５０
－

口６
底６

透明釉
染付 色絵

N９／
白 肥前 漆継 色絵（朱・緑・黒）

高台内：圏線A、銘有 E８

８ SK０９ 小皿
磁器

－
－

２３
－ 底４ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 高台に圏線３条 E９

９ SK０９
碗
軟質施
釉陶器

１１２
６４

６５
－

口６
底１２ 緑釉 ７．５YR８／４

浅黄橙 在地
高台敲打痕有
外面体部ヘラ描き痕有
高台内釘彫 漆継痕

E６

１０ SK０９ 甕
陶器

－
１７５

（１３５）
－ 底１２ 鉄釉 １０YR７／２

にぶい黄橙 肥前 内外面敲痕 E７

１１ SK０９ 土師器皿
土器

１１６
内７４

２２
－ 完形 ７．５YR８／６

浅黄橙 在地 灯芯油痕全周
掌痕有 E１

１２ SK０９ 土師器皿
土器

１１６
内７２

２４
－ 完形 ７．５YR７／３

にぶい橙 在地 灯芯油痕全周
掌痕有 E２

１３ SK０９ 土師器皿
土器

１１４
内７２

２３
－ 口１１ １０YR７／３

にぶい黄橙 在地

灯芯油痕１ヵ所以上
底部１ヵ所径３㎜穿孔
口縁部１ヵ所意図的な
割れ口有 掌痕有

E３

１４ SK０９ 土師器皿
土器

１１６
内７４

２２
－ 完形 １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕全周
掌痕有 E４

１５ SK１０ 碗
磁器

９５
５８

６０
－

口１
底１

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内１重圏線A T８

１６ SK１０ 皿
磁器

１３０
８１

３５
－

口１０
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前

高台内：１重圏線A、目
跡１残、大明年製銘
口紅

T９

１７ SK１０ 向付
陶器

１５３
５０

７４
－

口３
底１２

灰釉
鉄絵

N７／
灰白 肥前 T６

番号 遺構 器種
種別

法量
遺存
／１２

釉薬
絵付

胎土色調
産地 備考 実測

番号a
b

c
d 外面 内面

１８ SK１０ 水盤か
陶器

１２６
－

（３７）
胴１６０

口１
胴２

灰釉
白泥
鉄絵

５Y７／１
灰白 肥前か T７

１９ SK１０ 土師器皿
土器

１１５
内７５

２３
－ 口１０ １０YR８／２

灰白 在地 灯芯油痕２／１２以上 T３

２０ SK１０ 土師器皿
土器

１２０
内８１

２５
－ 完形 １０YR８／３

浅黄橙 在地 掌痕有
灯芯油痕１１／１２ T２

２１ SK１０ 土師器皿
土器

８６
内４２

１７
－ 完形 １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕１０／１２ T１

２２ SK１０ 土師器皿
土器

８２
内４０

１８
－ 口４ １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕２／１２以上 T４

２３ SK１０ 火鉢
土器

－
１７０

（１３５）
－ 底５ １０YR８／２

灰白 在地 内面スス付着
足２残 T５

第１６図

１ SK１１ 碗
磁器

９０
４０

５０
－

口１
底２

透明釉
染付

N９／
白 瀬戸 T１１

２ SK１１ 鉢
陶器

１８０
７２

（６８）
－

口１
底３

灰釉
鉄釉

１０YR６／１
褐灰 九谷 輪花６ T１２

３ SK１１ 灯明皿
陶器

１０４
４０

１９
－ 口４ 灰釉 １０YR８／２

灰白 京・信 灯芯油痕２／１２以上 T１０

４ SK１２ 皿
磁器

１０８
６０

２０
－ 口３ 透明釉

染付
N９／
白 瀬戸 口紅 N５

５ SK１６ 火入
陶器

７２
４３

５７
－

口７
底１２

灰釉
鉄絵

１０YR７／２
にぶい黄橙 肥前 N１

６ SK１７ 碗
磁器

－
６４

２９
－ 底４ 青磁釉 N７／

灰白 中国 高台無釉 N４

７ SK１７ 土師器皿
土器

１１６
内４８

２３
－

口１０
底１１

７．５YR８／３
浅黄橙 在地 灯芯油痕４ヵ所以上 N３

８ SK１７ 土師器皿
土器

８４
内７８

１８
－

口５
底６

１０YR８／３
浅黄橙 在地 内面型打成形 N２

９ SK２０ 猪口
磁器

４４
２２

３９
－ 底９ 透明釉 N９／

白 肥前 M１８

１０ SK２０ 合子蓋
磁器

５５
－

８５
受５０ 口１２ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 側面に４ヵ所墨痕有 M１２

１１ SK２０ 鉢
磁器

１３８
６０

４２
－

口１０
底１２ 透明釉 N９／

白 肥前か 内面型打 輪花６弁
漆継 M１４

１２ SK２０ 鉢
磁器

１７８
８６

６９
－

口２
底２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 蛇目凹型高台

高台内銘有 M１１

１３ SK２０ 碗
陶器

９５
２９

５５
－

口７
底１２

透明釉
鉄絵

２．５Y８／３
淡黄色 京・信 M１５

１４ SK２０ 水注
施釉土器

－
３０

（４２）
胴１１２ 胴５ 透明釉

白泥
５YR６／６
橙 在地 足３個 M１６

１５ SK２０ 土師器皿
土器

１２０
内７６

２２
－ 口３ ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 M１３

１６ SK２０ 灯明皿
施釉土器

１２２
６２

２４
－ 口４ 透明釉 ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 内面重圏線
灯芯油痕４／１２以上 M１７

１７ SK１９ 碗
磁器

－
３８

（３４）
－ 底１２ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 高台砂付着 M９

１８ SK１９ 合子
磁器

－
－

１３
－ 青磁釉 N９／

白 肥前 糸切高台 M１０

１９ SK２２ 小坏
磁器

８０
－

（３１）
－ 口３ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 E１３

２０ SK２２ 土師器皿
土器

１０８
内５４

１８
－ 口２ １０YR７／４

にぶい黄橙 在地 灯芯油痕１ヵ所以上
見込に鉄分付着 E１２

第１７図

１ SK２１ 碗
陶器

１００
５４

６７
－

口３
底２

透明釉
鉄泥

２．５Y８／３
淡黄 肥前 口紅

底部内外面鉄泥 M２１

２ SK２１ 向付
陶器

１２５
３９

４０
－ 底１２ 透明釉

鉄絵
１０YR７／１
灰白 肥前 皿か M２０

３ SK２１ 土師器皿
土器

１１０
内６６

２０
－ 口３ １０YR８／３

浅黄橙 在地 M２３

４ SK２１ 土師器皿
土器

１１８
内６１

２６
－ 口１２ ７．５YR７／４

にぶい橙 在地 灯芯油痕９／１２ M２４

５ SK２１ 火鉢
土器

－
２６０

（１３４）
－ 底１２ １０YR８／４

浅黄橙 在地 内外面墨塗布 M１９

６ SK２７ 土師器皿
土器

１００
内６１

２２
－ 口２ １０YR７／２

にぶい黄橙 在地
内面に黒雲母多
歪み大
灯芯油痕２／１２以上

E１１

７ SK２８ 皿
磁器

１３６
－

（２７）
－ 口３ 透明釉

染付
２．５Y７／２
灰黄 肥前 見込蛇目釉剥ぎ E１０

８ SK２９ 碗
磁器

８８
４０

５８
－

口５
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 コンニャク印判

高台に砂付着 E２２

９ SK２９ 碗
磁器

８１
４２

６８
－ 底６

透明釉
青磁釉
染付

N９／
白 肥前 青磁染付 E２３

１０ SK２９ 碗
磁器

９０
５４

６６
－ 底１２ 透明釉

青磁釉
N８／
灰白 不明 外面青磁釉

内面透明釉 E２５

１１ SK２９ 碗
磁器

８６
３６

５４
－ 底６ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 E２４

１２ SK２９ 皿
磁器

１２８
４８

３６
－ 底１２ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 見込蛇目釉剥ぎ

高台・見込に砂付着 E２６

１３ SK２９ 蓋
磁器

５２
摘１４

４１
－ 受６ 透明釉

染付 色絵
N９／
白 肥前 色絵（朱・不明） E３０

１４ SK２９ 碗
陶器

７８
４０

５４
－ 底６ 灰釉

鉄釉
N７／
灰白 美濃か 外面鎧手か E２８

１５ SK２９ 碗
陶器

８２
４８

７０
－ 底６ 灰釉

鉄釉
２．５Y７／１
灰白 美濃か 外面鎧手か E２９

１６ SK２９ 碗
陶器

９８
４０

４７
－

口２
底１２

灰釉
鉄釉

N７／
灰白

瀬戸
美濃 E２７

１７ SK２９ 碗
陶器

９６
４０

５２
－ 底１２ 鉄釉

長石釉
１０YR６／３
褐灰 不明 E３１

１８ SK２９ 土瓶
陶器

７３
－

８８
－ 口３ 鉄釉 ７．５YR４／３

にぶい褐 不明 外面底部煤付着 E３４

１９ SK２９ 土師器皿
土器

１１２
内７６

２０
－ 口４ １０YR７／３

にぶい黄橙 在地 E２０

２０ SK２９ 土師器皿
土器

８１
内３５

１７
－ 完形 １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕３ヵ所 E１７

２１ SK２９ 土師器皿
土器

７８
内３１

１４
－ 口１１ ７．５YR８／６

浅黄橙 在地 底部墨書有 E１８

２２ SK２９ 土師器皿
施釉土器

８８
内３６

１６
－ 口５ 透明釉 １０YR８／２

灰白 在地 灯芯油痕５／１２以上
内面施釉 E１９

２３ SK２９ 火鉢
土器

１７６
１４２

９５
－ 底１０ １０YR８／３

浅黄橙 在地 外目赤漆 足３残
外面花型刻印６残 E３２



－７２－

番号 遺構 器種
種別

法量
遺存
／１２

釉薬
絵付

胎土色調
産地 備考 実測

番号a
b

c
d 外面 内面

第１８図

１ SK３０ 碗
磁器

１０４
３４

５０
－ 口２ 透明釉

染付
７．５Y８／１
灰白 肥前 E１５

２ SK３０ 植木鉢
陶器

２７６
１５４

１５２
－

口２
底２ 鉄泥 １０YR８／３

浅黄橙 越前 三足中１足残存 E１６

３ SK３０ 植木鉢
陶器

３２０
－

（１９２）
－ 口３ 灰釉 ２．５Y８／２

灰白 不明 E１４

４ SK３１ 猪口
磁器

－
３２

（４０）
－ 底１２ 白磁 N９／

白 肥前 N１８

５ SK３１ 猪口
磁器

８０
３２ ４６－ ほぼ

完形 白磁 N９／
白 肥前 N１７

６ SK３１ 小坏
磁器

６０
２７ ４１－ 口８

底１２
透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台砂付着 N１９

７ SK３１ 碗
磁器

８７
５０

６２
－

口１０
底６

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内銘

「宣明年製」か N２２

８ SK３１ 碗
磁器

８６
５１

６０
－

口１２
底１０

透明釉
染付

N８／
灰白 肥前 高台内銘

「宣明年製」 N２３

９ SK３１ 碗
磁器

９２
４５

６１
－

口４
底６

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内銘

「□明年製」 N２０

１０ SK３１ 碗
磁器

８２
５１

６６
－

口６
底１１

透明釉
染付

N８／
灰白 肥前 高台内銘

「宣明年製」 N２１

１１ SK３１ 碗
磁器

９２
４３

６６
－

口８
底１１

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内銘有

高台内１重圏線A N２４

１２ SK３１ 碗
磁器

９５
４８

６１
－

口９
底１２

透明釉
染付

N８／
灰白 肥前 高台内１重圏線A

高台砂付着 N１６

１３ SK３１ 碗
磁器

９０
４８

６４
－

口１１
底９

透明釉
色絵

N９／
白 肥前 色絵（朱・青・緑・黒） N２６

１４ SK３１ 碗
磁器

１０４
４２

７１
－

口６
底１２

透明釉
染付

N８／
灰白 肥前 高台砂付着 N２５

第１９図

１ SK３１ すり鉢
陶器

２８０
－

７２
－ 口３ 鉄釉 ７．５YR５／１

褐灰 肥前 口縁部鉄釉 N１５

２ SK３１ 土師器皿
土器

１０８
内５２

２３
－

口４
底４

７．５YR８／４
浅黄橙 在地 指頭圧痕有 N１３

３ SK３１ 土師器皿
土器

１１０
内４６

２５
－

ほぼ
完形

７．５YR８／４
浅黄橙 在地 灯芯油痕４ヵ所

指頭圧痕有 N９

４ SK３１ 土師器皿
土器

１２０
内５８

２１
－

口３
底３

１０YR７／３
にぶい黄橙 在地 指頭圧痕有 N１４

５ SK３１ 土師器皿
土器

１１２
内５２

２４
－

ほぼ
完形

７．５YR８／４
浅黄橙 在地 灯芯油痕６ヵ所

指頭圧痕有 N１０

６ SK３１ 土師器皿
土器

１１０
内５６

２１
－

口４
底５

７．５YR７／４
にぶい橙 在地 灯芯油痕１ヵ所

指頭圧痕有 N１２

７ SK３１ 土師器皿
土器

１３８
内７６

２４
－

口９
底９

７．５YR８／４
浅黄橙 在地 灯芯油痕４ヵ所

指頭圧痕有 N１１

８ SK３２ 合子
磁器

５５
５０

１２
－ 底６ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 底部無釉 T２７

９ SK３２ 合子
磁器

６０
４０

１９
－ 底６ 白磁 N９／

白 肥前 底部無釉 T２６

１０ SK３２ 小坏
磁器

６０
２６

４２
－

口５
底６

透明釉
染付

N９／
白 肥前 漆継 T１８

１１ SK３２ 碗
磁器

９０
６１

６０
－

口６
底９

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内２重圏線A T１６

１２ SK３２ 碗
磁器

９０
５６

５６
－

口５
底６

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内２重圏線A T１７

１３ SK３３ 鉢
陶器

－
１４０

（６０）
－

底１
以下 青磁釉 ７．５YR８／２

灰白 中国か 型押成形 T２２

１４ SK３２ 碗
陶器

９６
５０

６７
－

口４
底１１ 灰釉 １０YR８／２

灰白 肥前 畳付砂付着
外面陰刻 T２０

１５ SK３２ 小坏
陶器

７２
２９

４７
－

口１１
底１２ 鉄釉 １０YR７／１

灰白 肥前 T１９

１６ SK３２か
SK３３

鉢
陶器

３８０
－

（１２０）
－ 口１ 鉄泥 １０YR６／１

褐灰 越前 T２４

１７ SK３２ 土師器皿
土器

８４
内３０

２０
－

口３
底１２

１０YR８／３
浅黄橙 在地 灯芯油痕１ヵ所以上

内面型打成形 T１５

１８ SK３２ 土師器皿
土器

１０８
内５４

２２
－ 口５ １０YR８／３

浅黄橙 在地 外面指ナデ痕 T１４

１９ SK３２ 土師器皿
土器

１１６
内５４

２４
－ 口６ ５YR７／６

橙 在地 灯芯油痕２ヵ所以上 T１３

２０ SK３３ 小坏
磁器

７０
２９

３６
－

口４
底６

透明釉
染付

N９／
白 肥前 T２３

２１ SK３３ 碗
磁器

９４
３０

４３
－

口７
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 T２５

２２
SK３３
SK３４
上層

土瓶
土器

１１０
－

－
胴２００

口８
胴４

透明釉
緑釉

１０YR８／３
浅黄橙 在地か 注口孔３ T２８

２３ SK３３ 土師器皿
土器

１１６
内６２

１７
－ 口３ ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 灯芯油痕３ヵ所以上 T２１

第２０図

１ SK３４ 碗
磁器

－
４７

（１８）
－ 底３ 透明釉

染付
７．５YR８／４
浅黄橙

中国
�州 Q３０

２ SK３４ 碗
磁器

９２
６０

６２
胴９３ 底９ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 口銹

高台内２重圏線 Q３３

３ SK３４ 碗
磁器

－
４２

（２４）
－ 底６

透明釉
青磁釉
染付

N８／
灰白 肥前

高台内銘「大明年製」
高台内１重圏線A
青磁染付

Q３１

４ SK３４ 碗
磁器

１０８
３６

５６
－ 底９ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 Q３２

５ SK３３
SK３４

皿
磁器

－
（１５６）

（３９）
－ 底１ 透明釉

染付
N７／
灰白

中国
�州 高台砂付着 Q４３

６ SK３４ 皿
磁器

１４９
８１

２９
－

口９
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内１重圏線A Q３５

７ SK３３
SK３４

皿
磁器

１４４
８２

４１
－ 口２ 透明釉

染付
N８／
灰白 肥前 高台内１重圏線A Q４２

８ SK３３
SK３４

鉢
磁器

－
４８

（３９）
－ 底１２ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 Q４１

９ SK３４ 鉢
磁器

１５２
７５

５６
－ 底３ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 輪花２４弁 焼継

蛇目凹型高台 Q３４

１０ SK３４ 皿
陶器

－
６１

（５２）
－ 底１１ 灰釉 ２．５YR６／４

にぶい橙 肥前 見込胎土目４残 Q２８

１１ SK３３
SK３４

碗
陶器

１３０
－

（４３）
－ 口３ 透明釉

染付
１０YR８／２
灰白 肥前 Q４０

１２ SK３４ 皿
陶器

８５
４６

２９
－ － 鉄釉 ５YR８／３

淡橙 不明 Q２９

番号 遺構 器種
種別

法量
遺存
／１２

釉薬
絵付

胎土色調
産地 備考 実測

番号a
b

c
d 外面 内面

１３ SK３４ 鉢
陶器

１９２
１６０

１４３
－

口２
底２

鉄釉
白泥

５Y６／１
褐灰 肥前 見込砂目２個 N３９

１４ SK３４ 鉢
陶器

３１４
－

（９４）
胴３０８ 口１ 鉄泥 ７．５YR６／１

褐灰 越前 Q２７

１５ SK３４ 皿
施釉土器

８２
７２

８
－ 口４ 透明釉 ５YR６／６

橙 在地 内面刻印・型押成形
外面布痕 Q３７

１６ SK３４ 秉燭
土製品

４８
２５

２３
１２ 完形 １０YR８／２

灰白 在地 灯芯油痕有 Q３８

１７ SK３４ 土師器皿
土器

１１２
内４２

２６
－ 口４ １０YR８／３

浅黄橙 在地 内面一部黒斑 Q３６

１８ SK３４ 土師器皿
土器

１１６
内３０

２７
－ 口２ ７．５YR８／３

浅黄橙 在地 内外面一部黒斑 Q３９
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１ SK３５ 小坏
磁器

６８
３２

４４
－

口９
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 畳付砂付着

見込胎土目１残 M３４

２ SK３５ 碗
磁器

８４
３７

４６
－

口３
底６

透明釉
染付

N９／
白 瀬戸 M２８

３ SK３５ 皿
磁器

１３３
５０

３４
－

口１０
底１２ 青磁釉 N９／

白 肥前 見込蛇目釉剥ぎ
底部砂付着 高台無釉 M２６

４ SK３５ 香炉
磁器

６４
５３

５０
－

口９
底１２ 青磁釉 N９／

白 肥前か SK４１と接合 M３９

５ SK３５ 碗
陶器

９８
５０

６９
－

口９
底１２

透明釉
緑釉

２．５Y８／２
灰白 肥前 呉器手 M３０

６ SK３５ 碗
陶器

９８
５０

６９
－ 底６ 透明釉

鉄泥
２．５Y８／３
淡黄 肥前 口紅

底部内外面鉄泥 M３１

７ SK３５ 碗
陶器

９０
４４

５９
－

口３
底４

透明釉
鉄泥

２．５Y８／３
淡黄 肥前 口紅

底部内外面鉄泥 M２７

８ SK３５ すり鉢
陶器

３２７
１０９

１２０
－

口６
底１２ 鉄釉 １０R４／２

灰赤 肥前 底部糸切り
見込と底部に目跡残 M２５

９ SK３５ 土師器皿
土器

１１８
内５７

２１
－ 口６ ５YR８／４

淡橙 在地 M２９

１０ SK３５ 土師器皿
土器

１１６
内５８

２５
－ 口３ ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 灯芯油痕１ヵ所以上 M３６

１１ SK３５ 土師器皿
土器

１１８
内６２

２４
－ 口９ ７．５YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕９／１２以上 M３５

１２ SK３５ 土師器皿
土器

１１０
内５６

２１
－ 口１１ ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 灯芯油痕１１／１２以上 M３３

１３ SK３５ 土師器皿
土器

１１０
内５６

２１
－ 口６ ５YR７／４

にぶい橙 在地 M３２

１４ SK３６ すり鉢
陶器

－
１０４

（６８）
－ 底６ ２．５YR５／６

明赤褐 肥前 底部糸切り T３１

１５ SK３６ 土師器皿
土器

１１０
内４０

１９
－

口２
底４

１０YR８／４
浅黄橙 在地 T３０

１６ SK３７ 碗
磁器

１０４
４２

５３
－

口１
底１

透明釉
染付

N９／
白 肥前 T３７

１７ SK３７ 碗
磁器

８２
５２

５６
－

口２
底６

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内１重圏線A

高台内銘「大明年製」 T３８

１８ SK３７ 皿
磁器

９８
６１

２６
－ 口１ 透明釉

染付
N７／
灰白 肥前 高台内１重圏線A

銘有 高台砂付着 T３５

１９ SK３７ 皿
磁器

－
１７０

（２０）
－ 底１ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 高台内１重圏線A

高台内ハリ目跡１残 T３６

２０ SK３７ 甕
陶器

１９９
－

（６３）
－ 口２ 鉄釉 ２．５Y７／２

灰黄 不明 T３４
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１ SK３８ 蓋
磁器

１１４
２４

返９９
－ 口３ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 T３３

２ SK３８ 碗
陶器

１１３
４１

５４
－

口２
底６

透明釉
灰釉
色絵

N８／
灰白 京・信

見込目跡２と傷跡１に水
色で絵付
外面色絵（朱・白）
高台砂付着 内面貫入

T３２

３ SK３９ 土師器皿
土器

９０
内４０

１７
－

口６
底６

１０YR８／４
浅黄橙 在地 T２９

４ SK４０ 小坏
磁器

７６
３０

４３
－ 底３ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 M５２

５ SK４０ 碗
陶器

８８
４８

５６
－

口２
底２

透明釉
鉄釉

２．５Y８／３
淡黄 肥前 口紅 M５０

６ SK４０ 土師器皿
土器

１２０
内６１

（２４）
－ 口４ ５YR７／６

橙 在地 M４９

７ SK４０ 土師器皿
土器

１１６
内６６

２７
－ 口３ １０YR８／４

浅黄橙 在地 灯芯油痕３／１２以上 M５１

８ SK４２ 皿
磁器

１０６
６６

２５
－

口１
底３

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内１重圏線A M４８

９ SK４１ 碗
磁器

１４４
－

（５８）
－ 口３ 透明釉

色絵
N９／
白 肥前 色絵（青、緑、黒） M４４

１０ SK４１ 碗
磁器

９０
５７

６３
－

口３
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内１重圏線Aと B

の間 M４０

１１ SK４１ 瓶
磁器

－
６０

（９０）
胴８８ 底５ 鉄釉 N９／

白 不明 畳付砂付着 M４１

１２ SK４１ 仏飯器
磁器

８３
４６

６８
－

口６
底１２ 青磁釉 N７／

灰白 肥前 M４２

１３ SK４１ 皿
磁器

２３６
７０

６３
－

口３
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 見込蛇目釉剥ぎ

高台砂付着 M３７

１４ SK４１ 皿
陶器

１３１
４７

３８
－

口４
底７

透明釉
銅緑釉

２．５Y８／１
灰白 肥前 見込蛇目釉剥ぎ

外面底部無釉 M３８

１５ SK４１ 土師器皿
土器

１１２
内５８

２２
－ 口３ ７．５YR８／３

浅黄橙 在地 M４５

１６ SK４１ 土師器皿
土器

１２０
内６４

２１
－ 口６ ５YR７／６

橙 在地 灯芯油痕３／１２以上 M４６

１７ SK４１ ミニチュア皿
土器

５８
３４

１１
－ 口２ ２．５YR７／８

橙 在地 M４７

１８ SK４１ 土師器皿
土器

１１６
内６８

２３
－ 口３ ７．５YR７／３

にぶい橙 在地 見込穿孔２ヵ所
（大：径１２㎜ 小：径５㎜）M４３
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１ SK４４ 小坏
磁器

７２
３２

５０
－

口４
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 N３２

２ SK４４ 小坏
磁器

－
２６

３９
－ 底１２ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 外：圏線４条 型紙刷 N３１

３ SK４４ 碗
磁器

８４
５８

５５
－ 口５ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 圏線外４条 高台内１条 N３７

４ SK４４ 碗
磁器

８４
６２

６１
－

口３
底３

透明釉
染付

N９／
白 肥前 圏線外３条 高台内１条 N３６

５ SK４４ 碗
磁器

９６
３４

５５
－

口９
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 N３５



－７３－

番号 遺構 器種
種別

法量
遺存
／１２

釉薬
絵付

胎土色調
産地 備考 実測

番号a
b

c
d 外面 内面

６ SK４４ 碗
磁器

８４
５６

６３
－

口２
底５

透明釉
瑠璃釉
鉄釉

N９／
白 肥前 N３３

７ SK４４ ミニチュア銚子
磁器

５６
２８

２１
－

口３
底３

透明釉
染付 色絵

N９／
白 足１個残 ３足か N３４

８ SK４４ 皿
磁器

１３３
４６

３９
－

口３
底８ 青磁釉 N９／

白 肥前 見込蛇目釉剥ぎ N３０

９ SK４４ すり鉢
陶器

３３０
１０４

１２７
－

口５
底１２ 鉄釉 １０Y４／４

赤褐 肥前 回転糸切底 N３８

１０ SK４４ 土師器皿
土器

１１２
内５０

２０
－

口４
底５

７．５YR８／４
浅黄橙 在地 指圧痕 N２７

１１ SK４４ 土師器皿
土器

１１２
内４６

２２
－

口８
底９

７．５YR８／３
浅黄橙 在地 指圧痕 N２９

１２ SK４４ 土師器皿
土器

１１６
内５０

２３
－

口８
底９

７．５YR８／４
浅黄橙 在地 指圧痕 N２８

１３ SK４７ 皿
磁器

１４５
８４

４２
－ 底１２ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 輪花１６弁

蛇目凹型高台 E５１

１４ SK４７ 碗
陶器

１００
－

（３９）
－ 口１ 天目釉 １０YR７／１

灰白 天目茶碗 E６１

１５ SK４７ 土師器皿
土器

８０
内４４

１６
－ 口９ １０YR７／３

にぶい黄橙 在地 掌痕有 E４７

１６ SK４７ 土錘
土製品

３８
９

４０
－ 完形 ５YR７／４

にぶい橙 在地 E５０

１７ SK５０ 高杯
土師器

－
－

（８３）
頸３６ 頸１２ ２．５Y８／２

灰白 内外面摩滅 N４５

１８ SK５０ 土師器皿
土器

１１２
内７０

１９
－ 口４ １０YR７／３

にぶい黄橙 在地 指頭圧痕有 E４６
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１ SK４６ 碗
磁器

１０８
４４

５５
－ 底６ 透明釉

染付
５Y８／１
灰白 肥前 見込蛇目釉剥ぎ

高台砂付着 E４３

２ SK４６ 碗
磁器

１０３
４１

６０
－ 底２

透明釉
青磁釉
染付

N９／
白 肥前 青磁染付 口銹

高台内圏線１条B E４０

３ SK４６ 蓋物
磁器

８４
３４

４３
－ 底８ 透明釉 N９／

白 肥前
口縁部無釉
高台２ヵ所胎土目残
漆継

E３９

４ SK４６ 碗
陶器

１１２
４４

７１
－ 底２ 透明釉

染付 鉄絵
５Y７／１
灰白 京・信 外面底部飛カンナ E４４

５ SK４６ すり鉢
陶器

－
１８０

（６５）
－ 底４ 鉄釉 ５YR５／３

にぶい赤褐 肥前 見込砂目跡２残
底部砂付着 E３７

６ SK４６ 碗
軟質施釉土器

８８
－

５５
－ 口２ 透明釉

白泥 色絵
７．５YR６／６
橙 在地 色絵（緑） E４１

７ SK４６ 土師器皿
土器

１２２
内７７

２０
－ 口１１ ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 灯芯油痕ほぼ全周
掌痕有 E４２

８ SK４６ 土師器皿
土器

１１６
内７０

２０
－ 口６ １０YR８／４

浅黄橙 在地 灯芯油痕５／１２以上 E３８

９ SK４６ 焼塩壺
土器

６８
７６

２６
胴１０４ 底３ ７．５YR７／４

にぶい橙 在地 E３６

１０ SK５８ 土師器皿
土器

８４
内３９

１５
－ 口３ ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 内面ススか
ヨゴレか Q４５

１１ SK５９ 紅皿
磁器

４８
１５

１４
－

口８
底１２ 透明釉 N８／

灰白 肥前 Q４６

１２ SK５９ 碗
磁器

１５６
－

（５１）
－ 口１ 透明釉

染付
７．５YR８／３
浅黄橙 中国 Q４７

１３ SK５９ 風炉
土器

－
１７６

（１３９）
－ 底１０ ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 芯１０YR５／１褐灰
漆継 Q４８

１４ SK６０ 碗
磁器

－
５７

（５２）
－ 底３ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 高台内一重圏線A Q４９

１５ SK６１ 碗
磁器

１０５
４７

６９
－

口１
底８

透明釉
染付

N８／
灰白 肥前 高台畳付砂付着 Q５０

１６ SK６１ すり鉢
陶器

３２６
－

（６７）
－ 口３ 鉄釉 １０R６／６

赤橙 肥前 Q５１

１７ SK６１ すり鉢
陶器

３０６
－

（７０）
－ 口２ 鉄釉 ５YR３／１

黒褐 肥前 Q５２

１８ SK６１ 土師器皿
土器

７８
内２８

２１
－ 口６ ７．５YR７／４

にぶい橙 在地 灯心油痕６／１２以上 Q５４

１９ SK６１ 土師器皿
土器

１１４
（内４４）

２６
－ 口５ ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 灯心油痕５／１２ Q５３
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１ SK６２ 紅皿
磁器

４５
１２

１６
－

口１１
底１２ 透明釉 N９／

白 肥前 M５８

２ SK６２ 碗
磁器

－
５０

（２６）
－ 底１０ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 高台内銘有

「富貴長春」 M５５

３ SK６２ 碗
磁器

１１６
４６

６３
－

口１
底１２

透明釉
染付

N８／
灰白 肥前 高台砂付着

高台内銘有 M５４

４ SK６２ 碗
磁器

９４
３８

６２
－

口３
底５

透明釉
染付

N９／
白 肥前 M５９

５ SK６２ 碗
磁器

－
４６

（４９）
－ 底１

透明釉
青磁釉
染付

N９／
白 肥前 高台砂付着 M５３

６ SK６２ 蓋
陶器

９０
７１

４４
－ 完形

透明釉
染付

白泥 鉄絵

１０YR７／３
にぶい黄橙 M５６

７ SK６２ 土師器皿
土器

１０４
内５８

１８
－ 口２ １０YR７／４

にぶい黄橙 在地 灯心油痕２／１２以上 M５７

８ SK６５ 皿
陶器

１３２
４４

４５
－ 底４ 透明釉

鉄絵
２．５Y８／３
淡黄 肥前 内面に鉄絵有 M６０

９ SK６５ 土師器皿
土器

１１２
内６０

１９
－ 口１ ５YR７／６

橙 在地 M６１

１０ SK６７ 碗
磁器

－
４１

（３３）
－ 底４ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 SK６８と接合 M６２

１１ SK６８ 小杯
磁器

６０
－

（３２）
－ 口３ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 M６３

１２ SK６８ 小杯
磁器

４８
２２

３６
－ 底３ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 M６４

１３ SK７０ 碗
磁器

９５
４８

６０
－ 底１２ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 高台内銘・一重圏線

高台砂付着 M６５

１４ SK７３ 猪口
磁器

６４
３７

５０
－ 底１２ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 高台砂付着 M６８

１５ SK７３ 小坏か
陶器

－
３０

（３１）
－ 底１２ 透明釉

染付
１０YR６／４
にぶい黄橙 肥前 餌猪口か

底部糸切 M６７

番号 遺構 器種
種別

法量
遺存
／１２

釉薬
絵付

胎土色調
産地 備考 実測

番号a
b

c
d 外面 内面

１６ SK７３ 小甕か
陶器

６８
－

（５１）
胴７６ 口３ 灰釉か

藁灰釉か
１０R５／６
赤 M６６

１７ SK７３ 土師器皿
土器

１２０
内６９

２２．５
－ 口２ ７．５YR７／４

にぶい橙 在地 灯心油痕２／１２以上 M６９

１８ SK７６ 小坏
土器

５６
２４

２１
－ 底１１ 透明釉

上絵
７．５YR８／４
浅黄橙 在地 施釉土器

型打ち成形 M７０

１９ SK７６ 土師器皿
土器

１１６
内７４

２２
－ 口６ ７．５YR８／４

浅黄橙 在地 灯心油痕１か所以上 M７１

２０ SK７６ 土師器皿
土器

１１６
内７３

１９
－ 口４ １０YR７／４

にぶい黄橙 在地 掌痕有 M７２

２１ SK７７ 小坏
磁器

５３
－

（３５）
－ 口５ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 T４９

２２ SK７７ 小壺
磁器

２８
３０

４３
－

口７
底１１

透明釉
染付

N８／
灰白 肥前 底部外面無釉

内面施釉 T５１

２３ SK７７ 小壺
磁器

３７
－

（５５）
－ 口２ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 T５０

２４ SK７７ 碗
磁器

９１
５０

６１
－

口６
底９

透明釉
染付

N９／
白 肥前 T５２

２５ SK７７ 碗
磁器

９０
５４

６４
－

口１１
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内圏線A T５３

２６ SK７７ 皿
磁器

１３０
５４

３０
－

口３
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 口紅

高台砂付着 T４８

２７ SK７７ 碗
陶器

８８
４６

６２
－ 口１０ 鉄釉 １０YR６／３

にぶい黄橙
越中
瀬戸 高台無釉 T４６

２８ SK７７ 碗
陶器

－
５１

（５６）
－ 底１２ 灰釉 １０YR８／２

灰白
瀬戸
美濃 見込ハリ目跡３残 T４５

２９ SK７７ 皿
陶器

１４６
６７

３４
－

口１
底１１ 長石釉 ２．５Y８／２

灰白 美濃 内外面貫入
志野 T４７

３０ SK７７ 土師器皿
土器

７６
内２６

１７
－ 完形 １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕５ヵ所 T４１

３１ SK７７ 土師器皿
土器

８０
内３４

２１
－ 口１０ １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕６残 T４２

３２ SK７７ 土師器皿
土器

８０
（内２６）

２０
－ 口３ １０YR８／３

浅黄橙 在地 型打成形
灯芯油痕１／１２以上 T４３
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１ SK７８ すり鉢
陶器

（２８）
－

４１
－

口１
以下 鉄釉 １０YR８／２

灰白
瀬戸
美濃 T４０

２ SK７８ 土師器皿
土器

１３０
内６４

２５
－ 口１１ ７．５YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕ほぼ全周 T３９

３ SK８０ 蓋
陶器

２０２
摘－

（２０）
受１７６ 口２ 灰釉

白泥
７．５YR８／３
浅黄橙

外面桜刻印
内面施釉 Q５９

４ SK８０ 鉢
陶器

３４４
１９５

２２６
－

口１０
底３

灰釉
緑釉
鉄釉

５Y８／１
灰白

瀬戸
美濃

漆継 浮文
見込胎土目跡１残
内面接合痕

Q６０

５ SK８７ 土師器皿
土器

１０８
内４３

２４
－ 口３ １０YR８／３

浅黄橙 在地 Q５７

６ SK８７ 土師器皿
土器

１３４
内６６

２７
－ 口２ ７．５YR８／３

浅黄橙 在地 Q５８

７ SK９４ 火入
磁器

５７
－

（６４）
胴６４ 口４ 青磁釉 N８／

灰白 釘彫り Q５５

８ SK９４ 土師器皿
土器

１１６
内５２

２２
－ 口１ ２．５YR６／６

橙 在地 灯芯油痕１／１２以上 Q５６

９ SK８５ 碗
磁器

９０
４８

７６
－ 底７ 透明釉

染付
N８／
灰白 肥前 高台内銘有 E７４

１０ SK８５ 碗
磁器

８４
５２

７４
－ 底６ 透明釉

染付
N７／
灰白 肥前 高台内砂付着 E５７

１１ SK８５ 皿
磁器

１７２
９６

３０
－ 底２ 透明釉

染付
N７／
灰白

中国
�州

高台内無釉部分有
高台に砂付着 E６０

１２ SK８５ 小坏
陶器

６０
３２

４２
－ 底１２ 灰釉 １０YR７／１

灰白 肥前 E５６

１３ SK８５ 茶入
陶器

－
４２

（５４）
－ 底１２ 藁灰釉

鉄釉
２．５Y７／１
灰白 不明 E５９

１４ SK８５ 碗
陶器

１００
－

（５３）
－ 口３ 灰釉 ２．５Y８／１

灰白 肥前 E７２

１５ SK８５ 皿
陶器

－
４５

（２９）
－ 底１２ 灰釉 N７／

灰白 肥前 見込砂目跡３残
高台砂目跡３残 E７３

１６ SK８５ 皿
陶器

１２４
４３

３４
－ 底１２ 灰釉 １０YR６／２

灰黄褐 肥前 見込砂目跡３残
外面底部砂目跡３残 E５８

１７ SK８５ 水盤か
陶器

１６０
－

（５５）
肩１８８ 口３ 透明釉

白泥 鉄絵
２．５Y７／１
灰白 不明 漆継痕 刷毛目 E６６

１８ SK８５ 火入か
陶器

１４０
９９

８６
－ 底６ 鉄釉

白泥
１０YR６／３
にぶい黄橙 不明 ３足中１足残存 E６９
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１ SK８５畦 鉢
陶器

３４６
１０６

１０４
－ 底７ 透明釉

鉄絵
２．５YR６／４
にぶい橙 肥前 見込砂目跡４残

高台砂目跡５残 E５３

２ SK８５ すり鉢
陶器

３２９
－

（１０１）
－ 口２ 鉄釉 ５YR４／６

赤褐 肥前 E６５

３ SK８５ すり鉢
陶器

－
１１２

（７３）
－ 底２ 鉄泥 １０YR７／３

にぶい黄橙
越中
瀬戸 底部糸切 E６４

４ SK８５畦 甕
陶器

１３９
－

（１３１）
肩１８０ 口１ 鉄釉 ７．５YR４／１

褐灰 肥前 内面当具痕
口縁部溶着痕有 E７５

５ SK８５ 土師器皿
土器

８６
内５８

１９
－ 口８ １０YR７／３

にぶい黄橙 在地 灯芯油痕１ヵ所以上 E５２

６ SK８５ 土師器皿
土器

１２０
内７６

２４
－ 口９ ２．５Y８／２

灰白 在地 灯芯油痕全周か E６８

７ SK８５ 土師器皿
土器

１０８
内７３

２４
－ 口６ １０YR８／２

灰白 在地 灯芯油痕全周か E６３

８ SK８５ 土師器皿
土器

１１２
内７８

２０
－ 口２ １０YR８／２

灰白 在地 外面指頭圧痕 E７０

９ SK８５畦 土師器皿
土器

１１６
内６４

２５
－ 完形 １０YR８／４

浅黄橙 在地 E７１

１０ SK８５ 土師器皿
土器

１０４
内６９

２２
－ 底１２ １０YR７／２

にぶい黄橙 在地 E５４

１１ SK８５ 土師器皿
土器

１２０
内８８

２２
－ 口６ ５Y３／２

オリーブ゛黒 在地 底部ムシロ目跡有 E５５

１２ SK８５ 土師器皿
土器

１０２
内５４

２１
－ 口９ １０YR８／２

灰白 在地 E６２

１３ SK８５ 土師器皿
土器

１１８
内８０

２３
－ 口２ １０YR６／１

褐灰 在地 外面剥離多
油痕有 E６７
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１ SE０２ 碗
陶器

－
３４

（２２）
－ 底６ 灰釉 ５YR６／４

にぶい橙 京・信 碁筍底 M７８

２ SE０２ 碗
陶器

－
５０

２９
－ 底１２ 透明釉

染付
N８／
灰白 肥前 陶胎染付 M７９



－７４－

番号 遺構 器種
種別

法量
遺存
／１２

釉薬
絵付

胎土色調
産地 備考 実測

番号a
b

c
d 外面 内面

３ SE０２ すり鉢
陶器

－
１２７

（６０）
－ 底１２ 鉄泥 ５YR７／４

にぶい橙 須佐
見込に重ね焼痕有
全面に鉄泥
高台内にノミ痕

M７７

４ SE０２ 土師器皿
土器

１４０
内１００

（２７）
－ 口２ ５YR７／６

橙 在地 凹線一条 M８０

５ SE０３ 紅皿
磁器

５５
１８

１４
－ 完形 透明釉 N８／

灰白 肥前 N６

６ SE０３ 碗
磁器

９２
５０

６１
－

口５
底１２

透明釉
染付

N８／
灰白 肥前 N７

７ SE０３ 小皿
磁器

９４
３０

２２
－ 完形 透明釉 N８／

灰白 肥前 型打成形 N８

８ SE０４ 瓶
陶器

１３８
－

（８６）
頸９３ 口３ 鉄釉 ７．５YR４／３

にぶい褐 不明 漆継 E３５

９ P２ 皿
陶器

－
４４

（２０）
－ 底７ 灰釉 N７／

灰白 肥前 見込胎土目１残
高台胎土目２残 M９１

１０ P２ 瓶
陶器

－
８８

（４３）
－ 底２ 不明 １０R６／８

赤橙 肥前 M９２

１１ P２ 土師器皿
土器

１００
内５７

２１
－ 口６ １０YR８／４

浅黄橙 在地 M９３

１２ P３ 皿
陶器

９６
－

（１５）
－ 口２ 灰釉 １０YR８／１

灰白
瀬戸
美濃 M７３

１３ P７ 碗
陶器

１２０
－

（４１）
－ 口１ 透明釉

鉄絵
２．５Y８／３
淡黄色 京・信 M７５

１４ P１１ 植木鉢
施釉土器

－
９２

（５４）
－ 底３ 透明釉 ５YR８／４

淡橙 在地 穴径２０mm M７６

１５ SD０１ 甕
土師器

１８８
－

（３５）
頸１５２

口１
頸１

２．５YR６／６
橙

５YR７／６
橙

砂○赤○焼○
外面擬凹線有
内外面摩滅

E９３

１６ SD０１ 甕
土師器

１７６
－

（３６）
頸１５２ 口２ １０YR８／２

灰白
１０YR８／２
灰白

礫◎砂◎赤△焼○
外面スス付着
口縁部指頭圧痕有
内外面摩滅

T８４

１７ SD０１ 甕
土師器

１５８
－

（３９）
頸１３３

口１
頸１

１０YR７／３
にぶい
黄橙

１０YR８／２
灰白

礫○砂○骨△赤△焼○
外面スス付着
外面ナデ 内面摩滅

T８２

１８ SD０１ 甕
土師器

１６１
－

（３７）
頸１３８

口１
頸１

１０YR８／２
灰白

１０YR８／２
灰白

砂◎赤△焼○
内外面摩滅 T８１

１９ SD０１ 甕
土師器

（１３６）
－

（４２）
（ 頸
１１２）

口１
以下

１０YR６／１
褐灰

１０YR７／２
にぶい
黄橙

礫○砂○赤△焼○
内外面ナデ T８５

２０ SD０１ 甕
土師器

１４４
－

（８０）
頸１２８ 口１２ ５YR７／４

にぶい橙
５YR７／４
にぶい橙

礫○砂△赤△焼○
外面摩滅
内面摩滅、ケズリ

M１０６

２１ SD０１ 甕
土師器

２３０
－

（５６）
頸１９０

口１
以下

１０YR８／２
灰白

１０YR８／２
灰白

砂△赤△焼○
外面摩滅
内面摩滅、ハケ

E９８

２２ SD０１ 底部
土師器

－
４４

（３８）
－ 底１２ ７．５YR８／４

浅黄橙
７．５YR７／３
にぶい橙

礫◎砂△赤△焼○
内外面摩滅 M１０４

２３ SD０１ 底部
土師器

－
６４

（３０）
－ 底３ １０YR８／３

浅黄橙
５Y８／１
灰白

礫△砂△赤○焼○
底部内面黒斑
外面摩滅 内面ハケ

E９４

２４ SD０１ 壺
土師器

１８４
－

（７４）
－ 口２ ２．５Y６／１

黄灰
１０YR８／２
灰白

礫△砂△赤△焼○
口縁段有
内外面ナデ 摩滅

T８３

２５ SD０１ 底部
土師器

－
（５４）

（２１）
－ 底５

１０YR７／４
にぶい
黄橙

１０YR７／４
にぶい
黄橙

砂△骨△赤△焼○
外面摩滅 内面ハケ T８６

第２９図

１ SD０１ 壺
土師器

９６
－

（４６）
頸５５

口３
頸３

１０YR８／４
浅黄橙

７．５YR８／４
浅黄橙

砂△赤○焼○
内外面摩滅 E９５

２ SD０１ 壺か
土師器

１１６
－

（２０）
－ 口１ ７．５YR８／４

浅黄橙
７．５YR７／３
にぶい橙

砂△赤△焼○
外面ナデ 内面摩滅 E９７

３ SD０１ 高杯
土師器

１７０
－

（１２３）
頸３１

口３
頸１２

１０YR７／３
にぶい
黄橙

１０YR７／２
にぶい
黄橙

礫○砂○骨○赤△焼○
外面摩滅
内面ハケ→ミガキ・ナ
デ

T８７

４ SD０１ 高杯
土師器

－
－

（３２）
－

７．５YR８／３
浅黄橙

７．５YR８／３
浅黄橙

礫△砂△赤△焼○
内外面摩滅 M１０５

５ SD０１ 高杯
土師器

－
－

（７７）
頸３４ 頸６ １０YR８／２

灰白
１０YR８／２
灰白

礫△砂○赤△焼○
内外面摩滅 T８８

６ SD０１ 高杯
土師器

－
－

（６１）
頸３４ 頸１２ ２．５YR７／８

橙
２．５YR７／８
橙

礫△砂△骨△赤△焼○
内外面摩滅 M１０８

７ SD０１ 脚部
土師器

－
－

（７２）
頸３２ 頸１２ １０YR８／３

浅黄橙
１０YR８／３
浅黄橙

砂△赤△焼○
内外面摩滅 M１０９

８ SD０１ 脚部
土師器

－
１１２

（４３）
－ 底３ １０YR７／１

灰白
１０YR４／１
褐灰

礫△砂△焼○
内外面摩滅 M１０７

９ SD０１ 脚部
土師器

－
１００

（３６）
－ 底２

１０YR７／３
にぶい
黄橙

５YR７／３
にぶい橙

砂△赤△焼○
内外面摩滅 E９６

１０ SD０１ 小型壺
土師器

－
１４

（４８）
胴６８ 底１２ ５YR７／４

にぶい橙
１０YR８／４
浅黄橙

砂△赤◎焼○
底部外面黒斑
内外面摩滅

E９９

１１ SD０１ �形土器
土師器

－
１７

（７０）
頸５４
胴８８

底１２ ７．５YR８／８
黄橙

５YR７／１
明褐灰

砂△赤△焼○
穴径１１㎜ 黒斑
外面ハケ 内外面摩滅

M１１０

１２ SD０３ 土師器皿
土器

１０８
－

（２３）
－ 口２ １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕２／１２以上 T５４

１３ SD０４ 碗
磁器

８７
４６

７０
－

口５
底１２

透明釉
瑠璃釉
染付

N９／
白

瀬戸
美濃

外面釘彫、焼継
外面瑠璃釉
口縁内面に染付

Q６３

１４ SD０４
上

鉢
磁器

１３７
７０

５０
－

口２
底１２ 透明釉 N９／

白 肥前
菊形 高台一部砂付着
漆継 ２５花弁 型打ち
内面に菊紋３か所残

Q６２

番号 遺構 器種
種別

法量
遺存
／１２

釉薬
絵付

胎土色調
産地 備考 実測

番号a
b

c
d 外面 内面

１５ SD０４
上

皿
硬質施釉陶器

１４６
９６

３０
－

口１
底４ 透明釉 ２．５Y８／２

灰白 九谷 Q６１

１６ SD０４
上

すり鉢
陶器

３７４
１６８

１５２
－

口３
底３

鉄泥
鉄釉

１０YR８／３
浅黄橙 九谷

内面～外面鉄釉
外面下部鉄泥
内面胎土目痕１残

Q６４

１７ SD０５ 皿
磁器

１２５
４５

４２
－

口８
底１２ 青磁釉 N９／

白 肥前 見込蛇目釉剥ぎ
高台砂付着 漆継痕 T５５
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１ SD０６ 甕
須恵器

－
－

（５０）
頸１５６ 頸２ １０YR７／１

灰白
外面タタキ・ナデ・ハケ
内面当具痕・ナデ N４６

２ SD０６ 碗
磁器

８６
３３

５４
－

口３
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 T５７

３ SD０６ すり鉢
陶器

１４０
６８

４７
－

口１
底１ 鉄釉 １０YR６／１

褐灰 不明 釉薬二度掛け T５６

４ SD０６ 土師器皿
土器

８４
内４２

１５
－ 口１０ １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕１ヵ所
拳痕有 M７４

５ SX０２ 皿
陶器

１０６
２９

３７
－

口６
底１２ 灰釉 ５YR７／６

橙 肥前 見込胎土目痕４ヵ所残
口縁部歪み大 Q７７

６ SX０２ 碗
陶器

－
５２

（１８）
－ 底６ 灰釉 １０YR８／２

灰白 肥前 高台内刻印「森」
京焼風陶器 Q７６

７ SX０２ 土師器皿
土器

１２０
内６０

２３
－ 口２ ２．５YR７／８

橙 在地 灯芯油痕１／１２以上 Q７８

８ SX０１ 小坏
磁器

５８
１５

２６
－

口９
底１２

透明釉
色絵

N９／
白 肥前 色絵（赤） Q６８

９ SX０１ 碗
磁器

１０６
－

（６３）
－ 口５ 透明釉

染付
N８／
灰白 肥前 高台内銘「大明年製」

高台内１重圏線A 漆継 Q７１

１０ SX０１ 碗
磁器

９２
３２

５７
－

口１１
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 Q７４

１１ SX０１ 蓋物
磁器

９４
４２

５２
－

口５
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 Q７３

１２ SX０１ 碗
磁器

１０２
３５

５０
－

口９
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前か 貫入有 Q７２

１３ SX０１ 皿
磁器

－
１０７

（３６）
－ 底２ 透明釉

染付 色絵
N９／
白 肥前 色絵（赤・黄・緑） Q７５

１４ SX０１ 皿
磁器

１４２
８３

４１
－ 底１２ 透明釉

染付
N８／
灰白 肥前

高台内銘「渦福」
蛇目凹型高台
口縁輪花

Q７０

１５ SX０１ 蓋
磁器

１０１
摘３６

２６
受８８ 口８ N９／

白 肥前 Q６９

１６ SX０１ 碗
陶器

９９
４２

５９
胴１０４

口９
底１２

鉄釉
長石釉

１０YR８／１
灰白

瀬戸
美濃か Q６７

１７ SX０１ 土師器皿
土器

１１６
内６６

（２０）
－ 口２ ７．５YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕２／１２以上 Q６５

１８ SX０１ 灯明皿
施釉土器

１１２
－

（１６）
－ 口１ 透明釉 １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕１／１２以上 Q６６

１９ SX０５ 水滴
陶器

３６
１５

－
－ 灰釉 ２．５Y８／２

灰白 不明 内面無釉 型押成形 T７３

２０ SX０５ 碗
磁器

８４
５０

６０
－

口７
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前

畳付無釉、砂付着
高台内一重圏線A
高台内銘「大明年製」

T７４

２１ SX０５ 土師器皿
土器

１２４
内５０

２１
－ 口３ ７．５YR７／４

にぶい橙 在地 T７２

２２ SX０５ 土師器皿
土器

１１４
内４０

２２
－ 口３ ７．５YR７／４

にぶい橙 在地 灯芯油痕３／１２以上 T７１

２３ SX０５ 土師器皿
土器

１１６
内４０

２２
－

口６
底６

７．５YR８／４
浅黄橙 在地 灯芯油痕３ヵ所残

１／１２以上 T７０
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１ SX０３ 紅皿
磁器

６２
１９

２３
－

口７
底８ 透明釉 N９／

白 肥前 畳付無釉 型押成形
陽刻文（蛸唐草） T６９

２ SX０３ 小坏
磁器

６６
２７

３９
－

底１２
口５

透明釉
染付

N９／
白 肥前 畳付無釉 T６７

３ SX０３ 碗
磁器

８８
３６

５７
－

口６
底４

透明釉
染付

N９／
白 肥前 畳付無釉 T６８

４ SX０３ 皿
磁器

１４８
９２

４５
－

口１
底４

N９／
白 肥前 輪花２４弁

蛇目凹型高台 T６３

５ SX０３ 皿
陶器

１３０
４８

５２
－

口２
底１０

２．５Y８／３
浅黄 肥前

内面目跡１個残
高台内「柴」刻印
京焼風陶器 呉須絵

T６４

６ SX０３ 鉢
陶器

２７２
８６

８０
－

口１
底６

透明釉
鉄釉

２．５Y８／２
灰白 九谷か 高台内墨書有 漆継

内面ハリ目痕３残 T６６

７ SX０３ 土師器皿
土器

８２
内３２

１７
－ 口１１ ７．５YR７／４

にぶい橙 在地 T５９

８ SX０３ 土師器皿
土器

７４
内４０

１５
－ 口７ １０YR８／２

灰白 在地 T６０

９ SX０３ 土師器皿
土器

１１６
内５０

２２
－ 口１０ １０YR８／３

浅黄橙 在地 灯芯油痕７／１２以上 T６１

１０ SX０３ 火鉢
土器

－
－

（９５）
２００ 底３ １０YR８／３

浅黄橙 在地 外面赤色漆塗布
３足か T６５

１１ SX０３ 焼塩壺
土器

４８
９４

３２
６４

口４
底２

１０YR７／４
にぶい黄橙 在地 T５８

１２ SX０４ ミニチュア碗
磁器

３６
１４

２１
－

口６
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 M１０３

１３ SX０４ 小坏
磁器

５２
１４

２８
－

口３
底７

透明釉
色絵

N９／
白 肥前 色絵（金・朱・不明） T７６

１４ SX０４ 小坏
磁器

４４
２６

２４
－

口３
底３

透明釉
染付

N９／
白 肥前 T７７

１５ SX０４ 小坏
磁器

５８
２８

２０
－

口８
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 T７８

１６ SX０４ 小坏
磁器

５６
２４

２２
－

口２
底４ 透明釉 N９／

白 肥前 T７５

１７ SX０４ 小坏
磁器

５４
２２

３１
－ 底１２ 透明釉

染付
N８／
灰白 肥前 外面底部カンナ目 E８７

１８ SX０４ 碗
磁器

８８
４２

４２
－ 底６ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 E８４

１９ SX０４ 碗
磁器

８０
２８

４７
－ 底６ 透明釉

染付
７．５Y８／１
灰白 肥前 E８０

２０ SX０４ 碗
磁器

８３
３２

５６
－ 底１２ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 E８２

２１ SX０４ 碗
磁器

１０２
３８

５２
－

ほぼ
完形 透明釉 N９／

白 肥前 E８３

２２ SX０４ 碗
磁器

１０１
－

（３６）
－ 口５ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 E８１



－７５－

番号 遺構 器種
種別

法量
遺存
／１２

釉薬
絵付

胎土色調
産地 備考 実測

番号a
b

c
d 外面 内面

２３ SX０４ 皿
磁器

１０４
６７

２３
－ 底１２ 透明釉

染付
N９／
白 肥前 輪花６弁 M９９

２４ SX０４ 皿
磁器

１２８
７４

３４
－ 底６ 透明釉

染付
N８／
灰白 肥前 焼継ぎ 二次被熱

高台内１重圏線A M１００

２５ SX０４ 皿
磁器

１３４
７４

３９
－ 底６ 透明釉

染付
N８／
灰白 肥前 高台内１重圏線A

高台内銘有 E８５

２６ SX０４ 仏飯器
磁器

－
４２

（４３）
－ 底１２ 透明釉

染付
N８／
灰白 肥前 E８６

２７ SX０４ 碗
陶器

１１６
５４

７４
－ 底８ 透明釉

白泥
５YR７／８
橙 肥前 刷毛目 二次被熱 M９６

２８ SX０４ 碗
陶器

８９
３８

６７
－ 底１２ 透明釉

白泥
２．５YR５／３
にぶい赤褐 肥前 刷毛目 M８４
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１ SX０４ 碗
陶器

９３
３７

６３
－ 底１２ 透明釉

鉄泥 白泥
N８／
灰白 京・信 色絵（白泥）

高台内一部鉄泥 M８６

２ SX０４ 碗
陶器

１１０
４７

７２
－ 底９ 灰釉

緑釉
２．５Y８／２
灰白 肥前 呉器手 漆継

二次被熱 M９５

３ SX０４ 碗
軟質施釉陶器

１２８
５６

７９
－

口３
底１２ 灰釉 ２．５Y８／３

淡黄 在地 内面黒色付着物
底部スス付着 二次被熱 M９４

４ SX０４ 鉢
陶器

２１６
１０８

７０
－ 底６ 鉄釉 N８／

灰白 不明 ３足 M８１

５ SX０４ 不明
陶器

－
６３

（２８）
－ 底４ 鉄泥

白泥
１０R６／８
赤橙 不明 ３足 M１０２

６ SX０４ 蓋
陶器

５０
摘３３

１９
受４０ 受１２ 透明釉 ７．５R４／４

にぶい赤 不明 M８７

７ SX０４ すり鉢
陶器

２８０
－

（７３）
－ 口１ 鉄泥 ２．５YR７／６

橙 須佐 M９８

８ SX０４ 甕
陶器

１８２
－

（１３３）
肩２０４ 口２ 灰釉

鉄釉
N８／
灰白 不明 鉄釉流し掛け M８２

９ SX０４ 鉢
陶器

２９０
－

（１２０）
－ 口１ 灰釉 緑釉

藁灰釉
１０YR８／１
灰白 不明 藁灰釉流し掛け M８３

１０ SX０４ 灯明皿
陶器

１０８
９０

１５
－ 底１２ 鉄泥

（内面のみ）
５YR４／６
赤褐 不明 ロクロ 灯芯油痕全周 E９０

１１ SX０４ 土師器皿
土器

１１６
内７２

２５
－ 完形 ７．５YR７／６

橙 在地 掌痕有
灯芯油痕４ヵ所 E７７

１２ SX０４ 土師器皿
土器

１１６
内７４

２２
－ 口１１ １０YR８／３

浅黄橙 在地 外面底部酸化物付着
灯芯油痕１０／１２以上 E７８

１３ SX０４ 土師器皿
土器

１２０
内８０

２４
－

ほぼ
完形

１０YR８／４
浅黄橙 在地 灯芯油痕ほぼ全周 E８９

１４ SX０４ 土師器皿
土器

８８
内２８

１４
－ 口３ ２．５Y７／３

浅黄 在地 E７６

１５ SX０４ 土師器皿
土器

８８
内５０

１７
－ 口９ １０YR７／４

にぶい黄橙 在地 灯芯油痕５ヵ所以上 E７９

１６ SX０４ 土師器皿
土器

７６
内３８

１５
－ 口６ １０YR７／６

明黄褐 在地 指頭圧痕有 E８８

１７ SX０４ 土師器皿
土器

２００
１１０

３７
－ 口６ １０YR８／３

浅黄橙 在地 ロクロ 内面沈線１条
内外面スス付着 M９７

１８ SX０４ 秉燭
土器

３２
１９

１８
芯１０ 完形 ２．５YR６／６

橙 在地 外面赤味おびる
灯芯油痕１ヵ所 Q８１

１９ SX０４ 焼塩壺蓋
土器

６８
－

８
受５０ 受４ ５YR８／４

淡橙 在地 外面刻印
「七度本屋き塩」 M９０

２０ SX０４ 焼塩壺
土器

３７
５８

１５８
胴８０

ほぼ
完形

５YR８／４
淡橙 在地 歪み大 M８８

２１ SX０４ 火鉢
土器

１４０
１２０

７４
－ 底１２ ７．YR７／３

にぶい橙 在地 口縁部使用痕（敲打）
外面花形刻印８残 ３足 M８５

２２ SX０４ 火鉢
土器

１３３
１１０

７８
－ 底３ ７．５YR８／３

浅黄橙 在地 口縁部使用痕（敲打）
外面花形刻印７残 ３足 M８９
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１ SX０６ 小坏
磁器

５８
２９

１８
－

口２
底３ 透明釉 N９／

白 肥前 N６０

２ SX０６ 小坏
磁器

５６
２５

３４
－

口５
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 N６２

３ SX０６ 小坏
磁器

８０
３６

５０
－

口４
底４

透明釉
染付

N８／
灰白 肥前 N６４

４ SX０６ 碗
磁器

８８
５４

５７
－

口８
底１２

透明釉
染付

N９／
白 肥前 N６９

５ SX０６ 碗
磁器

８８
５６

５８
－

口４
底１１

透明釉
染付

N９／
白 肥前 高台内銘「大明年製」 N６８

６ SX０６ 碗
磁器

１３２
５６

５１
－

口３
底６

透明釉
染付

N９／
白 九谷 高台内圏線A

高台内銘有 二次被熱 N６７

７ SX０６ 皿
磁器

１３６
８８

３９
－

口１
底７ 透明釉 N９／

白 肥前
口紅 輪花
蛇目凹型高台
高台内焼継印（ガラス描）

N６３

８ SX０６ 合子
磁器

５６
３６

４０
５０ 底４ 透明釉 N９／

白 肥前 合子身 N６１

９ SX０６ 小壺
陶器

－
２８

（４１）
胴６０ 底９ 透明釉

鉄絵
２．５Y８／２
灰白 京・信か N６５

１０ SX０６ 皿
陶器

１４０
５０

４５
－

口２
底１２

透明釉
鉄絵

７．５YR８／２
灰白 京 N６６

１１ SX０６ すり鉢
陶器

３３５
９６

１２７
－

口２
底１２ 鉄釉 １０R４／４

赤褐 肥前 N７１

１２ SX０６ 甕
陶器

２００
－

（２０７）
－ 口３ 鉄釉 ２．５Y７／２

灰黄 肥前か N７０

１３ SX０６ 土師器皿
土器

１１６
内５２

２３
－

口１２
底１０

１０YR８／４
浅黄橙 在地 内外面指頭圧痕

灯芯油痕全周 N５２

１４ SX０６ 土師器皿
土器

１０７
内５５

２０
－

口３
底５

７．５Y８／４
浅黄橙 在地 内外面指頭圧痕 N５４

１５ SX０６ 土師器皿
土器

１１２
内５０

２３
－

口６
底７

７．５Y８／４
浅黄橙 在地 内外面指頭圧痕

灯芯油痕全周 N５３

１６ SX０６ 土師器皿
土器

１１６
内５２

２３
－

口９
底１１

７．５Y８／３
浅黄橙 在地 内外面指頭圧痕

灯芯油痕全周 N５１

１７ SX０６ 土師器皿
土器

１２０
内５２

２０
－

口２
底３

２．５Y７／６
橙 在地 内外面指頭圧痕 N５５

１８ SX０６ 土師器皿
土器

７６
内４２

１９
－

口１１
底１２

７．５YR８／４
浅黄橙 在地 内外面指頭圧痕

内外面スス付着 N５８

１９ SX０６ 土師器皿
土器

８４
内３２

１８
－

口７
底５

１０YR７／３
にぶい黄橙 在地 内外面指頭圧痕

内外面スス付着 N５７

２０ SX０６ 土師器皿
土器

８０
内３７

１７
－

口３
底３

１０YR７／３
にぶい黄橙 在地 内外面指頭圧痕

内面スス付着 N５６

２１ SX０６ 土師器皿
土器

８４
内３６

２２
－

口６
底１２

７．５YR８／４
浅黄橙 在地 底部回転糸切痕

内外面指頭圧痕 N５９

２２ SX０６ 土錘
土製品

４６
１２

４０
－

ほぼ
完形

５YR７／６
橙 在地 赤色粒並 N５０

２３ SX０７ 小坏
磁器

５６
２６

３２
－

口２
底４ 透明釉 N８／

灰白 肥前 畳付砂付着 T８０

番号 遺構 器種
種別

法量
遺存
／１２

釉薬
絵付

胎土色調
産地 備考 実測

番号a
b

c
d 外面 内面

２４ SX０７ 碗
磁器

－
３４

（３１）
－ 底１２ 透明釉

染付
N８／
灰白 肥前 二次被熱 T７９
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１ 整地層 蓋物
磁器

１０８
７８

８３
－

口７
底８

透明釉
染付

N９／
白 肥前 N４１

２ 整地層 皿
磁器

－
８４

（３０）
－ 底６ 透明釉

染付
N８／
灰白 九谷 内面墨弾き技法 N４０

３ 整地層 蓋
磁器

４４
８

１７
２８ 口７ 透明釉

染付 色絵
N９／
白 肥前 色絵（朱） N４２

４ 整地層 鉢
陶器

３７６
－

（７８）
－ 口１ 透明釉 鉄釉

白泥 緑釉
５YR５／１
褐灰 肥前 二彩 刷毛目

見込胎土目１・砂目２残 N４３

５ 整地層 鉢
陶器

－
－

（４０）
－ 破片 ５Y６／１

灰 珠洲 N４４

６ 攪乱 土鍋
陶器

１８０
－

（８４）
１９８ 口１２ 鉄釉 ２．５Y８／１

灰白 京・信 口縁部スス付着
底部スス付着 E９２

７ 攪乱 土師器皿
土器

１０８
内５８

２５
－ 底１０ ２．５Y７／１

灰白 在地 底部中央穿孔１ヵ所
（径６㎜） E９１

第７表 貝製品観察表

番号 遺構・層位 種別 最大長 最大幅 最大厚 重量 g 色調 備考 実測
番号
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８ SD０４ 杓子か １０５ ７８ １３ 牡蠣貝
孔径表４㎜、裏６㎜ E１３３

第８表 金属製品観察表

番号 遺構 種別 材質 法量 a 法量 b 法量 c 法量 d 法量 e 重量（g） 備考 実測
番号
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９ SK８８ 寛永通寶 銅 ２３．０ ２４．０ ６．０ ６．０ ９．０ ２．６０ 新寛永 E１０３

１０ SK８８ 寛永通寶 銅 ２４．０ ２４．０ ６．０ ６．０ １．２ １．９５ 古寛永 E１０２

１１ 整地層 古銭 銅 （２０．０） ２４．０ ８．０ ８．０ １．０ １．７０「□宋通寶」 M１１９

１２ 整地層 寛永通寶 銅 ２５．３ ２５．４ ６．０ ６．０ １．３ ３．２０ 新寛永 T１０２

１３ 整地層 寛永通寶 銅 ２２．８ ２３．１ ６．９ ６．９ １．１ １．７２ 新寛永 T１０４

１４ 整地層 寛永通寶 銅 ２５．５ ２５．５ ６．２ ６．２ １．５ ３．４９ 新 寛 永 背 上 に
「文」 T１０５

１５ 整地層 寛永通寶 銅 ２５．４ ２５．４ ６．４ ６．４ １．３ ２．９６ 古寛永 T１０３

１６ 整地層 寛永通寶 銅 ２５．０ ２５．０ ６．０ ６．０ １．０ ７．９０２枚溶着 古寛永 M１１８

１７ 整地層 古銭 銅 ２２．０ ２２．０ ８．０ ８．０ ０．８ １．１０ 判読不明 M１２０

１８ SK２０ 煙管雁首 銅 ５５．０ １２．０ １０．０ １４．０ ５．８０ M１１６

１９ SK２１ 煙管吸口 真鍮
（銀メッキ） ５６．５ ４０．０ １２０．０ ９．０６ 羅宇残存外面に鶴の文様 T１０１

２０ SD０４ 煙管雁首 銅 （４６．０） １６．０ ９．０ １５．０ ３．３０ 羅宇残存 M１１７

２１ SK４６ 不明 銅 ５７．０ ６２．０ ６５．０ ２５．８６ 直径５４㎜ E１００

２２ SK２９ 匙か 銅 （１３１） ２９．０ １．０ ４．９６ E１０１

２３ SX０４ 不明 銅 １１７．０ １．０ １．０ １．５０ M１１５

２４ SK２９ 不明 鉄 １１８．０ １７．０ ５．０ ２０．００ M１１３

２５ SK２９ 刃物 鉄 １５１．０ １７．０ １２．０ ２６．３０ M１１２

２６ SK３０ 釘 鉄 ６３．０ １３．０ ８．０ ７．３７ T９０

２７ SK３０ 釘 鉄 （５０．０） ８．５ ７．５ ４．３５ T８９

２８ SK３０ 釘 鉄 ５１．０ ２０．０ １５．０ １９．４９ T９１

２９ SK３２ 釘 鉄 ７２．０ １６．０ ９．５ １７．０７ T９７

３０ SK３２ 釘 鉄 １００．０ １５．５ ７．５ １１．９５ T９８

３１ SK４１ 釘 鉄 ７１．０ １４．５ ９．５ ９．８６ T９６

３２ SD０３ 釘 鉄 ６４．０ １４．５ ８．０ ８．２５ T９３

３３ SD０３ 釘 鉄 ６９．０ １３．０ ７．０ １１．８７ T９２

３４ SD０４ 舟釘 鉄 １４０．０ ２１．０ １４．０ ６３．００ M１１４

３５ SX０６ 釘 鉄 ８７．０ １５．０ ９．０ １０．８５ T９５

３６ SX０６ 釘 鉄 １０２．０ １８．５ １０．０ ２．２１ T９４

３７ 整地層 釘 鉄 （６７．５） ２４．０ ２６．０ ４５．０７ T９９

３８ 整地層 釘 鉄 ９５．０ ２２．５ ３１．５ ９７．６０ T１００

３９ 整地層 釘か 鉄 １０３．０ ２９．０ ２８．０ １４０．００ M１１１
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第９表 瓦観察表

番号 遺構・層位 種別
表面処理 胎土色 釉色

表面色
法量 a
法量 b

法量 c
法量 d

法量 e
法量 f

重さ
（g） 備考 実測

番号
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１ SK０６ 丸瓦
赤瓦・片面施釉

N４／
灰

５YR４／１
褐灰

（１４９）
（９７）

（１５）
（７０）

－
－ ５００ 光沢無 T１１３

２ SK２７ 平瓦
燻

N８／
灰白

－
－

－
－

－
－ ３３．６ 刻印有「□上」 M１２８

３ SK３１ 丸瓦
燻

N６／
灰

（２６５）
１６４

２４
８２

－
－ １１００ 刺縫痕 T１１２

４ SK３１ 丸瓦
燻

N８
灰白

３０５
１７３

２２
７６

－
－ １４００ 玉縁部分４１㎜

刺縫痕 コビキB M１２６

５ SK３１ 丸瓦
燻

５Y８／１
灰白

－
－

－
－

－
－ １４０ 刻印有

梅鉢か E１１０

６ SK３１ 平瓦
燻

N７／
灰白

（１３２）
（１０２）

１６
－

－
－ ２６５ 刻印有

四つ割り菱か E１０９

７ SK３１ 平瓦
燻

N４／
灰

（３０７）
（１４６）

２２
－

－
－ １５００ 刻印有

「○＋」 T１１０

８ SK３１ 平瓦
燻

N８／
灰白

２９５
２５８

２２
－

－
－ ２８４０ M１２６
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１ SK３１ 平瓦
燻

７．５Y８／１
灰白

３０６
（２８５）

２０
－

－
－ ２６６０ E１０８

２ SK３２ 平瓦
燻

N８
灰白

（１４６）
（１１４）

（２２）
－

－
－ ５３０ E１１３

３ SK３２ 腰瓦
燻

５Y６／１
灰

２９０
（１５５）

２３
－

－
－ １３６０ 漆喰痕有 N７５

４ SK４１ 丸瓦
燻

N８／
灰白

（９９）
（１１５）

２３
（３５）

－
－ ２４０ 玉縁部分４２㎜

穿孔１ 刺縫痕 M１３０

５ SK４１ 平瓦
赤瓦・片面施釉

１０YR８／３
浅黄橙

５YR６／４
にぶい橙

（２３５）
（２５０）

１８
－

－
－ １３５ 光沢無 T１１４

６ SK４１ 腰瓦
燻

５Y６／１
灰

（７４）
－

（２１）
－

－
－ １２４ 漆喰痕有

刻印有「○堺」 N７４

７ SK４１ 腰瓦
燻

N４／
灰

（１１６）
（７０）

２３
－

－
－ ２７５ 刻印有「○十」 N７３

８ SK４１ 腰瓦
燻

N５／
灰

（８４）
（１１２）

２４
－

－
－ ２７０ 漆喰痕有

刻印有「○堺」 N７２
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１ SK５９ 平瓦
燻

N８／
灰白

（６５）
（９０）

２６
－

－
－ １３６ 刻印有「○△」 M１２７

２ SK６０ 腰瓦
燻

５Y７／１
灰白

（７０）
（４５）

２３
－

－
－ ９３．２ 漆喰痕有

刻印有「○堺」 E１１１

３ SK６１ 丸瓦
燻

N８／
灰白

２５２
（９２）

２１
（７０）

－
－ ６１２

外面酸化物付着
玉縁部分３６㎜
刺縫痕 コビキB
棒状圧痕

E１１２

４ SK６２ 平瓦
燻

N５／
灰

（１３９）
（１０３）

２３
－

－
－ ４７０ T１１１

５ SD０４ 平瓦
燻

N８／
灰白

（１４３）
（１５４）

２０
－

－
－ ６００ T１１６

６ SK８８ 軒桟瓦
赤瓦・全面施釉

１０R４／３
赤褐

７．５R３／２
暗赤褐

（３０４）
（３０２）

２１
－

－
１１ ２７５０ 穿孔２箇所

光沢有 M１３１

７ SK９１ 丸瓦
燻

N７／
灰白

（１２６）
（１６０）

２３
７７

－
－ １１７０ E１１４

８ SK９４ 平瓦
燻

N４／
灰

（８１）
（７０）

（２２）
－

－
－ 刻印有「○堺」 T１１５

９ SX０３ 丸瓦
燻

N５／
灰

（２５２）
（９６）

２０
（５３）

－
－ ８００ M１３３

１０ SX０５ 丸瓦
燻

N８／
灰白

－
－

－
－

－
－ ２００ 刻印有「□上」 T１１７

１１ SX０７ 平瓦
赤瓦・片面施釉

７．５Y８／３
浅黄橙

７．５YR５／４
にぶい褐

（１９７）
（１０３）

２１
－

－
－ ９００ 光沢無 E１１５

第３８図

１ SE０３ 鎌桟瓦
燻

N８／
灰白

（１８３）
２４１

１８
－

－
－ ９００ 有孔１ M１２９

２ SX０４ 丸瓦
赤瓦・両面施釉

N７／
灰白

５YR５／４
にぶい赤褐

（１０９）
（９２）

１８
（５２）

－
－ ２８０ 光沢無 M１３２

３ SX０４ 平瓦
燻

５Y７／１
灰白

（１３５）
（１２５）

２２
－

－
－ ５００ T１１８

４ SX０４ 平瓦
燻

N７／
灰白

（１９２）
（１７０）

２０
－

－
－ ９６０ T１１９

５ 整地層 丸瓦
燻

N７／
灰白

－
－

－
－

－
－ １５０ 刻印有「□上」 T１２０

６ 整地層 丸瓦
燻

N７／
灰白

（８５）
（４３）

（１８）
（５２）

－
－ １７０ 刻印有「○カ」 T１２１

７ 整地層 平瓦
燻

２．５Y７／１
灰白

（１１９）
（７８）

２０
－

－
－ ２４０ Q８４

８ 整地層 平瓦
赤瓦・片面施釉

５YR６／４
にぶい橙

７．５YR５／４
にぶい褐

（１０１）
（９０）

１９
－

－
－ ２９５ 光沢無 N７６

９ 整地層 腰瓦
燻

１０Y８／１
灰白

（２２８）
（１２７）

２２
－

－
－ ６４０

漆喰痕有
半円の窪み状
工具痕有

E１１６

１０ 整地層 軒平瓦
燻

N８
灰白

（３６）
（７４）

１８
－

－
－ ５０ E１１７

１１ 整地層
焼土溜まり

面戸瓦
赤瓦・片面施釉

５YR５／３
にぶい赤褐

２．５YR２／１
赤黒

１８８
５４

１８
５３

－
－ ３２０ 光沢有 N７７

１２ 包含層 雁振瓦
燻

N８／
灰白

（１２５）
（１３５）

７０
（２５）

－
－ ６２５ Q８３

第１０表 土人形観察表

番号 遺構 器種
種別

法量
遺存
／１２ 釉薬・絵付

胎土色調
産地 備考 実測

番号a
b

c
d 外面 内面

第３９図

１ SK２９ 土人形
土製品

（３４）
６３

２５
－

７．５YR７／６
橙 在地 天神様 型合中実

穿孔３ヵ所 E３３

２ SK４６ 土人形
土製品

４３
３４

１９
－

１０YR７／４
にぶい黄橙 在地 裃を着た男性

中実 型合 E４５

３ 整地層 土人形
土製品

６７
４８

３８
－

ほぼ
完形

７．５YR７／６
橙 在地 男性座像 中実型合

底部穴１ 左腕付近１ N４８

４ 整地層 土人形
土製品

６８
４４

２１
－

ほぼ
完形

７．５YR７／４
にぶい橙 在地 狛犬 摩滅大

中実型合 底部穴１ N４９

５ SK２９ 土人形
土製品

５５
５５

１２
－

１０YR７／３
にぶい黄橙 在地 墨書か 独楽か

芯に金属の棒状残存 E２１

６ SK５８ 土人形
土製品

径４６
孔径２

高１２
－ 口６ ７．５YR７／６

橙 在地 独楽 穿孔１
表面キラコ雲母 Q４４

７ SK４７ 土人形
土製品

４２
３

９
－ 完形 １０YR７／２

にぶい黄橙 在地 独楽 穿孔１ E４８

８ SX０１ 土人形
土製品

７．５YR８／３
浅黄橙 在地

頭部：高４３幅６５奥行３７
体部：高７９幅８５奥行３５
底部穿孔１

Q８０

９ SX０４ 土人形
土製品

６８
１８

２１
－

１０YR８／２
灰白 在地 魚 型合わせ

背びれ部分穿孔１ Q８２

１０ SK７７ 人形
陶器

１８
１０

２２
－ 完形 透明釉

鉄釉 染付
１０YR８／２
灰白

水鳥
中実 T４４

１１ SX０１ 土人形
土製品

（１１４）
１０１

５４
－

７．５YR７／４
にぶい橙 在地 舟 穿孔２ Q７９

１２ SK４７ 土人形
土製品

５３
２２

１９
－ 完形 ２．５Y８／２

灰白 在地 舟 中実 E４９

１３ SX０３ 土人形
土製品

６９
７０

３３
－

１０YR８／３
浅黄橙 在地 台座 型押し T６２

１４ 整地層 土人形
土製品

３８
２７

１９
２７

ほぼ
完形

７．５YR７／６
橙 在地 蓋 N４７

１５ SX０４ 土人形
土製品

－
４０

（３２）
－ 底１２ 鉄泥 ５YR８／４

淡橙 在地 底部糸切 M１０１

１６ SK２１ 土人形
土製品

３０
４４

３４
胴７６ 底１２ ２．５Y８／２

灰白 在地 釜 底部糸切 M２２

第１１表 石製品観察表

番号 遺構・層位 種別 最大長 最大幅 最大厚 重量
（g） 色調 備考 実測

番号

第４０図

１ SK１０ 砥石 （７２） ５１ １０ ７０．０ ５Y７／１
灰白 粘板岩 砥面５面 T１０８

２ SK２９ 不明 （１７２） （１２６） （７５） １４５．０ ５G７／１
明緑 緑緑凝灰岩 石瓦か E１０７

３ SK２９
石組み中 不明 （２３７） （２２４） ５３ ２９２．０ ５G７／１

明緑 緑緑凝灰岩 石瓦か T１０９

４ SK３０ 温石 （７４） ５５ １３ ９５．０ N４／
灰

頁岩か
穿孔１：孔径８㎜ M１２１

５ SK３１ 砥石 ６５ ３９ ２４ ７９．７ ２．５Y７／１
灰白 中粒砂岩 砥面５面 E１０４

６ SK３１ 砥石 ７６ ４２ ２６ １，１１０．０ ２，５Y７／１
灰白 中粒砂岩 砥面４面 E１０５

７ SK３１ 砥石 １２１ ４２ ２３ １８０．０ １０Y４／１
灰 泥岩か 砥面４面 E１０６

８ SK３２ 砥石 （７６） ４５ １１ ６０．０ ２．５Y８／３
淡黄 粘板岩 砥面５面 T１０６

９ SK３２ 砥石 １１２ ６０ ２５ ２００．０ ２．５Y７／２
灰黄 中粒砂岩 砥面５面 T１０７

１０ SK４７ 印章 ２５ ８ ７ ３．５ ７．５Y７／２
灰白 蝋石 「下カ」 M１２４

１１ SK４７ 砥石 （１３３） ９８ ８１ １，６３０．０ ２．５GY７／１
明オリーブ灰 凝灰岩 M１２３

１２ SK８５ 砥石 （１４０） （６１） ４５ ３００．０ ２．５GY６／１
オリーブ灰 凝灰岩 M１２２

１３ SD０４上 砥石 （１１４） ３９ ２９ １８０．０ N４／
灰 泥岩か 砥面４面 T１２２

１４ SX０４ 砥石 （１１６） ４８ ４５ ５０．３ １０YR８／３
浅黄橙 粘板岩 砥面５面 T１２３

１５ SX０７ 碁石 ２２ ５ ４．０ N１．５／
黒 頁岩 T１２６

第４１図

１ SE０３ 硯 （８０） ６１ １３ ８０ N３／
暗灰 泥岩 E１２０

２ SE０３ 不明 ３８４ １７６ １４５ １６，４００ １０GY７／１
明緑灰

緑色凝灰岩
２面に工具痕有 E１２１

３ 整地層 硯 １２９ ６４ １８ １９５ N４／
灰 泥岩 T１２７

４ 整地層 碁石 ２１ ５ ４ N１．５／
黒 頁岩 T１２４

５ 整地層 碁石 ２１ ５ ３ N１．５／
黒 頁岩 T１２５

６ 整地層 不明 （２８８） （１４６） ７５ ２，７００ ５BG６／１
青灰

緑色凝灰岩
工具痕有 E１１８

７ 整地層 鉢か （１６０） （５７） （３２） ３５０ ２．５Y７／２
灰黄 凝灰岩 内外面加工 E１１９
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第１２表 木製品観察表

番号 遺構
層位 種別 法量

a
法量
b

法量
c 備考 実測

番号

第４２図

１ SK０４ 板状 １８７ ７８ ５ E１２５

２ SK０４ 板状 １８７ ３８ ５ E１２７

３ SK０４ 板状 ７７ ２２ ９ E１２６

４ SK０４ 板状 １０５ ２０ １２ E１３０

５ SK０４ 板状 ９８ １０ ６ E１２８

６ SK０４ 棒状 ２２７ １３ ８ E１２９

７ SK０４ 栓 ５３ ２６ １８ 一部加工痕有 E１３２

８ SK０４ 栓か ５８ ４３ ４３ 一部加工痕有 E１３１

９ SK０６ 板状 １０９ ５５ ３ N８１

１０ SK０６ 板状 ９４ ４４ ３ T１３１

１１ SK０６ 板状 １１１ ２４ ３ T１３３

１２ SK０６ 板状 １２６ １８ ３ T１３２

１３ SK０６ 板状 （１９７） ６６ ４ T１３４

１４ SK０６ 板状 １２８ ４４ １０ T１３５

１５ SK０６ 板状 ２１９ ３４ １１ T１３６

１６ SK０６ 板状 ２００ ２３ ３ N８２

１７ SK０６ 板状 （１６２） ２４ ７ 穿孔３ 木釘２残 N８３

１８ SK０６ 棒状 ２３６ ２６ １７ N８５

１９ SK０６ 棒状 （１２７） １１ １１ 釘穴８ N８４

２０ SK０６ ハケか １７６ ５４ ８ 穿孔７ E１４２

２１ SK０６ 漆器椀 １１４ ６０ ４９ 内面赤漆 外面黒漆 E１４１

２２ SK０６ 円板状 ８８ ８９ ６ E１４３

２３ SK０６ 下駄 ２３７ ７７ ３７ 高５９ 歯幅１１７ 露卯
差歯（２残） M１５３

２４ SK０６ 下駄 ２３０ ７９ ４１ 高５５ 歯幅１１７ 露卯
差歯 T１４９

２５ SK０６ 下駄 （１３８） ６３ ２６ 高６１ 歯幅（８４）
差歯（１残） M１５４

２６ SK１０ 円板状 ８６ （７６） ４ T１４８

２７ SK１０ 円板状 １０８ （７０） ３ E１４０

２８ SK１０ 円板状 （１７５） （６７） ８ 釘穴２ E１３６

２９ SK１０ 円板状 （１６５） （３０） ８ 釘穴２ E１３５

３０ SK１０ 円板状 （３０１） （１０７） １０ T１４７

３１ SK１０ 板状 （１４１） ２８ ９ 穿孔１ E１３９

３２ SK１０ 箸 （１９５） ６ ５ E１３８

３３ SK１０ 棒状 ３６８ ３９ １８ N８６

３４ SK１０ 下駄 １４２ ６０ ２４ 穿孔３
連歯 E１３７

第４３図

１ SK１６ 不明 ９８ １９ ３ E１４６

２ SK１６ 下駄 ２００ （５２） １６ 連歯 E１４７

３ SK１７ 下駄 （１３５） ７１ （２４） 差歯 M１５９

４ SK２０ 棒状 （１８８） ２３ １７ 穿孔２（径７㎜、径１１㎜）
側面１面黒漆塗布 T１４６

５ SK２０
下層 箸 （７０） ５ ４ T１４４

６ SK２０
下層 箸 （８１） ６ ５ T１４５

７ SK２０
下層 円板状 ７２ ７２ ７ T１４３

８ SK２１ 桶側板 １７３ ４３ ６５ 焼印有 箍跡有 Q９１

９ SK２１ 下駄 （２２２） ９９ ３６ 連歯 Q９０

１０ SK２１ 下駄の歯 ９９ （７３） １４ 差歯 Q９２

１１ SK２２ 板状 （１２０） ２３ ３ 釘穴１ N９４

１２ SK２２ 不明 （１８７） ２４ ７ 両端加工 N９３

１３ SK２２ 箸 （１４２） ６ ５ N９６

１４ SK２２ 箸 （６９） ６ ５ N９７

１５ SK２２ 棒状 （１１４） ８ ６ N９５

１６ SK２２ 棒状 （１４９） １１ １１ 竹 N９８

１７ SK２２ 不明 （１９０） （１４４） ６７ N９２

１８ SK４６ 板状 （１５６） １６ ８ T１５５

番号 遺構
層位 種別 法量

a
法量
b

法量
c 備考 実測

番号

１９ SK４６ 棒状 （１０６） １２ ８ 先端尖る加工有 T１５６

２０ SK６１ 板状 （２２８） １０９ ３ 穿孔３ M１５５

２１ SK６１ 板状 （１５３） （６０） １７ M１５７

２２ SK６１ 板状 （１２５） （１７） ４ M１５６

２３ SK６１ 板状 （９６） （４５） １２ M１５８

２４ SK６１ 漆器椀 １２８ ６４ ９２ 内面赤漆 外面黒漆
外面花文様（赤・金） E１４４

２５ SK６１ 漆器椀か皿 － （５６） （１５） 内面赤漆 外面黒漆 E１４５

２６ SK６２ 板状 ２１１ ２７ ３ T１５３

２７ SK６２ 板状 １２１ ２８ ３５ T１５４

２８ SK６２ 板状 １０９ １８ ３ T１６３

２９ SK６２ 箸 １６４ ４ ４ T１６４

３０ SK６２ 棒状 ２２２ ２１ １１ T１６２

３１ SK６２ 桶側板 ２３０ ９６ ６ 箍跡有 焼印有 N１０４

３２ SK６２ 桶側板 １１５ ４１ ６ 箍跡有 T１５１

３３ SK６２ 桶側板 １１２ ３８ ６ 箍跡有 T１５２

３４ SK６２ 円板状 （５５） （１６５） １３ 穴２ 焼印有 N１０３

３５ SK６２ 円板状 ６１ ６１ ３ Q９３

３６ SK６２ 漆器製品 （１０４） （３５） ４ 内外面黒漆 N９９

３７ SK６２ 不明 ９７ （４） ５ 穿孔１ N１０２

３８ SK６２ 容器 ６０ ６０ ５３ 加工痕有 Q９４

３９ SK６２ 下駄 ２２３ ７３ ２６ 高７０ 歯幅（１４０） 露卯
差歯（１残） M１６０

第４４図

１ SK６３ 円板状 （１３６） ５１５ １３ T１５０

２ SK８５ 板状 （１６３） ４６ ７ T１５８

３ SK８５ 棒状 （２２０） ２８ １０ T１５７

４ SK８５ 箸 （１２８） （６） （５） T１６０

５ SK８５ 箸 （１０６） （５） （６） T１６１

６ SK８５ 不明 ３３９ ３１ １０ 片側側面のみキザミ E１４９

７ SK８５ 漆器蓋 － （５４） （２７） 内面赤漆 外面黒漆
外面文様（黄・赤） N１０１

８ SK８５ 漆器椀 － ６０ （４８） 内面赤漆 外面黒漆
外面文様（赤） N１００

９ SK８５ 円板状 （９７） （２４） （６） T１５９

１０ SK８７ 漆器椀 － ６２ （８３） 内面赤漆 外面黒漆
高台内赤漆で丸印（径７㎜） E１４８

１１ SK９６ 板状 （８５） ２６ ５ 穿孔１ E１２３

１２ SE０３ 板状 １０１３ １５５ ２３ 釘穴６ M１３６

１３ SE０３ 板状 （５９０） ５２ ６ 釘穴４ Q８５

１４ SE０３ 板状 ２１０ ６６ ２５ N７８

１５ SE０３ 棒状 （６５０） ８５ ７１ N７９

１６ SE０３ 杭か ７１１ ５０ ５２ E１２４

１７ SE０３ 棒状 （３２０） ３５ １４ Q８６

１８ SE０３ 円板状 １８１ （８８） １３ 焼印有「木越屋」 M１３９

１９ SE０３ 円板状 ６５ ４２ ４ 白色付着物有 M１５０

２０ SE０３ 円板状 （１２１） （４０） ４ M１４９

２１ SE０３ 桶側板 １５７ （４６） ６ 焼印有 M１４６

２２ SE０３ 桶側板 １５８ ５９ ７ 焼印有 M１４５

２３ SE０３ 桶側板 １５５ ５０ ７ 箍跡有 M１５１

２４ SE０３ 桶側板 １５８ ４６ ６ M１４７

２５ SE０３ 桶側板 １５８ （３４） ５ M１４８

２６ SE０３ 不明 （１８５） ８９ ４４ M１５２

第４５図

１ SE０３ 部材 （６６１） ９６ ５６ 鉄釘１ M１３７

２ SE０３ 部材 （６６８） ９１ ９５ 加工痕有３ T１３０

３ SE０３ 部材 （８７３） ８５ ７８ 加工痕有２ Q８７

４ SE０３ 部材 ３７３ ７２ ７９ E１５０

５ SE０３ 部材 （３３０） ８０ ３３ 加工痕有２ T１２８



－７８－

番号 遺構
層位 種別 法量

a
法量
b

法量
c 備考 実測

番号

６ SE０３ 部材 （４３４） ９１ ３９ 加工痕有２ M１３８

７ SE０３ 部材 （４４６） １２２ ８５ M１３５

８ SE０３ 部材 ４８３ ６２ ３０ E１２２

９ SE０３ 部材 （２７８） ９５ ９２ 加工痕有１ T１２９

第４６図

１ SE０３ 舟材
（底板） ４５２ ４１５ ７５ 鉄釘７ 木釘３ 鉄釘穴３

木釘穴３ 井戸枠に転用 T１３７

２ SE０３ 舟材
（底板） ４２０ ５１３ ８０

埋木２（隠し釘）２ 舟釘８
鉄釘１ 木釘１５
井戸枠に転用

N８０

３ SE０３ 舟材
（底板） （４４６） （４５５） ７０

鎹２ 舟釘１ 鉄釘６ 木釘４
舟釘穴１ 木釘穴１６
井戸枠に転用

M１３４

第４７図

１ SE０３ 舟材
（底板） ３７９ ７２０ ６４

鎹２ 舟釘２ 鉄釘１７
木釘１８ 不明３
井戸枠に転用

E１３４

第４８図

１ SE０４ 桶側板 （７８０） １８６ ２０ 井戸
桶を転用し井戸材として使用している M１４４

２ SE０４ 桶側板 （７４６） １７３ ２４ 井戸 箍痕有
桶を転用し井戸材として使用している Q８８

３ SE０４ 桶側板 （６９１） ８５ １７ 井戸
桶を転用し井戸材として使用している M１４１

４ SE０４ 桶側板 （７５１） １９６ ２２ 井戸 箍痕有
桶を転用し井戸材として使用している Q８９

５ SE０４ 桶側板 （８８０） １３７ ２５ 井戸 箍痕有
桶を転用し井戸材として使用している M１４２

６ SE０４ 桶側板 （３４３） ６５ ２１ 井戸
桶を転用し井戸材として使用している T１３９

７ SE０４ 桶側板 （４４０） １６９ ２４ 井戸 箍痕有
桶を転用し井戸材として使用している T１３８

８ SE０４ 桶側板 （６９６） １３３ ２３ 井戸
桶を転用し井戸材として使用している M１４０

第４９図

１ SE０４ 桶側板 （７１４） １６２ ２５ 井戸 箍痕有
桶を転用し井戸材として使用している E１１２

２ SE０４ 桶側板 （７４５） １０４ ２６ 井戸 箍痕有
桶を転用し井戸材として使用している M１４３

３ SE０４ 桶側板 （７７１） １２２ ３０ 井戸 箍痕有
桶を転用し井戸材として使用している T１４０

４ SE０４ 桶側板 （６９９） ８１ ２０５ 井戸 箍痕有
桶を転用し井戸材として使用している T１４２

５ SE０４ 桶側板 （６９０） １２３ ２２ 井戸 箍痕有
桶を転用し井戸材として使用している T１４１

６ SD０４ 円板状 （１１０） （８８） ３ N８９

７ SD０４ 円板状 （９７） （９３） ４ N９０

８ SD０４ 円板状 （４２） （２２） ３ N９１

９ SX０７ 板状 （２３４） ４５ ６ N８８

１０ SX０７ 板状 （１０７） １９ ６ N８７



第１３表 出土瓦計量表 （単位：g）

遺構 調査区 燻瓦
丸

燻瓦
平

燻瓦
軒平桟

燻瓦
軒平

燻瓦
桟

燻瓦
雁振

燻瓦
腰

燻瓦
小計

赤片面瓦
丸

赤片面瓦
平

赤片面瓦
桟

赤両面瓦
平

赤両面瓦
桟

赤瓦
雁振

赤両面瓦軒
桟

赤瓦
小計

黒片面瓦
桟 黒両面瓦桟 黒両面瓦平 黒瓦軒桟 黒瓦鎌平 黒瓦面戸 黒瓦雁振 黒瓦道具瓦 黒瓦

小計 総計

SK０１ １－③ ５００ ５４０ １，０４０ ０ ０ １，０４０
SK０４ １－①南 ７０ ７０ ０ ０ ７０
SK０６ １－①南 ８０ ３８０ ４６０ ４６０ ２２０ ６８０ ２０ ２０ １，１６０
SK０８ １－①中 ３８０ １，６５０ ２，０３０ ０ ０ ２，０３０
SK０９ １－①中 ５６０ １，９１０ ２，４７０ ０ ０ ２，４７０
SK１０ １－①中 ６１０ ８９０ １，５００ ０ ０ １，５００
SK１１ １－③ １３０ １３０ ０ ２０ ２０ １５０
SK１１畦 １－③ ５０ ５０ ０ ０ ５０
SK１６ １－①中 ６０ ５６０ ６２０ ０ ２０ ２０ ６４０
SK１７ １－①中 ２５０ １８０ ４３０ ０ ０ ４３０
SK１９ １－①中 ６２０ １１０ ７３０ ９０ ９０ ０ ８２０
SK２１ １－②南 ９０ １，３２０ １，４１０ ２３０ ２３０ ０ １，６４０
SK２２ １－①中 ５８０ ９０ ６７０ ０ ０ ６７０
SK２７ １－①北 １７０ ５２０ １３０ ８２０ ０ ０ ８２０
SK２８ １－①北 ２００ １２０ ３２０ ０ ０ ３２０
SK２９ １－①中 ４１０ １，８００ ２，２１０ ０ ５０ ５０ ２，２６０
SK３０ １－①中 ８０ ２６０ ３４０ １２０ １２０ ０ ４６０
SK３１ １－①北 ３，７１０ ３７，５９０ ４１，３００ ０ ０ ４１，３００
SK３２ １－①北 ２，３００ ５，９００ ２，５００ １０，７００ ０ ０ １０，７００
SK３３ １－①北 ４２０ １，９００ ４００ ２，７２０ ４０ ４０ ０ ２，７６０
SK３３・３４ １－①北 ５８０ １，０２０ １，６００ １３０ １３０ ０ １，７３０
SK３３・３４上層 １－①北 ６６０ ２，４１０ ３，０７０ ５６０ ５６０ ０ ３，６３０
SK３４ １－①北 ２，９１０ ５，４００ ７０ ８，３８０ ３０ ３０ ０ ８，４１０
SK３５ １－①北 ３，０００ １１，７６０ １，６００ １６，３６０ ２５０ ３３０ ５８０ ３９０ ３９０ １７，３３０
SK３６ １－①北 ４７０ １，７５０ ２，２２０ ０ ０ ２，２２０
SK３７ １－①中 ４５０ ４５０ ０ ０ ４５０
SK３８ １－①中 ２８０ ２８０ ３００ ３００ ０ ５８０
SK４０ １－①中 ３８０ ３８０ ０ ０ ３８０
SK４１ １－①北 ４，１００ ９，９００ １，９１０ １５，９１０ １００ ２，２５０ ２，３５０ ０ １８，２６０
SK４２ １－②北 ７８０ ７８０ ０ １００ １００ ８８０
SK４４ １－②北 １，１４０ １，１４０ ０ ０ １，１４０
SK４６ ２－③ ５１０ ５１０ ０ ５０ ５０ ５６０
SK４７ ２－③ ２，８１０ ３，０９０ ５，９００ ５７０ ５７０ ０ ６，４７０
SK４８ ２－③ ２０ ２０ ０ ０ ２０
SK５０ ２－③ ５０ ５０ ０ ０ ５０
SK５２ ２－③ １９０ １９０ １４０ １４０ ０ ３３０
SK５４ ２－③ ２６０ １１０ ３７０ ０ ０ ３７０
SK５５ ２－③ ２４０ ２４０ ０ ０ ２４０
SK５６ ２－③ ５７０ ５７０ ０ ０ ５７０
SK５７ ２－③ １７５ １１０ ２８５ ０ ６８０ ６８０ ９６５
SK５８ ２－③ １，６２０ １，５００ ３，１２０ ０ ０ ３，１２０
SK５９ ２－③ ９００ １，７２０ ７５０ ３，３７０ ０ ０ ３，３７０
SK６０ ２－② ４００ ４７０ ９０ ９６０ ０ ０ ９６０
SK６１ ２－② １，０００ １，７００ ２，７００ １３５ １３５ ０ ２，８３５
SK６２ ２－② ４００ １，８８０ ４４０ ２，７２０ ４６５ １，１００ １，５６５ ０ ４，２８５
SK６３ ２－② ２４０ ９５０ １，１９０ ０ ０ １，１９０
SK６４ ２－② ７０ １００ １７０ ０ ０ １７０
SK６６ ２－② ６４０ ２，１４０ ２，７８０ ０ ０ ２，７８０
SK６７ ２－② ２６０ ４００ ６６０ ０ ０ ６６０
SK６６・６８・６９
上層 ２－② １４０ ８５５ ９９５ ０ ０ ９９５

SK６８ ２－② １９０ ７９０ ９８０ ０ ０ ９８０
SK７０ ２－①北 １６０ １６０ ０ ０ １６０
SK７１ ２－①北 ８０ ５９５ ６７５ ０ ０ ６７５
SK７２ ２－① １００ １００ ０ ０ １００
SK７３ ２－①北 １６０ ２２０ ３８０ ７５ ７５ ０ ４５５
SK７４ ２－① ４５ ３７０ ４１５ ０ ０ ４１５
SK７６ ２－① ２７０ ７８０ １，０５０ ４５ ４５ １５ １５ １，１１０
SK７７ ２－① ２，４６０ ２，４６０ ０ ０ ２，４６０
SK７８ ２－①北 ７５ ７５ ０ ２，１２０ ２，１２０ ２，１９５
SK７９周辺 ２－① ６５ ６５ ０ ０ ６５
SK８１ ２－① １１０ １１０ ０ ０ １１０
SK８２ ２－① ６０ ６０ ０ ０ ６０
SK８５ ２－① ２８５ ２８５ ０ ０ ２８５
SK８７ ２－① ８４０ ８４０ ０ １００ １００ ９４０
SK８８ ２－① １４０ １４０ １，５００ １，８００ ２，７５０ ６，０５０ ０ ６，１９０
SK８９ ２－① ３０ ３０ ０ ０ ３０
SK９０下層 ２－① ０ ６５ ６５ ０ ６５
SK９０ ２－③ ４０ ４０ ０ ０ ４０
SK９１ ２－③ ９８０ ４７０ １００ １，５５０ ０ ０ １，５５０
SK９２ ２－③ ５０ １９０ ２４０ ０ ０ ２４０
SK９３ ２－① １６５ １６５ ０ ０ １６５
SK９４ ２－① ２２５ １，７００ ２００ ２，１２５ ２８５ ２８５ ８０ １０５ １８５ ２，５９５
SK９６下層 １－①中 ０ ０ １５ １５ １５
SE０２ １－①北 １００ ７０ １７０ ０ ９０ ９０ ２６０
SE０３ １－①中 ８６０ ３，０２０ ３，８８０ ５４０ ２２０ ７６０ ９００ ９００ ５，５４０
SX０１ １－①南 ５２５ ２，２００ ２，７２５ ０ ０ ２，７２５
SX０２ １－①南 ４１０ ４１０ ０ ０ ４１０
SX０３ １－①北 １，７４０ ４，４５０ ６，１９０ ０ ０ ６，１９０
SX０４ １－①北 ３，８５０ １４，４７０ １，０５０ １９，３７０ ９９０ ９９０ ０ ２０，３６０
SX０５ １－①北 ８６０ １，７４０ ２８５ ２，８８５ １４０ １４０ ０ ３，０２５
SX０６ １－①北 １，２６０ ３，７００ １４５ １０５ ５，２１０ ０ ０ ５，２１０
SX０７ ２－② ３，０１０ １１，７６０ ９８０ １５，７５０ ６０ ２，４１０ ８２０ ３，２９０ ３５ ３５ １９，０７５
SD０３ １－③ ４５ ４５ ０ ０ ４５
SD０４ １－①中 ７３０ ３，２００ ３，９３０ ３５０ ２４５ ３４０ ９３５ ４７０ ２００ ６７０ ５，５３５
SD０４上層 １－①中 １，２５０ ９，０５０ １０，３００ ３，０９０ １，１００ １５０ ４，３４０ ５９５ ３００ ７４０ １，６３５ １６，２７５
SD０５ １－①中 １８０ ６６０ ８４０ ０ ０ ８４０
SD０６ ２－③ ７６５ １，９４０ １９０ ２，８９５ ０ １００ １００ ２，９９５
SD０７ ２－① ７１０ ７１０ ０ ７０ ７０ ７８０
包含層 １，５５０ ３，７００ １８５ ６４５ ６，０８０ ２５０ ２５０ １４５ ２３０ ３７５ ６，７０５
整地層 １１，７００ ３７，６６０ ５０ ２６０ ４９，６７０ ７６５ ２，７５０ ３４０ ７２０ ９０ ２００ ４，８６５ ２８０ ９，７００ ３，１４０ ８０ ４０５ １３，６０５ ６８，１４０
攪乱 ４３０ ２，９５０ ３，３８０ ３５ ２６５ ２５０ ５５０ １０５ ２４５ ３５０ ４，２８０

６２，８９５ ２１７，８３０ １８５ ５０ ２６０ ７９０ １１，７６５ ２８２，０１０ １，７７０ １３，６７５ ６，７８０ １，６８５ ３，３００ ２００ ２，７５０ ３０，１６０ １，８０５ １３，８６０ ３，８８０ １５０ １，２９０ ４０５ １００ １０５ ２１，５９５ ３３３，７６５

－７９・８０－
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第５章 総括

第１節 絵図からみた調査区の履歴
金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）が所在する地区は、調査地となった小学校の旧名が示すとおり、

古くは味噌蔵町と呼ばれていた区域である。由来は慶長・元和期に当地に軍備貯蔵用の味噌蔵が置か

れていたことに起因しているといわれており、場所は九人橋筋の奥村屋敷の場所とされている。延宝

８年（１６８０）頃の御家中古分限帳に被記載者の邸地として味噌蔵の名が見られるが、前後に成立した延

宝金沢図には施設としての味噌蔵の記載は既にない。

ここでは、絵図等を用いて調査区における現在までの土地利用の変化を追う。資料として用いたの

は延宝金沢図（１６７３～１６８１、石川県立図書館蔵）、金沢図（１７５１～１７７２、金沢市立玉川図書館蔵）、金府

大絵図（１８４３頃、同）、金沢町絵図（１８６８、同）、金沢市街図（１９２１、同）である。

藩政期において味噌蔵町は一貫して武家地であり、当調査区周辺には１５０石～５００石の禄を有する平

氏が居住していた。金沢は大戦時に空襲を受けていないため、藩政期の街路区画が現在にまで引き継

がれている箇所が多く、当地もこれに該当し、数多く残る藩政期～近代の絵地図上での調査地の比定

が可能であった。延宝金沢図は各居住地の間口、奥行の情報をもつ絵図であり、現在の区画と比較し

同一と考えられる区画に記載されている間数を足し込むと京間（１間＝６尺５寸）で２８９．８２m、越前間

（同６尺３寸）で２７９．８５m、江戸間（同６尺）で２６６．９１mであった。測量による実測値は約２８０mであり、

越前間の寸法と合致する。江戸本郷邸における近世遺構についても、１７世紀代に比定される遺構の多

くがこの尺度を採用していることが知られており、延宝図記載の寸法は越前間である可能性が高い。

これを踏まえ、計測した寸法と調査区の座標値を基に延宝金沢図に調査区の位置を落とし込んだも

のが第５０図上の図である。これによると調査区は武家地３軒に跨がっており、調査区北寄りは沢田次

郎右衛門、中央は服部少兵衛、南寄りは小塚善左衛門と読める。小塚氏の南隣には沢田権之丞の屋敷

があり、以後明治初年に至るまで、これら２軒の沢田氏の屋敷位置は変わることがないため、調査区

の位置は各年代を通じて比定が可能である。

延宝金沢図で調査区北寄りに位置する沢田次郎右衛門は山賀野弥右衛門系で、沢田氏を称し禄４０００

石で前田利長に仕えた次（治）左右衛門長政の系統である。禄５００石の馬廻組で、以後源大夫長宥－治

兵衛長与－弥左衛門豊強と続く。弥左衛門のとき改易され２５０石となり、以後一貫する（第５０図上の図

では津左衛門）。同じく調査区中央は服部少兵衛の邸地である。寛文７年絵図（石川県立図書館蔵）で

は勝兵衛、御家中古分限帳では味噌蔵町服部庄兵衛とあるが同一人物と思われ、２００石を禄する射手

組である。元は沢氏を称し、子の五右衛門のとき加増され３００石となり、以後覚兵衛宗春－琢左衛門

宗恒－紋大夫－弥六和恒－清左衛門－琢左衛門－幸三郎嘉勝－ 次郎信綱と続く。宝暦・明和期には

既に服部氏の名は見えず、大火後の宅地替えと思われる。調査区南寄りを占めるのは小塚善左衛門で、

名は秀成である。元禄６年（１６９３）侍帳に「ミそくら町奥村市郎右衛門末」として名前が見える。元禄

９年（１６９６）馬廻近習番として２００石を禄し、同年加増され３５０石となるも、のち閉門、流刑となり召放

たれている。子甚五左衛門秀興は宮腰御材木奉行２００石、以後斎宮行正－甚右衛門秀易－与平秀一と

続く。宝暦・明和期の絵図に名はなく、明地（空地）となっている。

宝暦・明和期の絵図から元服部氏の敷地に名が見られるのが横山氏である。絵図に見える横山久左

衛門は延享３年（１７４６）書物役として諸頭系譜巻第八上に名が見えるが、詳細不詳の人物である。以後

明治初年まで同地に横山氏の名が見え、天保１４年頃の金府大絵図では敷地境が確認できることから、
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延宝金沢図 延宝年間（１６７３～１６８１） 石川県立図書館蔵

金沢図 宝暦・明和期（１７５１～１７７２） 金沢市立玉川図書館蔵 金府大絵図 天保１４年（１８４３）頃 金沢市立玉川図書館蔵

金沢町絵図 明治初年（１８６８） 金沢市立玉川図書館蔵 金沢市街図 大正１０年（１９２１） 金沢市立玉川図書館蔵

第５０図 絵図にみる本遺跡調査区周辺
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幕末の段階で隣の明地を合筆したものと考えられる。

廃藩後は武家の邸宅は悉く取り壊され、味噌蔵町は活気を失う。その跡地に明治３９年（１９０６）、味噌

蔵町小学校が設立された。大正１０年（１９２１）金沢市街図によれば、旧校舎は今回調査範囲と重なって配

されており、調査ではこの煉瓦造の基礎が検出されている。

第２節 遺構の変遷
近世以前の遺構としては、１‐③区で古墳時代前

期の土師器が出土した SD０１がある。調査区南壁か

ら西壁にかけて緩やかな弧を描き流れており、平地

式建物の周溝とも考えられる。地形が調査区から北

東に向けて低くなることから、当該期集落は南西方

向に広がることが想定できよう。

近世においては絵図の検討で示したとおり、調査

地周辺は藩政期を通じて一貫して武家地であり、大

火前後の配置替えは認められるものの、区画割は３

区画を基本とし、大きな変化はない。今回の調査で

は区画を示すものとして石組み蓋付の溝である SD

０４が挙げられる。主軸方位は絵図に見える区画のそ

れと合致しており、延宝金沢図における沢田次郎右

衛門と服部少兵衛の宅地境を示すものであろう。そ

こから南へ約２０mの箇所には拳大の礫を多量に含

む SD０７が直線の溝状に走っており、これが延宝金

沢図での服部少兵衛－小塚善左右衛門間の境界を示

すものと考える。検出状況から土塀の基礎である可

能性が高い。SD０４と比べて主軸をやや東に採るが、延宝金沢図に見える服部少兵衛敷地の背割寸法距

離が正面に比べて１間狭くなっていることから、区画割そのものが方形を基準としているものでない

可能性が高い。また、第５１図に示したとおり、この二つの遺構を前面道路側に延伸させ、その交点間

の距離を計測したところ２１．６mとなり、越前間での計算において絵図記載寸法と合致している。これ

ら二つの区画境は藩政期を通じて受け継がれてきたものと考えられ、今回調査の基準線ともいえる遺

構である。SD０７は SK８５を切ることからも年代としては１８世紀後半以降のものと考えられるが、前述

した理由から、延宝期、おそらくはそれ以前からの区画境の線形を踏襲しているものと考えられる。

第５２図は年代別の遺構配置図である。宝暦８年（１７５９）に発生した大火を基準として、それ以前と以

後を比較する資料として作成した。本来ならばさらに細かい年代に分けるべきであるが、紙幅と能力

の都合ということでご容赦願いたい。調査区は前面の道との高低差があるものの、絵図記載の情報等

から敷地の正面を占める範囲と考えられる。検出した遺構の中に建物跡などは認められず、植栽や井

戸等を備えた前庭的な空間が広がっていたものと推察される。

１７世紀～１８世紀前半の遺構は、被熱した陶磁器とともに石片・瓦片を多く含む、いわゆるゴミ穴が

多い。宝暦の大火によって焼損したものを廃棄したものと考えられる。１‐①区で検出した土坑群か

らは未加工の石や瓦類の出土が多くみられ、特に腰瓦の出土は全体の実に８４．５％が北寄りの１‐①北

区、２‐③区から出土しており、特異な様相を示している。これら調査区は調査範囲のなかでも石高

第５１図 延宝金沢図を用いた区画検証〔S＝１／６００〕
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の高い敷地を構成する区画であり、腰瓦を使用するような建造物を有していた可能性も指摘できよう

か。不整形な SX０７も焼損後の整地造成と理解してよかろう。敷地境界である SD０７と重なって存在す

る SK８５は火災による敷地境の一時的な消失を示し、その南東にある SK１６は区画と並行する SD０３と

一体として考えれば井戸及び水路であろう。SD０３の延長上に建物が存在するものと考えられる。

１８世紀中葉以降では横山氏の敷地となった中央の区画に多くの井戸が掘られている。うち SE０２は

石組みのものであるが、舟底板を転用した井戸枠をもつ SE０３によって北側半分は破壊されている。SE

０３とそこから南西に向かって延びる溝状の遺構とはセットとして考えてよいであろう。このほかにも

SK２０・SK２９・SK３７など、深さが１．５mを越える素掘りの穴が多く存在する。南の区画は一定期間明

地であったが、幕末近くに横山氏の敷地となり、こちらにも SK０１・SK０９といった井戸と思しき遺構

が掘削されている。最終的に土塀として存在した SD０７の機能はこのときに失われ、明治に入ってし

ばらくの間に、沢田氏及び横山氏の屋敷は周辺に存在した武家屋敷群とともに取り壊され、その後、

明治３９年（１９０６）に味噌蔵町小学校がこの地に造成されることとなる。

以上、絵図による調査地の利用履歴の検証、検出遺構の変遷について述べた。当該発掘調査は、段

丘縁辺部における古墳時代集落の発見とその分布の推定がなされたこと、近世においては検出された

遺構の配置から武家敷地内における空間構成の一端が明らかになったことが成果として挙げられよう。

絵図との比較からその変遷を追うことができる希少な調査であり、鍋島焼や腰瓦、舟底板などをはじ

めとする様々な出土遺物は、城下町の成立期から近代まで続く武家地における生活の様相を窺い知る

ことができる貴重な資料である。 （以上、景山）

第５２図 金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点） 遺構変遷図〔S＝１／４００〕
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第３節 鍋島焼について
１‐①南区の SX０１から出土した鍋島窯で焼かれた色絵の皿片（第３０図１３）について、遺跡を特徴づけ

る遺物として若干補足しておく。

鍋島焼は佐賀の鍋島藩が１７世紀後半頃に開いた磁器窯で、藩の特産品として大名家への献上品の高

級磁器を焼いていたといわれている。本来なら大名屋敷、公家屋敷など位の高い階層の居住地から出

土することが多い。

本遺跡出土の鍋島焼は、絵図によると１５０～５００石程度の武家居住地から出土している。内面に染付

で菊花を描き、その上から菊花や葉に色絵を施し、赤い渦巻文を所々に配置する図柄となっている。

外面は染付のみで、おそらく七宝文が巡り、高台には櫛目文が描かれている。『別冊太陽 古伊万里』

には、渦巻の巻き方が少なめではあるが、伝世品として１８世紀前半から中頃の同じ図案の色絵皿が「鍋

島色絵蔓薔薇文皿」として紹介されている。また、東京都新宿区の三栄町遺跡（下級武士の敷地跡）か

ら出土した、同じ図案で色絵が付けられていない染付のみの皿も「色絵生地鍋島皿」として掲載され

ている。

金沢市内では他に鍋島焼が出土した遺跡として、金沢大学埋蔵文化財調査センターが金沢大学附属

病院宝町キャンパス調査地点で行った発掘調査がある。調査では３００石以上の与力町跡地から鍋島焼

の染付７寸皿の組皿（１０枚程度）が出土している。報告では、鍋島藩から贈られた加賀藩の重臣がさら

に下賜したものではないかとしている。

今回の出土品は、藩主や重臣から下賜された品である可能性もあるが、本遺跡が金沢城から東に約

３００mしか離れていない点や、出土遺構が SX０１という不明確でいろいろな時期の遺物が埋土に混ざる

遺構であることから、城内で発生した残土を整地土として搬入した可能性も十分にある。

第４節 出土瓦について
本遺跡から出土した瓦片は約８００点あり、総重量は３３０kgを越える。重量を計測した結果は第１３表出

土瓦計量表のとおりであるので参照願いたい。

出土量は１‐①北区、２‐③区など、北の調査区ほど多い傾向があり、その構成は全体のおよそ８４％

が燻瓦で９％が赤瓦、７％が黒瓦となっている。種類は丸瓦、平瓦、軒平桟瓦、軒平瓦、桟瓦、雁振

瓦、腰瓦、鎌平瓦、面戸瓦、道具瓦などに分けられた。また、燻瓦の種別をみると、平瓦、丸瓦に次

いで腰瓦の出土量が多い。先にも述べたが、腰瓦の出土範囲は調査区北寄りに偏りをみせており、１‐

①北区及び２‐③区で腰瓦全体の約８４．５％を占めている。これら調査区には１８世紀前半までのゴミ穴

が多く確認されており、宝暦の大火に関連する大規模整地に関連していることも想定されようか。特

異な出土状況であることは間違いない。

腰瓦は、金沢城においては櫓や長屋の塀などに使用されていたことが金沢城調査研究所の発掘調査

により明らかになっている。しかし、これまでに金沢市が発掘調査をした近世遺跡から腰瓦が出土す

るのは大変稀有な事例であったことから、本当に１５０～５００石規模の武家屋敷でも腰瓦が自由に使用さ

れていたのか疑問に思った。これまでに解読されている文献史料には加賀藩が武士の階級によって居

住地に瓦の使用を禁止するというお触れは残ってはいないし、本遺跡周辺の建築図面なども残ってい

ないので疑問は残る。

第３節でも記述したように城の残土に混入したものが搬入されたものか、本当に本遺跡で使用され

ていた腰瓦であったのか真相は不明であるが、珍しい例としてあげておく。今後、金沢市内の城下町

遺跡発掘調査で腰瓦が出土するかを見守っていきたい。

（以上、新出）
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第５節 舟底板について
SE０３から井戸枠転用材として出土した船関連遺物については、資料整理中に松井哲洋氏（関宿城博

物館客員研究員・和船研究会会員・海事史学会会員）に実見していただく機会を得、数多くのご指摘

をいただいた。また、廣瀬直樹氏（氷見市教育委員会教育総務課主任学芸員）においても実測図及び写

真をもとにいくつかのご指摘を得た。以下に、指摘内容について要約して紹介したい。

（１） 松井氏からのご指摘

・北陸の和船には①旧来のチキリを多用し、刳り抜き部を持つ「準構造船」のドブネやトモブトと、

②刳り抜き部をもたない「構造船」である加賀テントなど、の２系統あることが知られており、出土

部材の接合具や整形状況から、②であることが確認される。

・部材は船の航（カワラ）または敷（シキ）と呼ばれる船底部材である。

・両端の材が実矧ぎし中央の材が折れている三枚組の部材（第４７図 g～k）に関しては、船底の折腰部分

に見られる仕口で、日本海側の船特有の接合技法である可能性が高い。逓信省管船局明治３５年発行の

「大和形船製造寸法書」によれば、航（カワラ）は中航と両航の３材で構成され、北前船（日本海側の

船）は中航を曲り材・耳航を実矧ぎとし、檜垣・樽廻船（瀬戸内の船）は逆となる。実矧ぎ部の凸側の

ほうが船尾側の艪航（トモガワラ）、凹側が前側の胴航（ドウガワラ）となる。

・北陸地方の造船固着技術のほぼすべてを確認することができる。接合具には①チキリ、②平鎹（ヒ

ラカスガイ）、③縫い釘（落とし釘）、④通り釘、が確認される。裏側にある２列の釘跡は⑤皆折れ釘（カ

イオレクギ）による「スベリ」材固着痕の可能性がある。

・通り釘の用法としては、①打ち込みのみ、と②尾返しをする方法（釘の先端部を折り曲げる）との２

種類がある。船板上面に見えている長方形鉄部は尾返し釘の特徴である。他部材にある、ほぼ長方形

の埋め木の部分も、落とし釘の埋め木ではなく、通り釘の尾返しの埋め木かもしれない。釘の打ち込

み方の詳細なトレースにより確認する必要がある。

・各部に漆が多用されていることが確認される。チキリ下部の接着や、接合部に充填されたマキハダ

にもウルシが使用されているようである。

・金沢２１世紀美術館近くの茶室山宇亭の腰板にチキリと落とし釘で接合された船板材が転用されてい

ることを確認した。富山県高岡からの移築ということである。

（２） 廣瀬氏からのご指摘

・北陸の和船については、大正頃～昭和３０年代頃の情報に比べて近世の情報は少ないため、興味深い。

・多様な接合技術がひとつの資料にまとまってみられ、船材接合方法の見本市のようである。①チキ

リ（鼓形の木製カスガイ）：日本海沿岸の造船技術の特徴、②縫釘（落とし釘）と釘隠しの埋木、③造船

時の仮固定用の手カスガイの爪痕：接合面挟んで左右にある小穴で縫釘を打った後に取り外したもの、

④平カスガイ：新造時ではなく、修繕時の可能性。

・三枚構成の板材（第４７図 g～k）のうち、gと j は板材が連続し、hと k、i はホゾ組みである。こうし

た接合は強度を持たせるために船大工がよく使う技術で接合部を互い違いにすることで強度を保つ。

氷見のテント船では、２枚構成の底板の屈曲部で、一枚はあらかじめ曲がった形にのこぎりで挽く「挽

き曲げ」とし、もう一枚は屈曲を別材のホゾ接ぎで造り出している。３枚構成でも１枚だけ接がずに

一木で造ったりする。

・本部材群が１艘分かそれとも２艘分かとの問題については、接合方法は多様ながら、写真や図で見
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る限り同一個体（１艘分）でも違和感はないように見受けられる。

・本部材は川舟の底板もしくは、二枚棚構造（二階造り）の海船の底板の可能性を考える必要がある。

出土地点（内陸で河川に近いこと）や底外面がフナクイムシの食害を受けていない点などから川舟の可

能性もあるが、川舟としては板厚が厚すぎ、厚さのわりに狭い。ただし、富山県砺波郡の明治期の川

舟（高瀬舟）には底板７．５cmという記録がある。金沢の川舟については手元に情報がなく、船形は不明。

海船だとすれば、二枚棚構造の船、例えば能登外浦から加賀に特徴的な「加賀テント」などの底板で

ある可能性がある。富山県新湊（現、射水市）の、１０m前後の「テント」船が、船板の厚さ１０cm程度、

底板の幅は船首の細いところで１５cm程度、中央で８０cm程度、船尾で４０cm程度と出土資料の法量に

近い。

・以上により、二枚棚構造の船の底板の可能性が高い。漁船だと大型の部類、荷船だと小型の部類に

なる。荷船だとすると、例えば大型の弁才船の千石積みで船長３０m程度になるが、本資料は１０m程度

のいわゆる小廻船（コマワリ・コマワシ）の可能性がある。

なお、松井、廣瀬両氏からは、多数の参考資料の提供をいただいた。『とやまの和船』においては

入善町芦崎の網船（氷見市立博物館蔵）に底板にチキリ（当初）、ヌイクギ（修理）、平カスガイ（修理）が

みられる二枚棚構造船があることや、砺波郡の川舟（高瀬舟・船長約１３．２m）に底板厚約７．５cmのもの

があり、材の接合にはチキリのほか六寸の縫釘、五寸と六寸の皆折釘を用い、接合部にはヒワダを込

めた上からウルシで取り固めるなどが記され、各所に出土資料との共通点を見いだすことができる。

以上、両氏の指摘から、日本海側における近世期の船材資料は類例が少なく、近代以降の記録や類

例から、出土資料は二枚棚構造船の船底材の可能性が高いということ、新造時と補修時という時間差

がある可能性があるが、船材接合技術が多様で、随所に日本海側の造船技術の特徴をみることができ

ることが特筆できよう。

（庄田）

第５３図 新湊型のテント（『和船建造技術を後世に伝える会調査報告書 とやまの海と船』掲載図を転載）
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金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）遺構平面図 凡例

本報告書で対象とした金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）の遺構平面図を掲載する。

１．遺構平面図のページ設定は北西より南東にかけて行い、通し番号を付した。ページの配置につい

ては以下のとおりである。

２．遺構平面図は航空測量の成果を再編集し掲載した。掲載図版に関係する発掘調査における航空測

量の実績については以下のとおりである。

平成２３年度 日本海航測株式会社

３．座標値は世界測地系２０００に基づいた公共座標（MK-WE座標系第�系）に準拠しており、縮尺は１：
１００である。方位は各ページに図示している。

４．図中５０％濃度の一点破線で示されたラインは、調査が完了し施工業者に引き渡した後、貯留槽の

施工中に海抜１７．４mの高さにて確認された遺構のラインである。遺構確認の報告及び記録のための

座標測定にご協力いただいた（株）リクケンには、この場をお借りして重ねて感謝申し上げる。

５．主要な遺構には遺構番号を付した。

金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）平面図 図葉割
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第５４図 金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）遺構平面図 �１〔S＝１／１００〕
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第５５図 金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）遺構平面図 �２〔S＝１／１００〕
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第５６図 金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）遺構平面図 �３〔S＝１／１００〕
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第５７図 金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）遺構平面図 �４〔S＝１／１００〕
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金沢城下町遺跡（兼六元町７番地点）調査区オルソ合成写真〔右上が北〕
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表土掘削状況（旧校舎の基礎がみえる 北から） 旧校舎基礎（北東から）

SK０１（北西から） SK２２（北東から）

SK２９（北西から） SK２９ 石積（南西から）

SK３１（南東から） SK４２（南東から）
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SK４６（南東から） SK４７（南から）

SK５０（南東から） SK５４（南西から）

SK５７（南西から） SK５８（北西から）

SK５９（北東から） SK６０（南東から）
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SK６１（南から） SK６２（拡張前 南西から）

SK６２（拡張後 西から） SK６７（南東から）

SK６９（北東から） SK６９ 下層 竹箍出土状況（北東から）

SK７４・SK７６（北東から） SK７７ 断面（南東から）
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SK７７ 完掘状況（北から） SK７９（北東から）

SK８１（南東から） SK８３・SK８２（南東から）

SK８５（南西から） SK９１（東から）

SE０１（北西から） SE０２（北から）
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SE０３ 舟材（底板）転用枠検出状況（南西から） SE０４ 桶転用枠検出状況（南東から）

SD０１ 土器出土状況（東から） SD０４（南西から）

SD０６（北西から） SD０７ 検出状況（東から）

SD０７（南西から） SX０７（南西から）
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SK０１ミニチュア碗（第１４図１） SK０６ 猪口・紅皿（第１４図４～６） SK０６ 皿（第１４図１２）

SK０６ 鉢（第１４図１４） SK０６ 碗（第１４図１６・１７） SK０６ 皿（第１４図１８）

SK０８ 皿（第１５図２）

SK０６ 土師器皿（第１４図１９～２４） SK０８ 土師器皿（第１５図３～５）

SK０９ 甕（第１５図１０） SK０９ 土師器皿（第１５図１１～１４）
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SK０９ 碗（第１５図７） SK０９ 碗（第１５図９） SK１０ 皿（第１５図１６） SK１０ 向付（第１５図１７）

SK１０ 土師器皿（第１５図１９～２２） SK１０ 火鉢（第１５図２３）

SK１６ 火入（第１６図５） SK２０ 合子蓋（第１６図１０） SK２０ 鉢（第１６図１１） SK２０ 水注（第１６図１４）

SK２９ 碗・皿（第１７図８・１２） SK２９ 碗（第１７図１５～１７）
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SK３１ 土師器皿（第１９図２～７） SK３２ 碗（第１９図１５・１４）

SK３２ 合子（第１９図８・９） SK３２ 土師器皿（第１９図１７～１９）

SK３２ 碗（第１９図１２・１１） SK３３ 土瓶（第１９図２２）

SK３１ 碗・小坏（第１８図４～１１・１３・１４）
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SK３４ 碗（第２０図２） SK３４ 皿（第２０図６） SK３４ 秉燭（第２０図１６）

SK３５ 皿（第２１図３） SK３５ 火入（第２１図４） SK３７ 碗（第２１図１６）

SK３５ 碗（第２１図５～７） SK３５ 土師器皿（第２１図９～１３）

SK３８ 碗（第２２図２） SK４１仏飯器（第２２図１２） SK４１ 皿（第２２図１３） SK４１土師器皿（第２２図１８）
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SK４４ 碗・小坏（第２３図５・１）

SK４７ 皿（第２３図１３） SK４４ すり鉢（第２３図９）

SK４６ 碗（第２４図６） SK５９ 風炉（第２４図１３）

SK６２ 蓋（第２５図６） SK７６ 小坏（第２５図１８） SK７７ 小壺（第２５図２３・２２）

SK７７ 皿（第２５図２９・２６） SK７７ 碗（第２５図２７）
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SK８５ 皿（第２６図１１） SK８５ 茶入・小坏（第２６図１３・１２）

SK８５ 皿（第２６図１６） SK８５ 火入（第２６図１８）

SK８０ 手水鉢（第２６図４）
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SK８５ 鉢（第２７図１） SK８５ 土師器皿（第２７図５～１３）

SE０３ 碗・小皿（第２８図６・７） SD０１ 高杯（第２９図３） SD０１ �形土器（第２９図１１）

SD０４ 碗（第２９図１３） SD０４ 鉢（第２９図１４） SD０６ すり鉢（第３０図３）

SX０２ 皿（第３０図５）

SX０１ 碗（第３０図１０・１１） SX０１ 蓋（第３０図１５）
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SX０４ 小坏（第３１図１２～１７） SX０４ 碗（第３１図１９・２１）

SX０４ 皿（第３１図２３）

SX０４ 碗（第３１図２８・２７） SX０４ 碗（第３２図３）

SX０４ 鉢（第３２図４） SX０４ 火鉢（第３２図２１）

SX０４焼塩壺・蓋（第３２図１９・２０） SX０４ 土師器皿（第３２図１０～１７）
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SX０６ 碗（第３３図５） SX０６ 鉢（第３３図６）

SX０６ すり鉢（第３３図１１）

SX０６ 小壺（第３３図９） SX０６ 土師器皿（第３３図２１・１８）

攪乱 土鍋（第３４図６） 攪乱 土師器皿（第３４図７）

貝杓子（第３４図８） 金属製品 銭（第３４図９～１７）
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金属製品 （第３４図１８～２３）

金属製品 釘類（第３４図２４～３９）
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SK３１ 平瓦（第３５図８） SK３２ 腰瓦（第３６図３）

SK６１ 丸瓦（第３７図３） 整地層 腰瓦（第３８図９）

SK８８ 軒桟瓦（第３７図６） 整地層 軒平瓦（第３８図１０） 整地層 面戸瓦（第３８図１１）

SK２７（第３５図２） SK３１（第３５図５） SK３１（第３５図６） SK３１（第３５図７）

SK４１（第３６図６） SK４１（第３６図７） SK４１（第３６図８） SK５９（第３７図１）

SK６０（第３７図２） SK９４（第３７図８） SX０５（第３７図１０） 整地層（第３８図５） 整地層（第３８図６）

瓦
刻
印
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SK２９ 天神様（第３９図１） SK４７ 独楽・舟（第３９図７・１２） SX０１ 舟（第３９図１１）

SX０４ 釜（第３９図１５） SK４７ 印章（第４０図１０） SX０７・整地層碁石（第４０図１５、第４１図４・５）

SK３０ 温石（第４０図４） SE０３・整地層 硯（第４１図３・１） 整地層 不明石製品（第４１図７）

SK４７ 砥石（第４０図１１） SK１０・SK３１・SK３２・SD０４・SX０４砥石（第４０図１、５～９、１２～１４）
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SK０４ 栓（第４２図７・８） SK０６ 刷毛（第４２図２０） SK０６ 漆器椀（第４２図２１）

SK０６ 下駄（第４２図２３） SK６１ 漆器椀（第４３図２４）

SK８５ 櫛か（第４４図６） SE０３ 底板（第４４図１８）

SK６２ 桶焼印（第４３図３１） SE０３ 桶側板（第４４図２１・２２・２４・２５）
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SE０３ 舟底板（第４６図１ 左：表面 右：裏面）

SE０３ 舟底板（第４６図２ 左：表面 右：裏面）

SE０３ 舟底板（第４６図３ 左：表面 右：裏面）

SE０３ 舟底板（第４７図１ 左：表面 右：裏面）
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

金沢城下町遺跡

（兼六元町７番地点）

集 落

城下町

古墳時代

江戸時代

溝

井戸、土坑、

石組溝

土師器、須恵器

土師器、陶磁器、土器、瓦、

木製品、石製品、金属製品

周溝か

色鍋島の皿片が出土した。

井戸枠に舟の底板を転用。

要 約

調査地は金沢城の東側約３００mの地点に位置する武家地で、絵図等で確認できる範囲においては禄１５０石～５００石ク

ラスの武家地３軒があった場所と推定される。

遺跡からは、平地式建物の周溝と目される古墳時代前期の大溝が１条検出されている。調査区周辺の地形から、当

該期の集落は調査地の南西側に向けて展開していることが推測される。

近世では、屋敷境の溝と思われる石組みの溝（平らな石製の蓋を伴う）が１条、屋敷境を示す石列（土塀の基礎か）

１条、井戸４基、近世のゴミ穴と考えられる大型土坑、整地層などが検出されている。中でも井戸 SE０３の底からは

舟の底板を転用した井戸枠が検出され、北陸における近世の舟の構造の一部が明らかになった。また、調査区南東部

からの鍋島焼色絵皿片１点の出土や、調査区北寄りから燻瓦の腰瓦が多く出土している点も特筆すべき事項として挙

げられる。

当該発掘調査は、段丘縁辺部における古墳時代集落の発見とその分布の推定がなされたこと、近世においては検出

された遺構の配置から武家敷地内における空間構成の一端が明らかになったことが成果として挙げられよう。絵図と

の比較からその変遷を追うことができる希少な調査であり、鍋島焼や腰瓦、舟底板などをはじめとする様々な出土遺

物は、城下町の成立期から近代まで続く武家地における生活の様相を窺い知ることができる貴重な資料といえる。
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